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講 義 要 綱・シ ラ バ ス



修士課程設置科目

1.　共通科目

ビジネス・エコノミクス（春学期）

 助教授 谷 口 和 弘

授業科目の内容：

　近年，企業をさまざまなステイクホルダーの「契約の

ネクサス（束）」とみなす見解が，経済学の領域ではポピュ

ラーになりつつある。とくに，ミクロ経済学をベースに

した契約と組織の経済分析は，企業の戦略策定や組織デ

ザインの問題を扱ううえで重要な示唆を提供するもので

ある。本講は，主としてミクロ経済学の理論と応用（と

くに，戦略，情報，そしてインセンティブにかんする問題）

を学習することを目的としている。

　本講においては，受講者の報告形式を採用する。第 1

回目の授業の際に，報告担当の配分などを行うので，受

講者はかならず出席すること。また，連絡を e メールで行

うことがあるので，各自アドレスを取得しておいてほし

い。なお，受講希望者は，「ビジネス・エコノミクス」（秋

学期）も履修すること。

ビジネス・エコノミクス（秋学期）

 助教授 谷　口　和　弘

授業科目の内容：

　近年，企業組織のミクロ的な制度分析が注目されてい

る。とくに，経営・商学研究者やビジネス・スクールの

理論家によって，戦略や組織の経済学を扱ったテキスト

が数多く出版されている。本講は，取引費用経済学や比

較制度分析などの分析枠組を理解するとともに，その有

効性を検証するために，現実の企業経営にかんするケー

スにふれる。とりわけ，「企業の組織アーキテクチャ」に

関連した研究成果を扱い，企業の性質にかんする理解を

深めていくことになろう。

　本講においては，受講者の報告形式を採用する。第１回

目の授業の際に，報告担当の配分などを行うので，受講

者はかならず出席すること。また，連絡を e メールで行う

ことがあるので，各自アドレスを取得しておいてほしい。

なお，受講希望者は，あらかじめ「ビジネス・エコノミクス」

（春学期）を履修しておくこと。

ビジネス・エコノミクス（春学期）（秋学期） 

Business Economics （Spring term）（Autumn term）

 教　授（大正製薬チェアシップ基金）

 鞍　谷　雅　敏

Professor Masatoshi　KURATANI

授業科目の内容：

　Introduction to microeconomic concepts and principles: 

demand and supply, behavior of individuals and organizations, 

competition and monopoly, accumulation of productive factors 

and economic growth. Application of basic economic theory to 

grasp the effects that public policies have on private-sector 

economy.

ビジネス・ヒストリー（科学技術発展における国家の役割） 

（秋学期） 

Basic Business History（Autumn term）

 特別招聘助教授 ルイス，ジョナサン

Guest Associate Professor Jonathan LEWIS

授業科目の内容：

　This course examines the roles of states, companies and 

other actors in promoting and regulating the development of 

science and technology. Relevant theories are introduced and 

illustrated with case studies, particularly from the fields of 

information technology and space development.

The main themes will be as follows:

  diffusion of innovations

  intellectual property

  standards

  the role of universities

  science, technology and economic development

  technonationalism

  big science

  open source

社会科学方法論（秋学期）

* 教　授 榊 原 研 互

授業科目の内容：

　本講義の目的は , 一般に社会科学と呼ばれる学問の基本

的な考え方の特徴を明らかにすることにある。ここでい

う「方法論」とは , データの収集法や収集したデータの処

理方法といったいわゆる手法論ではなく，むしろ「社会現

象に科学的にアプローチするとはどのようなことか」を

考える「学問の学問」を意味している。社会科学に限ら

ずどんな学問であれ，それに取り組もうとする人は，探

求されるべき知識が満たさねばならない条件について考

えてみる必要がある。さもなくば，われわれは自分たち

の研究成果が本当に満足すべきものかどうかを知ること



ができないからである。したがって方法論は，学問を志

す人ならば一度は考えてみるべき基本的な事柄であり , 学

問の基礎の基礎ということができる。

　本講義では，まず「科学的な知識とは何か」という根

本的な問題から説き起こし，科学一般の方法について考

察した上で，自然科学と社会科学の相違や , 経済学 , 経営

学 , 会計学 , マーケティング論などの個別学科における方

法論上の諸問題について考察する。なお , 授業は , 講義形

式と輪読・討論形式を織り交ぜながら進める予定である。

専門外国書研究（英書）

休　講

専門外国書研究（独書）

 助教授 前　田　　　淳

授業科目の内容：

　基本的なドイツ語学習能力を前提に，ドイツにおける

企業，経済，政治，社会問題を扱う文献，雑誌記事，新

聞記事を読みながら，ドイツが直面する課題について理

解を深めていきたい。

専門外国書研究（仏書）

 講　師 大　井　正　博

授業科目の内容：

　フランス語の基礎を学んだ人に対して，経済記事や専

門書を読むために必要な手引きをするのがこの講座の目

的である ｡ テキストとしては下記のものを使用し，日本

人にはあまりなじみのないフランス経済の諸問題に対す

る知識を学ぶとともに，慣用的なフランス語の経済用語

のマスターに努める。

ジャパニーズ・エコノミー（春学期） 

Japanese Economy（Spring term）

 教授（フジタ・チェアシップ基金） 小　島　　　明

Professor Akira　KOJIMA

授業科目の内容：

　戦後から現在に至る日本経済を世界経済との関連を重

視しながら分析。高度経済成長，制度改革，雇用慣行，

企業経営など多面的に論ずる。

　1980年代の円高，バブル景気とその崩壊，不良債権問題，

直接投資，金融改革，日本的経営の在り方などを議論する。

日本が現在直面している政策問題も点検。講義及び討議

は英語を使用。

　ビデオ，テープなども利用しながら当局者，専門家の

生の声，意見に接することができるようにしたい。

　Japan's economic performance and policy debate in post war 

period up to now is covered with global economy perspective.

　Issues such as management practices, financial big-bang, 

foreign direct investment (FDI), bad loan problems, exchange 

rate, demographic change system reforms are all discussed 

with preferably active participation of students. Students can 

have real exposure to the most current policy debate amongst 

specialists through Video and tapes etc.

学術論文作成の基礎（春学期） 

Academic Writing and Communication（Spring term）

 教　授 トビン，ロバート I.

Professor Robert I.TOBIN

授業科目の内容：

　This course wi l l  focus on strengthening Engl ish 

communication skills for academic papers and graduation 

theses.

　The course emphasizes development of research, writing, 

reading, analytical and presentation skills. This will help 

prepare students for writing research papers and their 

graduation theses in English. Students will review current 

research in their field and prepare reports for presentation to 

the class.

　Weekly assignments and contribution to discussions are 

required in this class which will be conducted as a seminar. 

Class discussion will be based on texts and current reading, 

case studies, video segments, group projects and research 

projects.

　The course is conducted in English and is open to all 

graduate students.

ビジネス・コミュニケーション（秋学期） 

Business Communication（Autumn term）

 教　授 トビン，ロバート I.

Professor Robert I.TOBIN

授業科目の内容：

　This course wi l l  focus on strengthening Engl ish 

communication skills for business. The emphasis will be on 

strengthening writing, reading, and presentation skills and the 

role of these skills in working and leading effectively.

　Weekly assignments and contribution to discussions are 

required in this class which will be conducted as a seminar. 

Class discussion will be based on texts and current reading, 

case studies, video segments, group projects and research 

projects.

　The course is conducted in English and is open to alI 

graduate students.



計量経済学入門（春学期） 

Introduction to Econometrics（Spring term）

 教　授 早　見　　　均

Professor Hitoshi　HAYAMI

授業科目の内容：

Purpose of Course： There are three major purposes of this 

course：

（1） To provide an introduction to the theory and practice of 

statistics

（2） To study the Classical Linear Regression Model with 

special respect to quantitative economic modeling 

（3）  To be fami1iar with the statistical computer language such 

as R Prerequisites： basic calculus, elementary ski11s of 

handling PC including spread sheet, word processing.

Evaluation： Homework problems （three times） and one 

project （an econometric analysis using the data collected 

individually), weights 50：50.

Topics：

（1）A brief introduction to R

（2） Review of basic statistics and its applications

　（2.1） Random variables, （2.2） Probabi1ity density 

functions, （2.3） Central limit theorem, （2.4） Interval 

Estimation, （2.5） Hypothesis test

（3） Regression models 

　（3.1） Ordinary least squares （OLS), （3.2） Diagnostics for 

OLS, （3.3） Maximum likelihood estimator, （3.4） Choice of 

models

（4） Some recent topics on statistical inference

統計学基礎理論（春学期） 

統計解析（春学期）

 教　授 早　見　　　均

授業科目の内容：

　公表されている論文ではつぎつぎと新しい手法が利用

されており，実際のところ修士論文でそれらを利用する

場合はかなり理論的な勉強をしなければならない。ただ

し統計処理パッケージといった形でコンピュータのソフ

トウェアもつぎつぎと開発されている。そのためソフト

の使い方さえわかればデータさえ入力すると計算結果が

でてくる状況にある。この授業ではその隔たりを埋める

ために，とりあえず知っておいた方がよい最低限の数理

統計学を解説する。各分野で利用される統計的手法，た

とえば多変量解析やパラメトリック・ノンパラメトリッ

クの推定法，ベイジアンによる推測統計を学ぶために必

要な基礎知識である。

　扱う内容は，確率変数，確率分布，モメーント生成関数，

極限定理，十分統計量，最尤推定法，漸近理論などの主

なテーマのなかに計算統計など現代的話題の簡単な例も

いれていきたい。

　昨年までは広く読まれている Casella and Berger の推測

統計を解説してきた。難しいという感想やこの講義を履

修しても統計処理パッケージの結果は理解できるように

ならなかったとのコメントもあったが，そのとおりであ

る。統計学基礎理論では，第一に統計的なモデルを作成

するために必要な知識，第二にその統計的なモデルを推

計するときに必要な理論を学んでいる。

　各自が適切な統計的モデルを設定できるようになるこ

と。これがこの講義の目標である。そのうえで適切な統

計処理パッケージを使って推定や検定をしてもらいたい。

　とりあえず微積分の基礎は必要である。

　昨年度は 3回の演習問題のレポートで評価した。

経済数学基礎理論

 助教授 木　戸　一　夫

授業科目の内容：

目　的

　数学を直観的に理解し，自在に使いこなせるようにな

ることを目指す。精確な直観を得る為に，この特論では

下記内容を厳密に学んでいく。

内　容

　基礎的概念，線型空間，線型写像，位相，線型近似，

最適化理論など。

方　法

　教科書を，学生による輪読形式で読み進める。数学を

理解しようという積極的な質問はどのような分野のもの

であろうとも，いつでも歓迎する。学生は，自分の専門

分野に関連付けながら学び進んで欲しい。

会計情報の作成と見方（春学期）

 助教授 前　川　千　春

授業科目の内容：

　貸借対照表，損益計算書，キャッシュ・フロー計算書

等の財務諸表の作成方法と読み方を習得することを目的

とし，経済・経営・商業など会計以外の分野を専攻して

いる学生の学習状況を考慮して基礎的なところを中心に

講義を行う（必要があれば複式簿記の基本原理について 1

～ 2 回ほど講義を行う）。授業は講義だけでなく受講者の

報告発表（テキストの輪読）も交えて進める予定である。

成績評価は授業への参加状況・報告発表にもとづいて行

う。

経済・金融指標の見方・使い方（金融とマクロ経済学を通

して経済指標の読み方を学ぶ）（春学期）

 教　授 深　尾　光　洋

授業科目の内容：

　この授業では，金融経済動向を判断するのに必要な経



済・金融データの読み方を身につけることを目標にする。

単に統計指標を解説するのではなく，マクロ経済学の基

礎を学びながら，理論的概念と現実のデータとの関係を

理解できるようにしたい。概略次の順序で講義を行う。

1．金融の役割

　　所得，利益と資金過不足

　　　　GDP と三面等価

　　資金余剰主体と資金不足主体

　　資金過不足と貯蓄・投資バランス

　　銀行の資金仲介と決済機能

　　証券会社の役割

2．金融のミクロ的基礎：負債と株式

　　会社の仕組み

　　倒産とは何か

　　負債と株式の違い

　　　　負債とデフォルト

　　　　株式は「ある時払いの催促あり」

　　　　株主の議決権

　　金利と貸倒リスク

　　　　社債金利と国債金利

　　債券価格の理論

　　株価決定の理論とその限界

3．金融政策

　　短期市場金利の決定要因

　　　　ベースマネー需要関数

　　　　金融政策のトランスミッションメカニズム

　　　　実質金利，資産効果，為替相場

　　金利の非不制約とデフレ

　　信用乗数論の問題点

　　マネーサプライの意味

　　短期金利と長期金利の関係

　　オペ手段とその効果

　　準備預金制度

　　巨額の国債オペと日銀破綻のリスク

　　政府紙幣提案の問題点

　　マイナス金利政策の意味

4－ 6．国際金融の基礎

　　外国為替とは何か

　　　　国際決済の仕組み

　　　　金利裁定と先物相場

　　国際収支と貯蓄投資バランス

　　　　国際収支と為替需給の関係

　　為替レートの理論と実証

　　公的介入の効果

　　　　不胎化介入と非不胎化介入

　　内外金利の相互関係

7－ 8．金融とマクロ経済学

　　金融政策と LM 分析の関係

　　IS － LM 分析と日本の現状

　　　　実質金利と名目金利

　　短期均衡と長期均衡

　　マンデルフレミングモデルの問題点

　　　　固定相場と変動相場

　　　　中国へのインプリケーション

9．デフレと日本経済

　　長期的な物価動向

　　デフレに関する誤った議論

　　　　相対価格と絶対価格の混同

　　　　中国と日本のデフレ

　　GDP ギャップの推計

　　フィリップスカーブの実証

10－ 11．日本の銀行セクター

　　不良債権問題と銀行の収益性

　　　　不良債権問題の正常化とは何か

　　株価と自己資本

　　銀行増資の実態

　　金融監督と自己資本比率規制

　　銀行の破綻処理

　　預金保険制度の問題点

12．日本の生保セクター

　　生命保険の基礎

　　　　終身保険，定期保険，養老保険，年金

　　生保監督とソルベンシーマージン

　　生保の破綻処理と予定利率引き下げ問題

　　生保と銀行の関係

　　　　ダブルギヤリングのリスク

　　簡保の健全性

　　共済という名の保険会社

13．財政赤字，デフレと金融政策

　　ソブリン格付けと日本の信用度

　　長期金利の決定要因

　　主要国の貯蓄投資バランス

　　主要国の長期金利の決定要因

　　財政赤字と財政破綻のリスク

日欧文化の差異と経営戦略（ルイ・ヴィトン寄附講座）（秋学期） 

　European-Japanese Cultural Differences and Business 

Strategy（Autumn term）

* コーディネーター 未 定

Coordinator To be Announced

　在日フランス大使館とルイ・ヴィトン ジャパンのご支

援とご協力のもと、主に大学院在籍学生を対象とするフ

ランス教育研究の講座「ルイ・ヴィトン ジャパン講座」

が開設されました。本講座は、官民ガバナンス等より幅

広い分野においてフランスのトップレベルの研究者が義

塾の研究者との連携によって、双方向的な教育・研究活



動を展開しようとするものです。グローバルな視点をもっ

てこれからの社会を先導する人間を育て、日仏学術交流

の新しい潮流の形成に貢献していくことを目標とします。

今年度は法学研究科（春学期）と商学研究科（秋学期）

に設置されます。

授業科目の内容：

　Contrasting attitudes, cultural differences and their 

impact in a globalized world : Demography and International 

Management

　Differences in historical, religious and cultural background 

are often involved to explain differences observed in global or 

specific behavior. The way these differences operate remains 

nevertheless difficult to explain. Two examples will be taken to 

deepen this interrogation; in this two examples Western and 

Japanese attitude will be studied.

　The first section of the course (Prof. Magaud) will deal with 

demographic behavior in the field of couples building, fertility 

and mortality and the general differences of attitude in Europe 

and Japan toward short term and long term issues.

　The second section of the course (Prof. Cailluet) will deal 

with the origins of the multinational enterprises and the 

development of international strategies. It will focus on the 

issue of « foreignness » and cultural differences in strategy, 

marketing and international Human resource management.

　In both sections we will try to describe how understanding 

« what's going on » in the short term allows to understand 

the future, or not. What kind of observations, indicators, 

measurements are used by acting people involved. We will also 

discuss the concept of convergence/divergence in an allegedly 

globalized economy.

＊授業の詳細は掲示で確認すること。

２．専攻基本科目

商学専攻，経営学・会計学専攻  共通

環境の経済・経営・商業・会計（春学期）

 コーディネーター　教　授 岡　本　大　輔

授業科目の内容：

　本講義は経済学・経営学・商業学・会計学のそれぞれ

の専門家が現代社会において環境問題をどのように研究

し，成果をあげているかを講義する学際的科目であり，「環

境学」へのプロローグである。

第 1週（4月 8日）ガイダンス

商学部教授　岡本大輔

　コーディネーターにより本講義の担当講師と環境問

題への統合アプローチによる講義概要が紹介され，引

き続いて経済学的アプローチの第 1 回講義が行なわれ

る。

第 1週（4月 8日）廃棄物問題（経済Ⅰ）

商学部教授　和気洋子

　廃棄物問題をめぐる PPP，拡大生産者責任などの原則

論議，環境保全の政策手段と政策効果，あるいは一連

の包装・容器，家電，自動車リサイクル法に関する具

体的論議について講義する。

第 2週（4月 15日）地球温暖化問題（経済Ⅱ）

商学部教授　和気洋子

　地球温暖化防止のための国際的な枠組みをめぐる諸

課題を，日本経済の費用負担などとの関連から，講義

担当者が関与する政府委員会等におけるエネルギー・

炭素税などの話題に言及しながら，講義する。

第 3週（4月 22日）国際環境経済システム（経済Ⅲ）

商学部教授　和気洋子

　環境と貿易／ FDI をめぐる諸問題を解説し，途上

国の持続的経済発展のシナリオや地球環境問題へのコ

ミットメント問題などとの関連において，国際環境経

済システムの構築に資する問題を講義する。

第 4週（4月 29日）【休講】

第 5週（5月 6日）【休講】

第 6週（5月 13日）環境経営の定量評価（会計Ⅰ）

中央大学経済学部教授　河野正男

　環境に配慮する企業経営の定量評価に関する二つの

手法－環境パフォーマンス評価と環境会計を紹介する。

とくに環境会計の枠組みと基礎概念について詳述する。

第 7週（5月 20日）外部報告のための環境会計（会計Ⅱ）

中央大学経済学部教授　河野正男

　環境省の「環境会計ガイドライン」の解説の後，財



務報告書および環境報告書における環境会計情報の現

状をガイドラインに関連付けて紹介する。

第 8週（5月 27日）意思決定のための環境会計（会計Ⅲ）

中央大学経済学部教授　河野正男

　環境要因を考慮に入れたいくつかの管理手法すなわ

ちライフサイクル・コスティング，環境品質原価計算，

トータル・コスト・アセスメントおよび予算管理など

について紹介する。

第 9週（6月 3日）環境と経済の両立は可能か（経営Ⅰ）

千葉商科大学政策情報学部教授　三橋規宏

　自然が作り出す以上のスピードで過剰消費し，自然

の環境許容限度を超えて有害物質を過剰排出すること

で，環境と経済がトレードオフの関係に陥った。「無限

で劣化しない地球」から「有限で劣化する地球」へ地

球観を切り替えていかなくてはならない。この変化を

「自然満足度曲線」という新しい概念で説明する。

第 10週（6月 10日）ストック重視経済と環境経営（経営Ⅱ）

千葉商科大学政策情報学部教授　三橋規宏

　新製品を大量に生産する時代は終わった。これから

は蓄積された様々な製品・社会資本ストックを長期間，

大切に使うサービス分野で大きなビジネスチャンスが

広がる。長持ちさせる企業の基本戦略は，労働生産性

の向上をいかに高めるかにある。 20 世紀の企業は，エ

ネルギー，資源を多消費，多浪費することで，規模の

経済を実現し，労働生産性を高めてきた。しかし 21 世

紀の企業は，エネルギー，資源を節約し，資源生産性

を向上させることで，労働生産性を高めていかなくて

はならない。

第 11 週（6 月 17 日）企業の社会的責任と環境ビジネスの

発掘（経営Ⅲ）

千葉商科大学政策情報学部教授　三橋規宏

　人類が地球の限界に遭遇した今日，これまでのビジ

ネスは大幅な修整を迫られている。このことは，逆に

いえば，新しいビジネスを発掘し，発展させるまたと

ないチャンスと受け止めることができる。環境ビジネ

ス発掘のマトリックスを説明し，それを埋めることで，

新たなビジネスの発見に挑戦してもらう。

第 12週（6月 24日）環境問題とマーケティング（商業Ⅰ）

筑波大学大学院ビジネス科学研究科教授　西尾チヅル

　地球環境との共生や資源循環を推進する方法にはど

のようなものがあるか，その中でマーケティングに課

せられている役割とは何か，を概説する。その上で，

環境マーケティングの概念と課題を企業事例を紹介し

ながら説明する。

第 13 週（7 月 1 日）消費者の環境配慮行動の規定要因と

その特徴（商業Ⅱ）

筑波大学大学院ビジネス科学研究科教授　西尾チヅル

　市場を構成する消費者の環境問題への認知の特徴や

環境配慮行動の規定要因に関する国内外の研究を紹介

し，その特徴を整理する。それらを踏まえた上で，環境

配慮型商品の市場を拡大するためのコミュニケーショ

ン方法や整備すべき仕組などについて議論する。

第 14週（7月 8日）環境マーケティングの展開方法（商業Ⅲ）

筑波大学大学院ビジネス科学研究科教授　西尾チヅル

　上記 2 回に渡る議論を通じて，環境マーケティング

の内容を製品・サービスの企画・販売段階，使用・消

費段階，廃棄・資源回収段階ごとに整理し，具体的な

展開方法について議論する。また，企業の環境マーケ

ティングを推進するために必要な法制度や社会システ

ムについても考察を加える。

イノベーションの経済・経営・商業・会計（春学期）

 コーディネーター　教　授 高　橋　郁　夫

授業科目の内容：

講義は以下に記すスケジュールに従って進める予定であ

る。

1．オリエンテーション

　（担当：慶應義塾大学教授　高橋郁夫）

第 1回（4月 8日）

　本講義のねらいと進め方，それに成績評価の仕方等

について情報の伝達を行う。

2．イノベーションと経済

　（担当：日本大学経済学部教授　乾友彦）

第 2回（4月 15日）マクロ経済とイノベーション

　マクロ経済学において，技術進歩やイノベーション

がどのように組み込まれているかを説明し，昨今の日

本経済における技術進歩の役割について説明する。

第 3回（4月 22日）IT 投資と日本経済

　1990 年代に入って，世界的に IT 化が急速に進んでい

る。経済学では，この IT 化をどのように把握している

のか，また日本の IT 化は，世界に比べて進んでいるのか，

遅れているのかということを統計データに基づきなが

ら論じる。また IT 投資，その他の投資が技術進歩に与

える影響について論じる。

第 4 回（5 月 6 日）イノベーションの源泉：研究開発投

資とグローバル化

　経済学では，イノベーション（技術進歩）の源泉は，

研究開発投資による知識ストックの蓄積と教育による

人的資本の向上であると考えられている。ここでは研

究開発に焦点を当てて，統計データに基づきながら解

説を行う。また経済のグローバル化が研究開発や技術

開発に与えるインパクトを検証する。

3．イノベーションと会計

　（担当：青山学院大学教授　西村優子）

第 5回（5月 13日）イノベーションと戦略的管理会計

　戦略的管理会計において，イノベーションから創出



される新知識の創出と蓄積のプロセスに関わる会計情

報について説明し，企業の研究開発投資とその投資か

ら産み出される成果に関する会計情報を考察する。

第 6回（5月 20日）知的資産の会計的評価

　イノベーションによって創出・蓄積される知的資産

を会計的に測定し評価する方法として， ①コスト・アプ

ローチ， ②インカム・アプローチ， ③マーケティング・

アプローチがある。これらの測定方法の理論と計算に

ついて，具体的に明らかにする。

第 7回（5月 27日）知的資産に関わる会計情報と開示

　知的資産の会計処理，会計情報の開示，ならびに知

的財産報告書について以下の指針，会計基準などに基

づいて検討する。

・日本公認会計士協会経営研究調査会研究報告 24号「知

的財産評価を巡る課題と展望（中間報告）」（2004 年 6

月）

・経済産業省「知的財産情報開示指針　特許・技術情

報の任意開示による企業と市場の相互理解に向けて」

（2004年 1月）

・国際財務報告基準における改訂 IAS38 号「無形資産

（Intangible Assets）」（2004年）

・米国財務会計基準書 142 号「暖簾およびその他の無形

資産（Goodwill and Other Intangible Assets）」（2001年）

4．イノベーションと経営

　　（担当：サンノゼ州立大学教授　Mark Fruin）

第 8 回（6 月 10 日）第 9 回（6 月 17 日）第 10 回（6 月

24日）

　アメリカのハイテク企業におけるイノベーション・

マネジメント，特に研究開発のプロセスの現状と特質

についてシリコンバレーを拠点として行動しているベ

ンチャー企業を中心にして理論的・実証的な視点から

解説する。

①イノベーションの分類と企業戦略

②イノベーションとグローバリゼーションの諸点

5．流通におけるイノベーション

　（担当：青山学院大学教授　田中正郎）

第 11 回（7 月 1 日）流通における情報－定型的情報と

非定型的情報－

　情報という言葉が意味するところは，必ずしも一定

したものではない。流通において特に必要とされる情

報は，商品の需要と供給に関するものである。こうし

た情報が持つ特徴とは何かを考える。

第 12 回（7 月 8 日）小売業の商品管理システムと情報

技術

　小売業における商品管理システムは，技術革新の連

続であった。キャッシュレジスターの発明から POS シ

ステムが開発されるまでの商品管理システムにおける

技術革新のようすをふりかえってみる。

第 13 回（7 月 15 日）企業間の流通関連業務プロセスの

統合化

　食品や雑貨品のメーカー，卸，小売を含めたサプラ

イチェーン内の企業が協働して，サプライチェーン内

の可視性向上やパートナーがもつリソースの活用等が

模索されている。こうした動きの背景を考える。

* 必要に応じて， 6月 3日（土），7月 10日（月），11日（火）

を補講日とする。

ファイナンスの経済・経営・商業・会計（秋学期）

 コーディネーター　教　授 辻　　　幸　民

授業科目の内容：

1．意義と目的

　現代経済におけるファイナンスの重要性はますます

高まっている。たとえ金融のプロや企業の財務担当者

でなくても，ファイナンスの理屈や仕組みを理解して

おくことはビジネスの世界で活躍する上で不可欠な要

件となっている。この講義では，経済・経営・商業・

会計の 4 分野でファイナンスにかかわる研究や仕事に

従事している方を講師に招き，それぞれの立場からファ

イナンスに関する諸問題を，各 3 回にわたってわかり

やすく講義してもらう。科目の性質上，講義内容は 4

分野間で必ずしも有機的に繋がっているわけではない

が，各 3 回の講義は体系的な内容となるよう配慮がな

されている。ファイナンスを専門としない人も，この

講義を契機にファイナンスに対する関心と理解を深め

てもらいたい。

2．講義日程と担当者（敬称略）

　ガイダンスと総論（9/30）

　　辻　幸民（商学部）

　ファイナンスの経済（10/7，10/14，10/21）

　　新井富雄（東京大学）

　ファイナンスの商業（10/28，11/4，11/11）

　　木村正芳（木村正芳事務所代表）

　ファイナンスの会計（11/18，12/2，12/9）

　　醍醐　聰（東京大学）

　ファイナンスの経営（12/16，1/6，1/13）

　　小山史夫（アクセンチュア）

3．講義概要

　初回に総論的な解説を行う。ファイナンスに関する

諸問題を 4 分野の視点から論ずることの意義と相互の

関係について述べる。2 回目以降の講義概要は以下のと

おりである（各担当者から提出された講義紹介文をも

とに作成）。

ファイナンスの経済

1） 価値創造と設備投資の意思決定：価値創造という観

点から設備投資決定に関して考える。投資プロジェ

クトに伴うキャッシュフローの把握方法，NPV や



IRR の概念およびプロジェクトのリスクと割引率の

関係に関して説明する。

2） 企業価値の評価：リスクとリターン，CAPM 等の資

産価格評価モデル，資本構成の影響を論じた後，フ

リーキャッシュフロー法，EVA/MVA など代表的な

企業価値評価方法について解説する。

3） リスク管理とデリバティブ：リスク管理の意義とデ

リバティブの利用について説明する。先物，スワップ，

オプションなどの価格評価理論についてもその概要

を解説する。

 参考文献：新井富雄・渡辺茂・太田智之著『資本市場

とコーポレートファイナンス』（中央経済社）

ファイナンスの商業

1） 金融マーケティングとマーケティングリサーチの基

礎：金融マーケティングでは，マーケット及び顧客

をどうセグメントするか，が極めて重要である。初

回は，金融におけるセグメンテーションの考え方と

そのためのリサーチを講義する。

2） 新規顧客獲得を目的としたマーケティングとリサー

チ：新規顧客獲得にフォーカスしたマーケティング

とそこでのリサーチについて講義する。

3） 既存顧客とのリレーションシップを深めるための

マーケティングとリサーチ：既存顧客をターゲット

にしたマーケティング（データベースマーケティン

グ含む）とそこでのリサーチについて講義する。

 参考文献：戸谷圭子・栗田康弘著『カスタマーセントリッ

クの銀行経営』（金融財政事情研究会）

ファイナンスの会計

1） 金融商品の会計問題の基礎：金融資産の原価・時価

評価論争を概観するとともに，論争の根底にある会

計観の違い（会計的配分の論理 vs 価値評価の論理）

を比較・検討する。その後，派生金融商品（デリバティ

ブ）を使ったリスク・ヘッジの手法と会計問題につ

いて説明する。

2） ストック・オプションの会計と税務：ストック・オ

プションの会計はファイナンスの会計の総合問題と

もいえる。ここでは，ストック・オプション制度の

仕組みを概観したのち，ストック・オプションをめ

ぐる会計問題の体系と税務上の問題（給与所得か一

時所得か，いつ課税をするのか等）を，判例を素材

にしながら説明する。

3） 金融機関の経営と税効果会計：不良債権処理や債権

放棄などをめぐる企業会計と税務の乖離を調整する

ためのツールとして採用される税効果会計の仕組み

を説明した後，税効果会計が金融機関の経営に及ぼ

すインパクトとその限界を事例（りそな銀行事件，

足利銀行事件など）を素材に検討する。

非営利組織の経済・経営・商業・会計（秋学期）

コーディネーター　教　授 跡　田　直　澄

授業科目の内容：

　非営利組織について経済・経営・商業・会計の諸分野

からのアプローチによる分析・検討により総合的な理解

を深めることを目的とする。

1.  総論（跡田直澄）（９月 30日）

 ①　非営利組織体の分類と特徴

 ②　 非営利組織体と営利組織体の活動環境（資源

の獲得，市場との関わり）の相違点と類似点

 ③　非営利組織体の財務報告の目的

2.  商業（浅井慶三郎）（10月７日，10月 14日，10月 21日）

　はじめに：本テーマの講義は大略以下の内容で行う予

定です。

　第 1 回は，まず伝統的な経営の概念を再検討し経緯営

という発想について述べ，NPO の社会的文化的役割およ

び NPO が直面する経営問題に緯とサービスの切り口から

そのマーケティングを論じ，次に NPO に関する税制その

ものの抜本的改革をマーケティングの視覚から戦略的に

論考します。

　第 2 回は，NPO の主要分野の一つである大学の経営問

題を取り上げて大学のマーケティングを論ずるが，特に 

Apps の今後の経営戦略を受講生諸君と一緒に考えてみま

しょう。

　第 3 回は，冷戦後に於ける大国間の覇権を巡る文明の

衝突が民族間紛争を多発させ，地球の人類，動植物およ

び自然資源の浪費と環境の破壊を齎している現実をいか

にして平和と共存の道を求めるかを，政治や軍事に頼ら

ずグローバルな草の根の文化交流に見出すべきと思考し，

NPO のグローバルネットワークをベースとする観光サー

ビス（平和だから観光ができる，観光が出来るから平和

が生まれる）の開発を問題として検討してみたいと考え

ています。

　＊ 1　各回毎により更に詳しい講義内容のレジュメと必

要に応じて参考となる新聞その他の資料を学事センター

を通じて配布します。詳細は掲示でお知らせしますので，

センターを訪れて確認し入手して，授業に出る前に授業

内容を予想し予習してください。

　＊ 2　基本的参考文献

・ サービスとマーケティング（増補版）浅井慶三郎 2005

同文舘出版（株）

・ コミュニティビジネスの時代，NPO が変える産業，社会，

そして人間　金子郁容他 2003 岩波書店

・ 新版コミュニティ・ソリューション　金子郁容 2003 岩

波書店

・ 儲けはあとからついてくる，片岡勝のコミュニティビジ

ネス入門　片岡勝 2002日経新聞社

　＊ 3　3回とも出欠をとります。また 3回の講義終了後，



以下の要領でレポートを学事センターに提出してくださ

い。（締切日等，詳細は掲示でお知らせします）

　テーマ：小生の講義に関連づけて各自で問題だと考え

るテーマを決めて結構です。これを 1600 字で旨く纏めて

小論の形にして，A4 版 1ページにプリントする。

3.  経営（谷本寛治）（10 月 28日，11月４日，11月 11日）

　企業と NPO の関係について，具体的な事例をもとに考

えていくことにする。

(1)　 NPO の特徴：NPO の 3つのパターン（慈善型，監視・

批判型，事業型）

(2)　 企業と NPO の基本的な違いと類似点を確認する。

(3)　 企業と NPO の多様な関係性について下記の点につ

いて考察する。

① 企業による NPO 支援

② NPO による企業の監視・批判

③ NPO による企業評価

④ 企業と NPO のアランアンス

参考文献：

・ 谷本『企業社会のリコンストラクション』千倉書房，

2002年。

・ 谷本・田尾編著『NPO と事業』ミネルヴァ書房，2002 年。

4.  会計（会田一雄）（12 月２日（連続２時限），12月９日）

(1)　非営利組織における会計の機能

　種々の非営利組織における会計の機能について，組織

のガバナンスの在り方，社会環境，ステークホルダーの

異質性等の視点に沿って考察する。社会の期待と現実の

会計実務とのギャップが焦点である。

(2)　非営利組織の財務諸表と会計基準

　非営利組織の形態により異なる会計基準における計算

構造を分析し，現在，どのような改革が進んでいるかを

展望しつつ，財務諸表の体系と情報利用の進め方を論じ

ていく。

(3)　組織評価と会計情報

　資源の効率的利用を推進する観点から，組織評価をいか

に進めるべきかについて，NPM の流れを汲むパブリック・

セクターの改革と会計情報の利用を中心に取り上げる。

参考文献：

・ 杉山学・鈴木豊（編），「非営利組織体の会計」，中央経済社，

2002年。

・ 松葉邦敏（編），「新公益法人会計基準」，税務経理協会，

2004 年。

5.  経済（12月 16日，１月６日，１月 13日）

(1)　 経済学の視点からみた非営利組織のあり方 1 

（中条潮）

　非営利組織の存在理由は何か，非営利組織を営利組織と

区別する理由は何かをミクロ経済学の視点から検討する。

(2)　 経済学の視点からみた非営利組織のあり方 2 

（中条潮）

　非営利組織に対する規制や支援の妥当性をミクロ経済

学の視点から議論する。

(3)　 経済学の視点からみた非営利組織のあり方 3 

（跡田直澄）

　非営利組織の問題点，役割，規制や支援の妥当性をマ

クロ経済学の視点から検討する。

　※この授業は回により第 1・2 時限の連続授業となりま

すので，履修申告の際は注意してください。

戦略の経済・経営・商業・会計（秋学期）

 コーディネーター　教　授 小　宮　英　敏

授業科目の内容： 

1．オリエンテーション（９月 30日） 担当　十川　廣國

講義の全体像についてのオリエンテーションを行う。

戦略の会計的視点 担当　田中　隆雄

2．企業戦略と企業価値（10月７日）

　日本企業は比較的最近まで，資本コストに注意をあま

り払わなかった。その結果，資本効率を無視して，設備

投資を行い事業を存続してきた。そのような企業戦略

ないしは資源配分によって日本企業の資本効率は外国

企業に比して著しく低くなっている。いうまでもなく，

財務的目標は企業戦略を構築する際に最重視すべき課

題の 1 つである。近年，欧米のみならず日本において

も関心の高まっている財務測度として，企業価値があ

る。企業価値とはどのような測度で，それを測定する

方法としてどのような方法があるのであろうか？また，

企業価値重視の経営，いわゆるバリュー・ベースのマ

ネジメントとはどのようなものであろうか？日本企業

の実態を含めて話すことにする。

3．戦略の実行と業績評価（10月 14日）

　近年，アメリカにおいては戦略の実行をモニターす

るツールとして，Balanced-Scorecard（BSC）が急速に

普及しつつある。 BSC はもともと BU の業績管理手段

として考案されたが，実際に使ってみると戦略の実行

をモニターする機能を兼ね備えていることが解かった。

BSC は財務的尺度と非財務的尺度の複合した測定尺度

である。非財務的尺度としては，顧客の視点，従業員

の視点そしてプロセスの改善などによって構成される。

非財務尺度は将来の業績を予測するうえで有益な測度

であるといわれるが，それは何ゆえか？非財務的測度

は戦略の実行とどのように関わるのであろうか？

4．コーポレート・ガバナンスと企業業績（10月 21日）

　近年，コーポレート・ガバナンスの在りかたが問題

になっている。コーポレート・ガバナンスとは企業の

経営者とステイクホルダーとの間におけるコントロー

ル権の配分に関する仕組である。日本では欧米とこと

なり従業員がもっとも重要なステイクホルダーである

という意見が少なくない。経営者の多くは従業員出身



者であり，社外取締役もメイン・バンクやグループ企

業から派遣される場合が多い。その結果，株主の利益

が軽視され，企業業績に対する経営者の責任もあいま

いにされている。こうした問題点を解明し，企業業績

を高めるためにガバナンスの仕組はどうあるべきかに

ついて検討する。

戦略の商業（マーケティング）的視点 担当　濱岡　豊

　戦略についてマーケティングの観点から論ずる。 3 回

の授業のうち初回ではマーケティングにおける戦略に

ついて復習した後，それらの限界，近年の展開を概観

する。残りの 2 回では，近年のマーケティング戦略の

動向として，ブランド戦略，消費者による開発のマー

ケティング戦略への影響について紹介する。

5．マーケティング戦略のこれまでと限界（10月 28日）

　ここではまず，マーケティングにおける戦略立案プ

ロセスの古典的な手順，概念を紹介する。下記の項目

について紹介し，それぞれの課題を指摘する。そして，

近年のマーケティングの動向について概観する。

　マーケティングにおける戦略的発想の歴史

　マーケティング戦略策定の古典的手順

SWOT 分析

プロダクト・ライフサイクル

マーケット・セグメンテーション

ポジショニング

マーケティングミックスの策定

　古典的な手順の限界

　マーケティング戦略の動向

ワンツーワンマーケティング

共進化マーケティング

6．ブランド戦略（11月４日）

　マーケティング戦略の近年のトピックスとしてブラ

ンド戦略を紹介する。主な論点は下記の通り。

　ブランドの歴史

　ブランド資産の定義

　ブランド管理の諸問題

ブランド拡張の成功条件

ブランドのアーキテクチャ

ブランド管理の組織

　日本のブランドと海外のブランド

7． 創造する消費者の台頭とマーケティング戦略へのイン

パクト（11月 11日）

　Linux がユーザーによって開発されてきたことにみら

れるよう，消費者による創造，開発はマーケティングに

とって無視できない現象である。筆者によって提案さ

れた創造しコミュニケーションする「アクティブ・コ

ンシューマー」についての分析結果を紹介し，企業と

消費者が相互作用しながら進化するという「共進化マー

ケティング」の方向性を展望する。

　消費者，ユーザーによるイノベーション

　アクティブ・コンシューマーの特徴

　共進化マーケティングの成立条件

戦略の経済的視点 担当　小宮　英敏

8．交渉問題の導入（11月 18日）

　社会では様々な交渉が行なわれるが，交渉が成功裏

に決着した場合交渉の当事者たちは何らかの経済的行

為をなし，その結果その経済的行為をなさない場合に

比べそれぞれの効用が増加しているはずである。この

交渉の戦略的構造が交渉による経済的価値の創造とそ

の価値の分配いう視点でとらえられることを理解する

ことを目指す。また，交渉の当事者の効用に貨幣が加

法的に含まれ効用が譲渡可能な場合を考察する。

9．交渉問題における交渉力と非協力ゲーム（12月２日）

　交渉問題の交渉力が決定される要因として交渉当事

者の時間選好が本質的であることを明らかにしたルー

ビンシュタインの交渉理論を紹介する。これは交渉当

事者をプレーヤーとする提案応答ゲームの形式をもつ

非協力ゲームとして定式化される。提案応答の最終期

間が明確に設定されている場合とそうでない場合の違

いなど提案応答ゲームの特質の理解を目指す。

10．ナッシュ交渉問題と協力ゲーム（12月９日）

　交渉問題の古典であるナッシュの交渉問題を取り扱

う。ナッシュの交渉問題は協力ゲームとして定式化さ

れる。この交渉問題の本質的な構造をとらえると共に，

ナッシュによる交渉問題の公理的な解決法のアイディ

アを理解することが目的である。これは前回の非協力

ゲームによる交渉問題の定式化と好対照をなす。その

理解のためには期待効用仮説，あるいは数学的な概念

の理解が必要になるが，丁寧に解説するつもりである。

戦略の経営的視点 担当　十川　廣國

11．企業経営から見た戦略（12月 16日）

　企業成長のためには，企業が目指すべき将来の方向を

選択し，その目標実現のために経営資源をいかに活用

するかが基本的な課題となる。こうした活動を担うの

が経営戦略である。しかし，経営戦略に対する考え方は，

伝統的な視点から現代的な視点へと変化を遂げてきて

いる。まずは，戦略の経営的視点がどのように変容し

てきたかについての理解をすすめることにしたい。

12．持続的競争優位の構築と戦略経営（１月６日）

　変化する環境のもとでの企業の成長・存続は，競争

優位をいかに構築するかにかかっている。人々の創造

性発揮を通した経営資源の新たな活用が求められるこ

とになり，組織をいかに活性化するかが解決されるべ

き重要課題となる。新たな組織能力が競争優位の源泉

になると考えられるからである。ここでは，こうした

組織能力とは何か，それが競争優位構築にどう結びつ

いて行くと考えられるのかについて検討したい。



13．戦略の経営的視点と戦略経営についてのまとめ

（１月 13日）

商  学  専  攻

マクロ・マーケティング論（マクロ・マーケティング・シ

ステムと社会とのインタラクション）（春学期）

 教　授 高　橋　郁　夫

授業科目の内容：

　生産，流通，消費の連係を巨視的に捉え，それをマクロ・

マーケティング・システムと呼ぶとき，本講はそのシス

テムとそれを取り巻く社会とのインタラクションについ

て研究を行う。そのためには基本的文献（主に，英文に

よる学術論文）の研究によってその理論的背景や研究枠

組について理解を深めると共に，そこで用いられる各種

の分析手法についても検討を加える。

　毎回の予習と報告が義務付けられ，また，履修者の人

数によっては，学期末にレポート試験を課す予定である。

ミクロ・マーケティング論（秋学期）

 教　授 樫 原 正 勝

授業科目の内容：

　本年度は，1990 年代よりマーケティング研究において

活発に議論されるようになってきた「関係性マーケティ

ング（Relationship Marketing）」について，下記テキスト

を輪読する形で理解を深めて行きたいと思う。

租税法Ⅰ（春学期） 

Domestic Tax Law（Spring term）

 特別研究教授 本　庄　　　資

Professor Tasuku　HONJO

授業科目の内容：

　国家・地方団体の財政基盤を成す租税について，各国・

各地方団体の状況を踏まえて適切な租税政策を選択しこ

れを実現するための租税構造を有することが必要である。

本論は，所得税制と消費税制について各国が共通して直

面している下記の課題を取り上げ，これらに対する基本

的な考え方を示す。さらに各国の実情を踏まえて議論す

る。

〔課題〕

⒈　租税政策と租税構造

⒉　租税法の原則と最近の論点

⒊　所得税法の課題（個人・法人を含む）

⑴　 納税義務者（特にパス・スルー・エンテイテイ，

投資媒体の取扱）

⑵　 課税標準（所得分類，非課税所得，所得概念，必

要経費）

⑶　税率（累進税率，比例税率，国際標準化）

⑷　税額控除（特に外国税額控除）

⑸　源泉徴収の問題（税収の確保と国際金融の障害）

⑹　 租税特別措置の問題（不公平税制か税制の戦略的

利用か）

⒋　消費税法の課題

⑴　納税義務者（事業者登録・管理）

⑵　前段階税額控除（インボイス方式と帳簿方式）

⑶　課税取引の範囲

⑷　電子取引の問題

⒌　租税回避防止の問題

　The State and local authorities need to have their 

appropriate tax structure under their tax policies to meet 

the current situation of the public finance. From this point of 

view, this lecture will take up the following issues which most 

countries are facing and show the basic stand toward them. 

Concrete measures appropriate for each country will also be 

discussed.

⒈　Tax policy and tax structure

⒉　Principles of tax law and the current issues

⒊　 Main problems of income tax law (including individuals 

and corporations)

⑴　 Taxpayer (especially pass-through entity and collective 

investment vehicle)

⑵　 Tax base (classification of income, exempted income, 

concept of income, deductions, threshold)

⑶　 Tax rate (progressive rate, flat rate, international 

standard)

⑷　Tax credit (especially foreign tax credit)

⑸　 Withholding tax (mechanism for raising tax revenues or 

obstacles to international financial transactions)

⑹　 Special tax measures (unfair taxation system or 

strategic use of tax system)

⒋　Main problems of consumption tax law

⑴　 Taxpayer (registration and control of business 

entrepreneur)

⑵　Input tax credit (invoice method or booking method)

⑶　Scope of taxable transactions

⑷　Electronic commerce

⒌　Counter-measures against tax avoidance

租税法Ⅱ（国際租税法）（秋学期） 

International Tax Law（Autumn term）

 助教授 髙 久 隆 太

Associate Professor Ryuta TAKAKU

授業科目の内容：

　As the countries of the world have become increasingly 



integrated economically, the importance of the international 

taxation issues has mushroomed. Not only large multinational 

corporations but also small and medium size firms now engage 

in cross-border transactions that cause them international 

taxation issues. Accordingly, adequate tax planning is needed 

to minimize and avoid unnecessary taxes for taxpayers. 

On the other hand, national governments must care 

about international taxation, both to present a hospitable 

environment for foreign investment and to protect their revenu 

base.

　In this seminar, the following issues which most countries 

are facing will be discussed.

1. Jurisdiction to Tax

(1) Defining Residence

(2) Source Jurisdiction

2. Taxation for non-resident

(1) Individuals

(2) Foreign Corporations （PE）

3. Tax Treaty

(1) OECD Model Convention

(2) Bilateral Tax Treaty

4. Elimination of International Double Taxation

5. Measures to Cope with International Tax Avoidance

(1) Transfer Pricing Taxation

(2) Controlled Foreign Corporations Provisions (Anti-Tax 

Haven Measures)

(3) Thin Capitalization Rules 

6. Competent Authority Consideration

金融論（証券投資論）（春学期）（秋学期）

 教　授 金　子　　　隆

授業科目の内容：

　ファイナンス理論は企業金融論（Corporate Finance）と

証券投資論（Investment）に大別されるが，今年度は 1 年

間かけて後者のテキストを輪読する。使用するのは，米

国のビジネス・スクール（MBA）で証券投資論のテキス

トとしてはもっとも多く採択されている，非常に定評の

ある本である。本格的な理論まで平易に書いてあり，ファ

イナンスを専攻していない大学院生でも，省略せずにじっ

くり読めば付いてこられると思う。履修者はできれば春

学期・秋学期を通して履修して欲しい。

　テキストの構成ならびに各学期の予定は以下の通りで

ある。

 1. The Investment Environment 

 2. Markets and Instruments 

 3. How Securities Are Traded 

 4. Mutual Funds and Other Investment Companies 

 5. History of lnterest Rates and Risk Premiums 

 6. Risk and Risk Aversion 

 7. Capital Allocation between the Risky Asset and the Risk-

Free Asset 

 8. Optimal Risky Portfolios 

 9. The Capital Asset Pricing Model

10. Single-Index and Multifactor Models

11. Arbitrage Pricing Theory 

12. Market Efficiency 

13. Empirical Evidence on Security Returns 

< 以上，春学期 >

14. Bond Prices and Yields 

15. The Term Structure of Interest Rates 

16. Managing Bond Portfolios 

17. Macroeconomic and Industry Analysis 

18. Equity Valuation Models 

19. Financial Statement Analysis 

20. Options Markets : Introduction 

21. Option Valuation

22. Futures Markets 

23. Futures and Swaps : A Closer Look

24. Portfolio Performance Evaluation 

25. International Diversification 

26. The Process of Portfolio Management 

27. The Theory of Active Portfolio Management

 < 以上，秋学期 >

　授業は毎回，レポーターがレジュメを用いて内容を紹

介・解説し，私が必要に応じて補足解説を行い，時間があ

れば章末の演習問題を解くというスタイルで進める。レ

ポーター以外の人も必ず予習してきて積極的に授業に参

加すること。成績評価は平常点と各学期 2回程度のレポー

トで判断する。

国際課税（春学期）

 助教授 髙 久 隆 太

授業科目の内容：

　近年企業活動のより一層の国際化の進展，企業組織形

態の多様化等を背景にクロスボーダー取引が拡大かつ複

雑化している。その結果，各国の課税権が衝突し，国際

的二重課税が発生する可能性が高まっている。企業にとっ

てはどの国にどのような企業形態で進出するかが重要な

経営判断項目となっており，国際的税務戦略の構築が必

要となってきている。一方，国家にとっても，他国の課

税権との競合を調整しつつ，課税の空白を防止すること

により，自国の課税権を確保しなければならない。

　本講義では，次の項目について理解を深めることを目

的とする。

（1）国際課税の基礎概念

（2）租税条約と国内税法



（3）外国人及び外国法人に対する課税

（4）国際的二重課税の発生とその排除

（5） 国際的租税回避対策税制（移転価格税制，タックス・

ヘイブン対策税制，過少資本税制）

（6）国際課税問題に係る政府間協議

（7）国際的租税回避スキームに係るケーススタディ

リスク・マネジメント論（危険と保険）（春学期）

 講　師 真　屋　尚　生

授業科目の内容：

　日本時間 2001 年 9 月 11 日にニューヨークの世界貿易

センター・ビルを標的にして，ハイジャックした航空機

を使ってのテロ事件は，世界の人びとを震撼させ，この

事件をきっかけに，何かにつけて危機管理の重要性が議

論されるようになりましたが，保険に関連する分野では，

リスク・マネジメントの研究と実践が，20 世紀の後半に

入ると，活発になり，脚光を浴びてきました。

　一般に危険管理と危機管理は混同されがちで，保険料

と保険金の関係同様，両者の違いを理解することは，な

かなかやっかいです。日本リスク研究学会『リスク学事典』

では，危険管理と危機管理は，大略，次のように明確に

区分されています。

　危険管理は，リスクの顕在化，すなわちリスク事象の

発生を防ぐ予防策である。危機は損害の大きいリスク事

象であって，危険管理が有効に機能しない結果として，

リスクが実際に起こってしまった事象である。危機管理

は起こってしまった危機への対処である。緊急事（時）

対策が不十分であった結果として，危機が的確に収束で

きないようなことにならないように，十分な緊急事（時）

対策を用意しておくことも危険管理の一分野である。一

般的に，危機は緊急事（時）対策において想定していなかっ

たような原因や様式で発生することが多く，そのような

場合には対応準備の枠組みを超えての，臨機応変の，的

確な危険管理に基づく，危機の克服が求められる。これ

が真の意味での危機管理である。

　本講義では，次の三つの課題に焦点を合わせ，現代社

会における「危険と保険」の関係についての考察を試み

ます。

（1）保険の対象としての危険のとらえ方

（2）社会経済の発展と付保可能な危険の変遷

（3） 付保可能性を広げる方法としての再保険・再保険プー

ル

交通・公共政策論

休　講

産業組織論（春学期）

 教　授  井　手　秀　樹

授業科目の内容：

　「競争政策と政府規制の経済学」の観点から理論的かつ

実証的な文献を中心的に検討する。

随時，レポート等を課す。

計量経済学（経商連携ＣＯＥ科目）（春学期）（秋学期）

 教　授 新　保　一　成

授業科目の内容：

パネルデータの計量経済学

　春学期と秋学期を通じて，パネルデータを用いた実証

分析に必要な計量経済学の方法を講義する。なおこの授

業は，21 世紀 COE プログラム「市場の質に関する理論形

成とパネル実証分析―構造的経済政策の構築にむけて―」

の連携科目として設置され，経済学研究科の応用計量経

済学（修士課程），計量経済学特論（博士課程）（いずれ

も担当は辻村和佑教授，宮内環助教授，河井啓希助教授）

と合同で行う。

理論経済学（秋学期）

 教　授 樋　口　美　雄

授業科目の内容：

　毎週，外部から計量経済学，経済政策等に関連する研

究者を招聘し，報告してもらうことにより，国内外の最

先端の分析について，研究していく。

国際経済学（国際貿易）（秋学期）

 教　授 遠　藤　正　寛

授業科目の内容：

　国際貿易論の理論分析と実証分析の主要な成果を講義

します。具体的な項目は以下の通り。

 1．2部門モデル

 2．ヘクシャー＝オリーン・モデル

 3．多数財・多数要素モデル

 4．中間財の貿易と賃金

 5．収穫逓増とグラビティ方程式

 6．貿易利益と地域貿易協定

 7．輸入関税とダンピング

 8．輸入数量制限と輸出補助金

 9．貿易政策の政治経済学

10．貿易と内生的成長

11．多国籍企業と企業組織



国際経済（秋学期） 

International Economy (Autumn term)

 教　授（フジタ・チェアシップ基金） 小　島　　　明

Professor Akira  KOJIMA

授業科目の内容：

　The class covers various international economic policy 

issues including trade, Investment (foreign direct investment), 

foreign exchange policy, WTO process, FTAs (Free Trade 

Agreements), regional integration, competitiveness issue, 

economic development strategy and so on. 

　Students will be put in the very front line of policy debate of 

international economy. Real voices of policy makers, business 

leaders and scholars will often be given to the students 

through recorded tapes and videos. As I have good many 

chances to participate to many important international policy 

debates, the student can be given the chance of sharing such 

experiences of mine. Practical, as well as theoretical approach 

will be introduced. 

産業史・経営史（春学期）

 教　授 工　藤　教　和

授業科目の内容：

　20 世紀は Big Business の時代であったとされる。これ

の機能と役割を正面から取り上げた Chandler の見解がそ

れへの批判を含めて産業史や経営史の論壇を賑わした。

21 世紀はこれに比して Small Firms と Network の時代と

言われている。今日の時代が基礎とする企業システムが

20 世紀に到達したどの部分を継承しどの部分を継承しな

かったかを考えるためにも，今一度世界各国における Big 

Business の成立と役割を見直してみたい。テキストとし

ては，Chandler の Scale and Scope が刊行され，世界中の

Business Historian たちがそれを読み込んでいた 1994 年，

ミラノで開催された国際経済史会議の 1 セッションのた

めに集められた論文を使用する。今の時代から 10 数年前

の当時を振り返り，今後の研究方向を見定める糧とした

い。

経 営 学 ・ 会 計 学 専 攻

現代日本経営論（春学期）

 名誉教授 藤　森　三　男

授業科目の内容：

　日本の企業経営は欧米のそれと比較して，どのように

同質であり，どのように異質であるか知識を与えること

を第一の目標として，第二には統計，文献などの一次資

料の読み方，考え方を指導することを目標として授業を

行う。入門者，留学生といった初心者にも理解できるよ

うに解説する。

　留学生には英文の資料も配布する。

⒈　日本の近代化と企業経営

⒉　 戦後日本の経済発展（復興期，前期高度成長期，

後期高度成長期，石油危機とそれ以降，バブル経

済と構造調整期）

⒊　日本経済の「奇跡」と日本の企業者

⒋　資本主義と企業経営

⒌　企業目標，社是社訓

⒍　資金問題と財務管理・税金

⒎　トップマネジメント，意見決定機関と社長

⒏　企業組織，その日米比較

⒐　人事問題と給与，労働組合

⒑　戦略

⒒　 日本型企業経営の将来，欧米の企業経営と東アジ

アの企業経営

経営学説（春学期）

 教　授 榊　原　研　互

授業科目の内容：

　今日の経営学の現状は多様な研究プログラムやアプ

ローチの併存という事態によって特徴づけられ，まさに

錯綜した様相を呈している。こうした状況にあってさら

に実りある発展を経営学に期待するならば，何よりも諸

理論，諸学説を批判的に整序し，かつその限界を明らか

にすることが重要である。本授業では経営学の科学化の

ために先人たちが払ってきた努力を明らかにしながら，

経営学の今日的な問題を考察する。

会計学（春学期） 

Accounting (Spring term)

 教　授 伊　藤　　　眞

Professor Makoto  ITO

授業科目の内容：

International Accounting Standard and International Financial 

Reporting Standard

　International Accounting Standards (IASs) issued by the 

International Accounting Standards Committee (IASC), and 

International Financial Reporting Standards (IFRSs) issued 

by International Accounting Standards Board (IASB), which 

is restructured from IASC, have been making their presence 

felt around the world recent years. IASB has been and is 

continuing to study accounting issues and prepare new IFRSs 

and improve IASs.

　Some multinational enterprises, whose headquarters are 

located in Europe, have been preparing their consolidated 

financial statements in compliance with IFRSs (including IASs) 



for purpose of cross-boarder security offerings and listings on 

foreign securities offering.

　All enterprises, which are domiciled and listed in the 

European Union, are required to report in accordance with 

IFRSs from year 2005. Many countries introduces IFRSs 

for their listed enterprises on are taking steps to harmonize 

their national accounting standards with IFRSs with some 

modifications to allow for local environment.

　In this course, we will study the brief history of IASs, IASC 

and IASB, Framework for the Preparation and Presentation 

of Financial Statements, and some significant accounting 

standards, such as IAS2 “Inventry”, IAS11 “Construction 

Contracts” and IAS39 “Financial Instruments: Recognition and 

Measurement”, which will be compared with the US Generally 

Accepted Accounting Principles (US GAAP) and Japanese 

GAAP, when necessary.

　After the first session of introduction to IFRSs, each student 

will be assigned in advance to report on a Standard, followed 

by discussion, case studies and my supplementary explanation 

or comments. 

労働経済学（春学期）

 教　授 清　家　　　篤

授業科目の内容：

　労働市場における主体均衡と市場均衡について講義す

る。具体的には，労働力の測定，労働供給の理論，労働

需要の理論，労働市場の均衡についての講義である。こ

の授業は，労働経済特論（秋学期）においてとり扱う労

働市場の諸問題について考えるために必須のものである。

産業関係論（春学期）

 教　授 八　代　充　史

授業科目の内容：

　下記の文献をテキストに用い，授業参加者の報告と討

論によって授業を行う。

３．分野専門科目

商 学 専 攻

＜商業学分野＞

マクロ・マーケティング特論（流通問題）（春学期）（秋学期）

 名誉教授 清　水　　　猛

授業科目の内容：

　本講義ではマクロ・マーケティング研究の一環として，

主に流通問題を取り上げ，社会システム論の視点から多

変量解析による分析について学ぶ。英文文献をベースに

して，講義，報告，議論をおこなう予定である。各学期

毎にレポートを課す。

ミクロ・マーケティング特論（消費者行動論）（秋学期）

 助教授 斎　藤　通　貴

授業科目の内容：

　ミクロ（個別企業の経営的視点）からのマーケティン

グへのアプローチを考える上で，市場行動の理解が重要

なことは言うまでもない。本講義では，マーケティング

戦略研究において必要な消費者の選択行動を中心に，消

費者行動研究の基本的な文献の講読とそれをもとにした

ディスカッションを行っていきたいと考えている。

　本講義を履修する際には，少なくとも学部での商業学

関連科目，特に，消費者行動論（新学則）市場調査論（旧

学則）を履修済みであるか，同程度の知識があることを

必要とする。

　使用する文献に関しては，Journal of Consumer Research, 

Journal of Marketing Research などのジャーナルと研究書

（英文が主）から論文を中心に選択する。

　成績の評価は，クラス・パーティシペーションとレポー

トによって行う。授業への出席はもちろんであるが，毎

クラスごとの平常点が重視される。

ミクロ・マーケティング特論（価格決定論）（秋学期）

 助教授 里　村　卓　也

授業科目の内容：

　企業のマーケティング活動において価格決定は重要な

意思決定事項の一つである。価格決定には新製品発売時の

価格設定や既存製品の価格改定に関する研究領域と，価

格プロモーションに関する研究領域がある。これらの領

域ではマーケティング論により「価格戦略」「消費者行動」

「製品」「セールス・プロモーション」等を扱うこともあ



れば，企業行動を扱うミクロ経済学からのアプローチも

ある。価格決定にはこれら 2つのアプローチが必要となっ

てくる。

　本講ではこれら価格決定論の諸研究領域について，数

理的モデルを中心に，基礎的な文献の講読，討議を中心

に進め理解を深める。

ミクロ・マーケティング特論（秋学期）

 講　師 シェロン，エマニュエル

授業科目の内容：

　The general purpose of this course is to examine the scope 

and the challenges of global marketing. Macroeconomic, 

politic, cultural and legal variables are studied in relation 

to commercial opportunities available in export markets. 

Information search and global markets assessments are 

presented as a prerequisite to structuring a marketing strategy 

and preparing a proposed international marketing mix. Internet 

sources of information for export are covered. International 

marketing opportunities and challenges are presented for 

small and medium sized businesses as well as for large global 

corporations.

ミクロ・マーケティング特論（イノベーション・新製品開発）

（秋学期）

 教　授 濱　岡　　　豊

授業科目の内容：

○意義と目的

　この授業では，イノベーションが生まれ新製品を開発

する段階に注目し，主にミクロな視点からの研究を進め

る。

○授業内容とスケジュール

『目次』

　マーケティングに限定せず，イノベーション研究，技

術のマネジメント，心理学における創造性研究，組織論，

社会学など，学際的な視点から研究を進めて行きたい。

参加者の興味に応じて，以下のトピックを適宜選択する。

・イノベーション・新製品の源泉

・人や消費者の創造性と創造プロセス

・イノベーション・新製品の開発プロセス

・ イノベーション・新製品の開発組織，コミュニケーション

・ イノベーション・新製品の開発プロセス改善のための

ツール，メディア

・イノベーション・新製品のパフォーマンス指標

商業学演習（マーケティング理論の研究）（春学期）（秋学期）

 教　授 樫　原　正　勝

授業科目の内容：

1)　講義のテーマ

　経験的に目にすることが出来るマーケティング現象の

背後に，どのようなマーケティング原理が働いているか，

を見出しうる能力を養うべく，マーケティングの理論的

知識と理論思考を学ぶことを目的とする。

2)　授業項目の概要

　マーケティングについて各種論文が載っている下記テ

キストを輪読する。この論文集は 1 巻が 500 ～ 750 ペー

ジ程あるもの 5 巻からなり，総ページ数 3000 ページ以

上に及ぶ膨大な論文集である。マーケティングの各ジャ

ンル毎に分類整序され，古典と目されるものから最新の

研究のものまで極めて多くの論文が網羅され，マーケ

ティング研究に必要な基本的論文はほとんど掲載されて

いる。

　この論文集の論文を履修者の関心に即して選択し，翻

訳しながら輪読していく。

3)　主に対象とする学生

　特に定めない。

4)　授業の進め方

　授業は担当箇所を各自全訳（事前配布 )，発表し，討

論中心で進めていく。

商業学演習（マーケティングの理論と実証）（春学期）（秋

学期）

 教　授 高　橋　郁　夫

授業科目の内容：

　本講は商業学を専攻する履修者の修士論文執筆のため

の指導を行う。その前提として，商業学の知識と統計的

解析能力が必要とされる。ゼミ形式と個別形式を適宜組

み合わせて指導を進める。

商業学演習（ブランド・マネジメント論）（春学期）（秋学期）

 教　授 濱 岡 　 豊

授業科目の内容：

　ブランドマネジメントは，1990 年代からマーケティン

グにおいて重視されてきた。ブランドエクイティ論，ブ

ランド・パーソナリティ，ブランド拡張，ブランド・コミュ

ニティなど様々な領域へと発展してきた。一方，現実世

界においても，新規ブランドの育成，再活性化，インター

ネット上でのブランディングなど様々な現象が生じてい

る。

　この演習では，ブランド・マネジメントに関する先行

研究について学び，これまでの知見および課題をまとめ

てもらう。さらに，現実の事例をまとめ，理論との対比

を行いながら，理論，仮説を設定し，さらには検証して

もらいたいと考えている。

商業学合同演習

休　講



＜金融・証券論分野＞

金融特論（春学期）

 教　授 辻　　　幸　民

授業科目の内容：

　この授業では，asset pricing における CAPM 以降の動向

（主に理論面）を取り上げる。CCAPM や SDF は登場以来

20 年が経過し，これらは今日のファイナンス研究の最も

中心的な理論的ツールとなっている。これらの基本的な

理解に努めたい。

　授業はテキストの輪読であり，履修者による報告が義

務付けられる。なお履修者は秋学期もあわせて履修され

ることが望ましい。

金融特論（秋学期）

 教　授 辻　　　幸　民

授業科目の内容：

　この授業では，春学期の授業をふまえて，CCAPM の理

論的な展開とその応用を取り上げたい。

　授業はテキストの輪読であり，履修者による報告が義

務付けられる。なお履修者は春学期もあわせて履修され

ることが望ましい。

金融特論（秋学期） 

Advanced Study of Finance (Corporate Governance and 

Financial System) (Autumn term)

 教　授 深　尾　光　洋

Professor Mitsuhiro　FUKAO

授業科目の内容：

　The governance structure of limited liability companies 

that stipulates the relationship among the management, 

stockholders, creditors, employees, suppliers and customers 

is important in determining the performance of the economy. 

Although the OECD countries are generally characterized as 

market economies, there are considerable differences among 

these countries in the organizational structure of the economy.

　One of the major aims of this course is to understand the 

institutional differences in corporate-governance structures of 

companies in major industrial countries including the United 

States, Japan, Germany, France and the United Kingdom. 

The differences in the corporate-governance structure have a 

number of implications for the performance of companies. For 

example, the cost of capital and the effective use of human 

resources would be affected by this structure.

　In recent years, the deepening international integration of 

economic activities has heightened awareness of cross-country 

differences in corporate-governance structure and putting a 

strong pressures for convergence in some aspects of corporate 

governance systems. The course will also survey these trends.

1.　General Concept

　Fukao, Mitsuhiro, Financial Integration, Corporate 

Governance,  and the Performance of Multinational 

Companies , Brookings, 1995.

2.　Hostile Takeovers

　Shleifer, Andrei, and Lawrence H. Summers, “Breach 

of Trust in Hostile Takeovers,” in Corporate Takeovers: 

Causes and Consequences,  edited by Alan J. Auerbach, 

University of Chicago Press, 1988.

　Roe, Mark J. “Takeover Politics,” in Dear Decade,  edited 

by M. Blair, 1993.

3.　Elements of Governance

　Kaplan, Steven N., “Top Executive Rewards and Firm 

Performance: A Comparison of Japan and the United 

States,” JPE, Vol. 102, No. 3, June 1994.

　Christ ine Pochet,“Corporate Governance and 

Bankruptcy: a Comparative Study,”IAE de Toulouse 

Working Paper 2002-152, June 2002.

　Bank of Japan, “The Japanese Employment System,” Bank 

of Japan Quarterly Bulletin, May 1994.

　Black, Bernard, “Creating Strong Stock Market by 

Protecting Outside Shareholders,” remarks at OECD/

KDI conference on Corporate Governance in Asia: A 

Comparative Perspective, Seoul, March 3-5, 1999.

　Newbury, Robert W., Rachel Leahey, Annick Siegl and 

Stacey Burke, Board Practices 2000,  IRRC, 2000.

　William C. Powers, Jr., Raymond S. Troubh, and Herbert 

S. Winokur, Jr., “Report of Investigation by the special 

investigative committee of the board of directors of Enron 

corp.,” February, 2002.

4.　Financial System

　Fukao, Mitsuhiro, “Japanese Financial Instability and 

Weaknesses in the Corporate Governance Structure,” Seoul 

Journal of Economics, Vol.11, No. 4, 1998.

　Fukao, Mitsuhiro, “Barriers to Financial Restructuring: 

Japanese Banking and Life-Insurance Industries,” paper for 

a NBER conference on “Structural Impediments to Growth 

in Japan” on March 18-19, 2002.

　Grading will be based on the term paper and class 

participation.

　The topic of the term paper has to be related to the 

content of the class. For example:

Comparison of governance structures among some 

countries,

Governance structure of government owned companies 



and private companies,

Issues related to bankruptcy procedures,

Security exchange law and governance system,

Incentive mechanism for directors,

Banking problems and deposit insurance system. 

証券特論（資本市場構造論）（春学期）

 名誉教授 赤　川　元　章

授業科目の内容：

　証券市場とは，証券発行を行う近代株式会社や公経済な

どの社会的資産の集中機構を前提として成立する証券の

売買運動＝証券の需要・供給の場である。この証券市場は，

商品としての証券（株式・社債・公債）を取扱う特殊な資本，

証券取引資本（証券会社・銀行）の機能に支えられ，証

券資本主義の発展と共に，その役割はますます重要となっ

ている。かかる証券市場の構造を貨幣的経済理論の観点

からとくに，景気循環との関連から究明する。

　テキストはアメリカの証券市場を対象としたウィーン

学派の経済学者マハループ，F の：Machlup, F., The Stock 

Market, Credit and Capital Formation 『株式市場，信用およ

び資本形成』（千倉書房）を用いる。

証券特論（証券市場制度論）（秋学期）

 名誉教授 赤　川　元　章

授業科目の内容：

　証券のもつ様々な属性はその保有者との関係において，

特殊なもの（たとえば，利子・配当請求権証書，投機的

売買差益証券，経営支配証券など）に限定されて現れる。

とりわけ，価格論として証券を対象とする場合には，収

益とリスクの両面において，発行主体の経営体の個別的

状態ならびに金融市場の一般的動向に依存する。証券は，

今日，「信用代位」の高度形態としての「証券代位」とし

て展開され，証券市場の範囲を一層拡大している。この

ような証券市場のシステムを証券取引所の機能も含めて

制度論的側面から検討する。本年度は，東欧・中国など

の国有企業の民営化を踏まえた証券市場論についても取

り扱う予定。

財政特論（春学期）

 教　授 跡　田　直　澄

授業科目の内容：

目的： 公共部門は肥大化し，財政赤字を累積している。な

ぜこのような事態が引き起こされるのか。この点

を解明するため，春学期では主に歳出面について

の公共経済学の基礎的な文献を輪読するとともに，

若干の解説的講義を行なう。

授業内容：

1.　ミクロ経済学の復習

2.　マクロ経済学の復習

3.　公共経済学のテキスト輪読

4.　関連文献の輪読

財政特論（秋学期）

 教　授 跡　田　直　澄

授業科目の内容：

目的： 公共部門は肥大化し，財政赤字を累積している。な

ぜこのような事態が引き起こされるのか。この点

を解明するため，秋学期では主に租税面について

の公共経済学の基礎的な文献を輪読するとともに，

若干の解説的講義を行なう。

授業内容：

1.　所得税

2.　法人税

3.　間接税

財政特論（春学期） 

Advanced Study of Public Finance（Spring term）

 特別研究教授 北　村　行　伸

Professor Yukinobu　KITAMURA

授業科目の内容：

Objective: To provide a basic framework of public finance 

at macroeconomic level, starting from fiscal and monetary 

policy in a standard macroeconomics, public debt in a growing 

economy, cost-benefit analysis, public goods, international 

debt and international tax issues.

Teaching Method: Lecture is given and then discuss on the 

topic.

Covered Topic:

Monetary and Fiscal Policy

Budget

Revenue Forecasting

Public Debt

Cost-Benefit Analysis

Public Goods and Bads

Local Public Finance

Finance and Development

International Issues in Public Finance

財政特論（秋学期） 

Advanced Study of Public Finance（Autumn term）

 特別研究教授 北　村　行　伸

Professor Yukinobu　KITAMURA

授業科目の内容：

Objective: To provide a basic framework of public finance, 

at microeconomic level, starting from a general theory of 

taxation on commodity, income and corporate profits and 



then extending issues of tax evasion, and compliance, and tax 

reform.

Teaching Method: Lecture is given and then discuss on 

the topic. Sometimes, exercise is given for clarifying your 

understanding.

Covered Topic:

A Framework of Taxation

Consumption Taxation

Individual Income Taxation

Corporate Taxation

Capital Income Taxation

Inheritance and Gift Taxation

Tax Compliance and Evasion

Tax Reform

税務行政特論（春学期） 

Advanced Study of Tax Administration（Spring term）

 特別研究教授 本 庄 　 資

Professor Tasuku　HONJO

授業科目の内容：

　The State and local authorities need to have sufficient tax 

revenues to maintain their public finance in sound health. The 

basic premises for raising tax revenues as provided by tax laws 

are a fair and efficient tax administration and a high level of 

taxpayer compliance. From this point of view，this lecture will 

take up the following issues which most countries are facing 

and show the basic stand toward them. Concrete measures 

appropriate for each country will also be discussed.

⒈　Organization and human resource for tax administration

⒉　Registration and control of taxpayers

⒊　Tax examination and investigation

⒋　Measures to secure tax revenues

⒌　 Countermeasures against “tax saving,” “tax avoidance,” 

“tax evasion” and “corruption”

⒍　Protection of taxpayer's rights

⒎　 Income tax administrat ion and value added tax 

administration

　国家・地方団体の財政基盤を健全に保つには，自主財

源である税収を十分に確保することが必要である。そし

て税制の予定する税収を上げるには，公正で効率的な税

務行政と納税者のコンプライアンスが不可欠の前提であ

る。このような観点から，本論は，各国が共通して直面

している下記の課題を取り上げ，それらに対する基本的

な考え方を示す。さらに各国の実情を踏まえ，具体的に

どう対処すべきかを議論する。

〔課題〕

⒈　税務組織機構及び人的資源

⒉　納税者管理

⒊　税務調査

⒋　円滑な税収確保政策

⒌　節税・租税回避・脱税・腐敗への対応

⒍　納税者の権利保護

⒎　所得税の税務と付加価値税の税務

金融論演習（春学期）（秋学期）

 教　授 金　子　　　隆

教　授 辻　　　幸　民

授業科目の内容：

　金融・証券に関するテーマに取り組んでいる大学院生

と研究者を対象とした金融ワークショップを共同で開催

する。履修者には現在手掛けている論文の中間報告をし

てもらう。報告すべき段階に至っていない人は，研究テー

マに関連した文献の紹介・検討でもよい。教員やゲスト・

スピーカーによる報告も適宜取り入れる。

　こういう趣旨で行うので，毎週定期的に開催されると

は限らない。初回に履修者と相談して大体のスケジュー

ルを決定する。

財政論演習（春学期）

 教　授 跡　田　直　澄

授業科目の内容：

目的： 財政学の各テーマについて，理論的あるいは計量

的分析をおこなっている基礎的論文および近年の

展開をサーベイし，各自が興味あるテーマで実際

にモデルを作り分析を行なうことを目的とする。

春学期においては，おもに社会保障制度をテーマ

とする。

授業内容：

1.　年金制度

2.　医療制度

財政論演習（秋学期）

 教　授 跡　田　直　澄

授業科目の内容：

目的： 財政学の各テーマについて，理論的あるいは計量的

分析をおこなっている基礎的論文および近年の展

開をサーベイし，各自が興味あるテーマで実際に

モデルを作り分析を行なうことを目的とする。秋

学期においては，おもに租税制度をテーマとする。

授業内容：

1.　最適所得税論，最適課税論

2.　資本所得課税



財政論演習（春学期）（秋学期） 

Seminar: Public Finance（Spring term）（Autumn term）

 特別研究教授 北　村　行　伸

Professor Yukinobu　KITAMURA

授業科目の内容：

Objective: To write, at least, one research paper on the 

topics related to public finance as a term paper or a part of 

Master's thesis. The research paper must be clearly written 

(precise, crispy) and may not be too long (approximately 

20pages).

Teaching Method: Presentation of assigned papers/ chapters 

of a book and discussion after presentation. Once each 

participant's research topic is selected, participant's own 

paper in progress is to be presented and discussed by me and 

other participants.

Possible Research Topics: The topic must be narrowly 

focused and well defined. The core idea must be something 

new and have some policy relevance.

⑴　Fiscal Policy in the Process of Economic Development 

Provision and effectiveness of social capital and 

infrastructure.

⑵　Consumption Tax versus Income Tax 

Means of raising revenue from taxation.

⑶　Economics of Tax Evasion 

How widely tax evasion prevails? What mechanism to 

prevent it?

⑷　 Debt Management Policy or Measurement of Public 

Deficits and Its Implications 

What determine optimal debt management? How 

harmful public deficits in the conduct of fiscal policy?

⑸　 S o c i a l  S e c u r i t y  a n d  Pub l i c  P e n s i o n  De s i g n 

Intergenerational transfers and generational accounting

⑹　Provision of Public Goods and Externalities. 

Must transportation, housing, telecommunication, TV 

network, among others be provided publicly?

⑺　Others

税制・経済政策演習（春学期）（秋学期） 

Seminar : Advanced Study of Taxation and Economic 

Policies（Spring term）（Autumn term）

 教　授（大正製薬チェアシップ基金） 鞍　谷　雅　敏

Professor Masatoshi  KURATANI

授業科目の内容：

　This seminar will discuss concrete themes concerning 

relations between private-sector economy and public policies. 

Seminar students are required to fulfill reading assignments 

and present their own views in classes. They are also required 

to write research papers on topics related to taxation and 

economic policies.

金融論合同演習（春学期）

 コーディネーター　教　授 深　尾　光　洋

授業科目の内容：

　国際経済学，金融論，交通論，計量経済学各分野の合

同演習として設置する。この演習に参加することにより，

自分の専攻分野はもちろんのこと，他の分野でも現在，何

が問題になっており，これに対してどのような分析手法

がとられているかを理解できるよう努める。報告は授業

担当者を含め，授業参加者，および塾内外のゲスト・スピー

カーにより行う。テーマは経済分野であれば，一切問わ

ない。

　成績評価は，発表者は発表内容，発表者でないものは

学期末のレポートによる。

金融論合同演習（経商連携ＣＯＥ科目）（秋学期）

 コーディネーター　教　授 深　尾　光　洋

授業科目の内容：

　国際経済学，金融論，交通論，計量経済学各分野の合

同演習として設置する。この演習に参加することにより，

自分の専攻分野はもちろんのこと，他の分野でも現在，何

が問題になっており，これに対してどのような分析手法

がとられているかを理解できるよう努める。報告は授業

担当者を含め，授業参加者，および塾内外のゲスト・スピー

カーにより行う。テーマは経済分野であれば，一切問わ

ない。

成績評価は，発表者は発表内容，発表者でないものは学

期末のレポートによる。

＜保険論分野＞

リスク・マネジメント特論（春学期）

 教　授 堀　田　一　吉

授業科目の内容：

　経済発展に伴い，現代社会においては，リスクの多様化

および巨大化が著しい。それに応じて，保険商品の開発は，

様々な分野に及んでいる。そこでは，リスクの性質との

関わりにおいて保険の限界を探ることが必要であり，こ

れは保険学研究の中心的課題の一つである。本講義では，

地震リスクやＰＬリスクなど現代保険の主要な問題を取

り上げて，関連するいくつかの文献を通じて，保険制度

の可能性を論ずることにしたい。特別に受講者に対して

事前に要求することはないが，レポートや討論などにお

いて，積極的な参加を期待している。ただし，講義は基

礎的な保険理論を習得していることを前提に進めること



にしたい。具体的内容は，最初の授業の時に説明する。

リスク・マネジメント特論（秋学期）

 教　授 堀　田　一　吉

授業科目の内容：

　経済発展に伴い，現代社会においては，リスクの多様化

および巨大化が著しい。それに応じて，保険商品の開発は，

様々な分野に及んでいる。そこでは，リスクの性質との

関わりにおいて保険の限界を探ることが必要であり，こ

れは保険学研究の中心的課題の一つである。本講義では，

地震リスクやＰＬリスクなど現代保険の主要な問題を取

り上げて，関連するいくつかの文献を通じて，保険制度

の可能性を論ずることにしたい。特別に受講者に対して

事前に要求することはないが，レポートや討論などにお

いて，積極的な参加を期待している。ただし，講義は基

礎的な保険理論を習得していることを前提に進めること

にしたい。具体的内容は，最初の授業の時に説明する。

リスク・マネジメント特論（リスク処理手段としての保険）

（秋学期）

 講　師 真 屋 尚 生

授業科目の内容：

　保険は，危険の転嫁を通じて危険を処理する方法にし

て，経済的合理性を有している，とされることもありま

すが，危険そのものを除去しえない点で，消極的な危倹

処理手段といわざるをえません。危険が予知されるなら

ば，その危険の積極的な予防・軽減に，まず努めること

が肝要であり，保険は，いわば最終的な対策でしかない

のです。早い話が，いくら高額の保険金が支払われても，

たとえば，地震や交通事故によって失われた生命はかえっ

てはきません。保険があれば，いつでも安心というわけ

ではありません。保険は確かに現代生活において欠かせ

ない制度です。しかし，保険的な手法で問題の根本的な

解決を図ることは困難であるということを，十分に認識

しておく必要があります。

　本講義では，次の諸課題に焦点を合わせ，現代社会に

おける「危険と保険」の関係についての考察を試みます。

（1）リスク・マネジメントと生命保険

（2）リスク・マネジメントと損害保険

（3）リスク・マネジメントと第三分野の保険

（4）リスク・マネジメントと社会保険

（5）リスク・マネジメントと産業支援保険

（6）リスク・マネジメントと生活福祉保険

保険特論（春学期）

 教　授 堀　田　一　吉

授業科目の内容：

　保険学は，その特殊性から，経済学，金融論，制度論，

経営論，法律論，数理論その他，いろいろな学問分野と

隣接し，それぞれの成果を取り入れて従来理論をより精

緻にする形で発展してきた。

　ところが，現在の保険学研究を概観すると，研究者の

興味対象が細分化された結果，研究相互の関連性が不明

確になりつつあるように見える。これからの研究の方向

性を定める上では，これまでの研究成果を整理し，残さ

れた課題を確認しておくことが不可欠である。

　本講義では，代表的な研究書または論文を読むことを通

じて，保険学研究の動向を探りながら，多様な研究アプ

ローチを習得することを目的とする。授業は，指定した

文献について，予め指名されたレポーターが，要約およ

びコメントを行い，それに対して，問題点を整理しなが

ら議論しあう形で進めたい。したがって，言うまでもなく，

受講者は，相当量の準備が要求される。評価は，授業で

平常点と，学期末のレポートによって行なう。

保険経営特論（秋学期）

 教　授 堀　田　一　吉

授業科目の内容：

　本講義は，企業としての保険会社の行動理論を取り扱

う。規制緩和の流れの中で，保険業界は，将来の構造変

化に備えて，厳しい選択を迫られているということが言

える。授業では，現在，わが国の保険業界が抱えている

課題をいくつか取り上げて，問題解決に向けてさまざま

な角度から再検討してみる。授業の進め方は，毎回レポー

ターを決めて，事前に与えたテーマについて現状および

課題を整理してもらい，それをふまえて全員で討議を行

なう。併せて，適宜，関連した文献を紹介しながら，現

在の研究段階を確認していくことにする。

　受講者に対しては，保険業界の現状について，ある程

度問題意識を持っていることが望ましい。

リスク・保険論演習（春学期）（秋学期）

 教　授 堀　田　一　吉

授業科目の内容：

　本講座では，履修者の論文指導を主な目的とする。そ

のために，まず，各自の研究テーマに関連する文献を取

り上げて，文献研究を通じて問題意識を鮮明にすべく議

論を行なう。さらに，適宜各自の研究報告をしてもらい，

質疑応答により改善点を確認し，論文作成の進捗を図る。

リスク・保険論合同演習

休　講



＜交通・公共政策・産業組織論分野＞

交通・公共政策特論（春学期）

 助教授 伊　藤　規　子

授業科目の内容：

　主に価格メカニズムか規制システムについての基本的

理論を研究します。1 冊か 2 冊理論的かつ基礎研究の蓄積

に役立つベーシックなテキストを輪読することを予定し

ています。テキストは初講日に決めます。

交通・公共政策特論（市場規制論）（秋学期）

 教　授 中　条　　　潮

授業科目の内容：

履修者と相談の上，決定する。

経済地理特論

休　講

産業組織特論（イノベーションと中小企業）（春学期）

 教　授 高　橋　美　樹

授業科目の内容：

　この授業では，産業組織論と中小企業論との接点に当

たる分野をとりあげ，議論する。具体的には，ネットワー

ク型企業間関係，イノベーションと企業規模，中小企業

政策などのテーマについて，『日本の中小企業研究』“Small 

Business Economics”所収論文などを適宜輪読し，議論を

整理，検討してゆく。

　（注）履修予定者は，申告前に，必ず授業担当者と，

メールにてコンタクトをとること（メール・アドレス：

takamiki@fbc.keio.ac.jp）。また，履修者の問題意識に応じて，

テーマが若干かわることもあり得ます。

交通・公共政策演習（規制の経済学・交通経済学）（春学期）

 教　授 中　条　　　潮

授業科目の内容：

受講生と相談の上，決定する。

産業組織論演習（秋学期）

 教　授 井　手　秀　樹

授業科目の内容：

　産業組織，公的規制，および関連領域の問題について

最近の文献と事例を中心に議論する。

産業組織論演習（日本の企業と産業組織）（秋学期）

 教　授 高　橋　美　樹

授業科目の内容：

　本演習では，履修者各自の問題意識向上・明確化，論

文作成能力の向上を目的とします。

　具体的には，「日本の企業と産業組織」を大きなテーマ

として，履修者による発表，議論を中心に授業をすすめ

ます。

　（注）履修予定者は，申告前に，必ず授業担当者と，

メールにてコンタクトをとること（メール・アドレス：

takamiki@fbc.keio.ac.jp）。

＜計量経済学分野＞

計量経済学特論（春学期）

 教　授 牧　　　厚　志

授業科目の内容：

消費者行動の基礎理論を研究します。

数理統計学特論（統計的推論）（春学期）

 教　授 早　見　　　均

授業科目の内容：

　よく利用されている統計的手法を理解するには，（1）

基本的な確率論あるいは確率過程論の知識が必要なこと，

（2）利用されるデータに即した確率的モデルが作成でき

ること，（3）コンピュータの性能を駆使したシミュレー

ション手法が使えること，などが必要条件となっている。

修士論文の作成にあたってデータを利用した分析を考え

ている人を前提にして，一歩踏み込んだ基礎知識を習得

することをねらいとしている。

　これまでに扱った文献テキストは B.L.S. Prakasa 

Rao [1999] Statistical inference for diffusion type process, 

Kendall's Library of Statistics 8, Anrold, H. Goldstein [1995] 

Multilevel statistical models, Kendall's Library of Statistics 

3, Anrold, G. Grimmett and D. Stirzaker [2001] Probability 

and random processes,  3rd ed., Oxford University Press, D. 

Williams [2001] Weighing the Odds,  Cambridge University 

Press である。

　最初の講義でいくつかの参考文献を持参しながら，ど

のように講義を進めて行くかを決めることにする。博士

課程の統計学特殊研究と併設講義である。

産業連関特論（産業連関分析）（春学期）

 教　授 桜　本　　　光

授業科目の内容：

　産業連関分析の基礎理論及び応用例を講義する。国際



間分析例としては，日米・アセアン産業連関分析，地域

間分析例としては東京都産業連関分析をとりあげ，日米

間・東アジア間及び地域間の相互依存関係を分析する二

つのモデル（靜学・動学）を述べ受講者にも演習しても

らう予定である。

Ⅰ .　概説　現代における産業連関分析の意義

Ⅱ .　 国民経済計算と産業連関表（SNA と I ― O 表及び

SAM）

Ⅲ .　産業連関分析の基礎理論

3.1　 数量分析と価格分析（レオンチェフ・オープンモ

デル）の解説

3.2　産業連関分析に関連する諸係数の解説

3.3　 パソコンによる生産・労働・資本波及効果分析（演習）

3.4　生産関数と産業連関分析

生産者行動理論の系譜と I ― O 分析

Ⅳ .　産業連関表と一般均衡分析

4.1　一般均衡モデルの解説

4.2　パソコンモデルによる演習予定

Ⅴ .　産業連関分析の応用

5.1　家計消費の内生化（消費関数と産業連関分析）

消費者行動理論の系譜と I ― O 分析（消費コンバー

タの解説）

5.2　民間設備投資の内生化（投資関数と産業連関分析）

設備投資行動と固定資本マトリックス

5.3　輸出・輸入の内生化（国際産業連関分析）

日米産業連関表と国際産業連関表の解説とその応

用（貿易摩擦）

5.4　移出・移入の内生化（地域産業連関分析）

東京都地域間産業連関表の解説とその応用（東京

一極集中のメカニズム）

5.5　経済成長と技術進歩

産業構造の三角化と T．F．P．（全要素生産性）の

計測例

5.6　持続的成長と環境保全

エネルギー・環境分析用産業連関表（EDEN 表）

の応用例

Ⅵ .　産業連関表とエネルギー・環境分析

Ⅶ .　産業連関表の推計と今後の課題

計量経済学演習（産業連関分析）（春学期）（秋学期）

 教　授 桜　本　　　光

授業科目の内容：

受講者による研究発表を予定している。

計量経済学演習（産業連関ベース世界経済モデルに関する

リサーチセミナーⅠ）（春学期）

 教　授 新　保　一　成

授業科目の内容：

　担当者がコーディネートする産業連関ベース世界経済

モデルに参加する学生を中心におこなうリサーチセミ

ナーである。

計量経済学演習（産業連関ベース世界経済モデルに関する

リサーチセミナーⅡ）（秋学期）

 教　授 新　保　一　成

授業科目の内容：

　担当者がコーディネートする産業連関ベース世界経済

モデルに参加する学生を中心におこなうリサーチセミ

ナーである。

計量経済学演習（市場の質に関する理論形成と実証分析）（経

商連携ＣＯＥ科目）（春学期）（秋学期）

 教　授 樋　口　美　雄

授業科目の内容：

　毎週，外部から計量経済学，経済政策等に関連する研

究者を招聘し，報告してもらうことにより，国内外の最

先端の分析について，研究していく。

計量経済学演習（春学期）

 教　授 牧　　　厚　志

授業科目の内容：

参加者に報告していただきます。

計量経済学合同演習（経済関連分野における実証分析の手法）

（春学期）（秋学期）

 コーディネーター　教　授 早　見　　　均

授業科目の内容：

　この演習では主に計量経済学の応用分野での研究報告

をおこない，実証分析の手法・政策的課題について議論

する。商学部・経済学部と産業研究所に在籍し経済分野

の実証研究を中心におこなっている専任教員・共同研究

員も参加する。

　今年度もできるかぎり広い分野からの報告を募り，研

究活動の最前線を体験できる演習の時間としたいと考え

ている。春学期・秋学期ともに最初の講義の時間にだい

たいの報告予定を決めることにしている。はじめの数回

はスタッフによる研究報告をおこなうので見学するだけ

ではく，なるべく発言するつもりで参加して欲しい。計

量経済学特殊合同演習と併設科目。

　各年度の報告者とタイトルは産業研究所の Website で見

られる。

http://www.sanken.keio.ac.jp/keo/seminar/index.html



計量経済学合同演習（春学期）

 コーディネーター　教　授 樋　口　美　雄

授業科目の内容：

　国際経済学，金融論，交通論，計量経済学各分野の合

同演習として設置する。この演習に参加することにより，

自分の専攻分野はもちろんのこと，他の分野でも現在，

何が問題となっており，これに対しどのような分析手法

がとられているかを理解できるよう努める。報告は授業

担当者を含め，授業参加者，および塾内外のゲスト・スピー

カーにより行う。テーマは経済分析であれば，一切問わ

ない。

計量経済学合同演習（経商連携ＣＯＥ科目）（秋学期）

 コーディネーター　教　授 樋　口　美　雄

授業科目の内容：

　経済学，金融論，交通論，計量経済学各分野の合同演

習として設置する。この演習に参加することにより，自

分の専攻分野はもちろんのこと，他の分野でも現在，何

が問題となっており，これに対しどのような分析手法が

とられているかを理解できるよう努める。報告は授業担

当者を含め，授業参加者，および塾内外のゲスト・スピー

カーにより行う。テーマは経済分析であれば，一切問わ

ない。

＜国際経済学分野＞

国際関係特論（中国社会主義市場経済）（春学期）

 名誉教授 唐　木　圀　和

授業科目の内容：

　1978 年 12 月，中国共産党第 11 期 3 中全会以来の経済

体制改革・対外開放政策を進めた理念について論ずる。｢

実事求是 ｣，計画的商品経済，社会主義市場経済，それに

三つの代表などの標語のもつ意味と，それを公認するこ

とによって得られた改革の成果について考察する。その

ことによって，社会主義経済体制と市場経済との対比や

関係を明らかにする。

国際関係特論（中国の対外経済関係）（秋学期）

 名誉教授 唐　木　圀　和

授業科目の内容：

　春学期の内容を前提とした上で，WTO 加盟以後の中国

経済の現状と問題点を考察する。また，ナショナリズム

の台頭，資源輸入の必要性の高まっている中国が，東ア

ジア経済及び世界経済に今後どのような影響を与えるか

を論ずる。

国際金融特論（秋学期）

 教　授 深　尾　光　洋

授業科目の内容：

Corporate Governance and Financial System:

　The governance structure of limited liability companies 

that stipulates the relationship among the management, 

stockholders, creditors, employees, suppliers and customers 

is important in determining the performance of the economy. 

Although the OECD countries are generally characterized as 

market economies, there are considerable differences among 

these countries in the organizational structure of the economy.

　One of the major aims of this course is to understand the 

institutional differences in corporate-governance structures of 

companies in major industrial countries including the United 

States, Japan, Germany, France and the United Kingdom. 

The differences in the corporate-governance structure have a 

number of implications for the performance of companies. For 

example, the cost of capital and the effective use of human 

resources would be affected by this structure.

　In recent years, the deepening international integration of 

economic activities has heightened awareness of cross-country 

differences in corporate-governance structure and putting a 

strong pressures for convergence in some aspects of corporate 

governance systems. The course will also survey these trends.

1.　General Concept

　Fukao, Mitsuhiro, Financial Integration, Corporate 

Governance, and the Performance of Multinational 

Companies,  Brookings, 1995.

2.　Hostile Takeovers

　Shleifer, Andrei, and Lawrence H. Summers, “Breach 

of Trust in Hostile Takeovers,” in Corporate Takeovers: 

Causes and Consequences,  edited by Alan J. Auerbach, 

University of Chicago Press, 1988.

　Roe, Mark J. “Takeover Politics,” in Dear Decade,  edited 

by M. Blair, 1993.

3.　Elements of Governance

　Kaplan, Steven N., “Top Executive Rewards and Firm 

Performance: A Comparison of Japan and the United 

States,” JPE, Vol. 102, No. 3, June 1994.

　Christ ine Pochet,“Corporate Governance and 

Bankruptcy: a Comparative Study,”IAE de Toulouse 

Working Paper 2002-152, June 2002. 

　Bank of Japan, “The Japanese Employment System,” Bank 

of Japan Quarterly Bulletin, May 1994.

　Black, Bernard, “Creating Strong Stock Market by 

Protecting Outside Shareholders,” remarks at OECD/

KDI conference on Corporate Governance in Asia: A 

Comparative Perspective, Seoul, March 3-5, 1999.



　Newbury, Robert W., Rachel Leahey, Annick Siegl and 

Stacey Burke, Board Practices 2000,  IRRC, 2000.

　William C. Powers, Jr., Raymond S. Troubh, and Herbert 

S. Winokur, Jr., “Report of Investigation by the special 

investigative committee of the board of directors of Enron 

corp.,” February, 2002.

4.　Financial System

　Fukao, Mitsuhiro, “Japanese Financial Instability and 

Weaknesses in the Corporate Governance Structure,” Seoul 

Journal of Economics,  Vol.11, No. 4, 1998.

　Fukao, Mitsuhiro, “Barriers to Financial Restructuring: 

Japanese Banking and Life-Insurance Industries,” paper for 

a NBER conference on “Structural Impediments to Growth 

in Japan” on March 18-19, 2002.

　Grading will be based on the term paper and class 

participation.

　The topic of the term paper has to be related to the 

content of the class. For example:

Comparison of governance structures among some 

countries,

Governance structure of government owned companies 

and private companies,

Issues related to bankruptcy procedures,

Security exchange law and governance system,

Incentive mechanism for directors,

Banking problems and deposit insurance system. 

国際経済特論（国際経済政策Ⅰ）（春学期）

* 教　授 和　気　洋　子

授業科目の内容：

⒈　現代社会において，財・サービスの国際貿易の拡大

と金融・資本市場の国際化の進展，そして企業経営の

一層のグローバル化を通じて，各国間の国際的な相互

依存関係はこれまで以上に高まっている。こうしたな

かでわれわれの眼前には，各国経済間のボーダー分析，

経済政策運営，ビジネスの競争と協調のロジック，そ

して地球環境問題など多くのグローバルイッシュウが，

問われるべき課題として次から次へと現れている。

　本講は，これらの今日的な問題意識を基礎にして，

とくに「貿易・直接投資・地球環境問題」をめぐる論

点をさまざまな視点から整理し，いわば新しい国際経

済政策論の枠組みのなかでより自由で活発な議論が行

われることが目的である。

⒉　授業内容および方法については，受講者の専門レベ

ルなどに応じて，具体的に決めるつもりであるが，と

くに地球環境問題に関連する資料など，とりあえず議

論をすすめる上で必要と思われる基礎的な参考資料・

文献については，その都度，講義のなかで紹介する予

定である。これに並行して，受講者による自主的な論

文解題を積極的に取り入れて行きたいと考えている。

国際経済特論（国際経済政策Ⅱ）（秋学期）

* 教　授 和　気　洋　子

　国際経済特論（春学期）サブタイトル国際経済政策Ⅰ

の履修を前提に，各履修者の研究テーマを中心に，理論

分析・実証研究・政策評価などの議論を深めて行きたい

と考えている。

国際経済学演習

休　講

国際経済政策演習（秋学期） 

Institutions,Globalization and Economic Development

（Autumn Term）

 特別招聘教授 鶴　　　光太郎

Guest Professor Kotaro  TSURU

授業科目の内容：

　This seminar focuses on institutions and economic systems 

in nations and discusses the international comparison of them 

and institutional reforms from a global perspective. Discussion 

subjects include legal institutions, financial system, the role 

of government and politics. The seminar asks why different 

institutions or systems emerge in different nations and what 

kind of institutional changes or reforms are appropriate in the 

process of globalization. The seminar studies these issues 

theoretically and empirically in the context of the recent 

development of economics including “Comparative Institutional 

Economics”, and emphasizes a political approach (“Political 

Economics”) to deal with policy issues.

(1) What are institutions?

(2) Private-ordered and self-enforcing governance

(3) Law and economic institutions

(4) Legal evolution and the transplant effect

(5)  Relationship-based and arm's length-based system: From a 

perspective of comparative financial system 

(6) Globalization and institutional convergence 

(7) Conceptions of the state and the governance of government 

(8) Transparency of government I : Fiscal transparency 

(9) Transparency of government II: The role of media 

(10) The quality and performance of government 

(11) Does the “Washington Consensus” really work? 

(12) Institutions and growth



国際経済学合同演習（春学期）

コーディネーター　教　授 和　気　洋　子

授業科目の内容：

　国際経済学，金融論，交通論，計量経済学各分野の合

同演習として設置する。この演習に参加することにより，

自分の専攻分野はもちろんのこと，他の分野でも現在，

何が問題となっており，これに対しどのような分析手法

がとられているかを理解できるよう努める。報告は授業

担当者を含め，授業参加者，および塾内外のゲスト・スピー

カーにより行う。テーマは経済分析であれば，一切問わ

ない。

国際経済学合同演習（経商連携ＣＯＥ科目）（秋学期）

コーディネーター　教　授 和　気　洋　子

授業科目の内容：

　国際経済学，金融論，交通論，計量経済学各分野の合

同演習として設置する。この演習に参加することにより，

自分の専攻分野はもちろんのこと，他の分野でも現在，

何が問題となっており，これに対しどのような分析手法

がとられているかを理解できるよう努める。報告は授業

担当者を含め，授業参加者，および塾内外のゲスト・スピー

カーにより行う。テーマは経済分析であれば，一切問わ

ない。

＜産業史・経営史分野＞

産業史特論（石炭産業とエネルギー市場の歴史）（経商連携

ＣＯＥ科目）（秋学期）

 助教授 牛　島　利　明

経済学部教授 杉　山　伸　也

経済学部教授 古　田　和　子

経済学部教授 柳　沢　　　遊

授業科目の内容：

　経商連携 COE プラグラム「市場の質に関する理論形成

とパネル実証分析」の歴史分析班による共同セミナーで

ある。今年度は，テーマとして戦前・戦後における日本

およびアジア諸地域の石炭産業を中心とするエネルギー

産業に焦点をあて，基本的な研究文献を体系的にとりあ

げて報告と討論を行なう。

　成績評価は，授業での報告や討論への参加などを考慮

に入れて，総合的に判断する。

産業史特論（戦後イギリス産業史）（秋学期）

 教　授 工　藤　教　和

授業科目の内容：

　戦後イギリスの産業ほど激しい消長を見たものは他に

例を見ない。戦後辿った絶対的な繁栄と他国と比べての

相対的な停滞，相対的衰退，保守党政権による供給サイ

ドの革新，そして「再生」の経験は，今日の日本におけ

る「民営化」論議に示唆を与えるところも多い。戦後の

広範なイギリス産業の盛衰過程を産業・企業レベルで扱っ

た唯一の書ともいえるオーウェンの著作を基礎にしてこ

の歴史を検討する。

経営史特論（比較経営史）（春学期）

 教　授 平　野　　　隆

授業科目の内容：

　19 世紀後半から第２次世界大戦期までを対象に，欧米

および日本における諸産業の発展と企業経営の展開を比

較史の視点から検討する。授業は，下記の文献の輪読お

よび履修者の調査報告によってすすめる。

流通史特論

休　講

産業史・経営史演習（産業史関連修士論文作成と史料蒐集・

批判）（春学期）（秋学期）

 教　授 工　藤　教　和

授業科目の内容：

　修士論文作成に向けての個人指導，史料蒐集方法の助

言，および 1 次史料を利用しての史料批判の実習等を行

なう。分野は 18世紀以降の産業史・経済史が中心となる。

産業史・経営史演習（春学期）（秋学期）

 教　授 平　野　　　隆

授業科目の内容：

　修士論文作成のための個別指導を行なう。また，修士

論文のテーマと関連した文献に関するディスカッション

も併行して行なう。

産業史・経営史演習（春学期）

 教　授 吉 田 正 樹

授業科目の内容：

　この演習は受講者の論文作成指導を目的としておこな

うため，本人の研究テーマにそった文献をとりあげ議論

をすすめることにする。

産業史・経営史演習（秋学期）

 教　授 吉 田 正 樹

授業科目の内容：

　春学期に引き続き，受講者の論文作成を指導していく

が，より具体的な資料の収集，検討の作業を各人に要求

していくこともある。



産業史・経営史合同演習

休　講

経 営 学 ・ 会 計 学 専 攻

＜経営学分野＞

現代企業経営特論（コーポレート・ガバナンスの比較制度

分析）（秋学期）

 名誉教授 植　竹　晃　久

授業科目の内容：

　「企業は誰のために，いかに運営されるべきか ｣ という

基本課題について，株主主権論とステイクホルダー論の

検討，また市場指向的アプローチと機関ないし制度指向

的アプローチの検討を踏まえて，各国の歴史経路と制度

補完関係に対応したコーポレート・ガバナンスのあり方

について考察していく。

現代企業経営特論（企業倫理）（秋学期）

 助教授 梅　津　光　弘

授業科目の内容：

　Lynn Sharp Paine の Cases in Leadership, Ethics, and 

Organizational Integrity を講読しながら，現代社会におけ

る企業観，企業をとりまくステイクホルダー，企業パー

フォーマンスの評価基準の変化について，様々な角度か

ら検討・考察していきたい。英文原典をほぼ一週間に一

章のペースで読みすすめながら，討論中心のクラス運営

を行う予定である。企業倫理の概論的な知識を得たい方

には，春学期の商学部科目　現代企業経営各論（企業倫理）

の履修もおすすめする。評価は期末レポート（70％）と

クラス参加度（30％）で行う。詳細は第一回目のクラス

でお伝えするので必ず出席のこと。

現代企業経営特論（企業評価）（春学期）

 教　授 岡　本　大　輔

授業科目の内容：

　企業評価研究のテーマは，視点の研究と手法の研究に分

けることができる。前者は何を以って評価基準とするか

という評価内容・評価視点の研究であり，いわば WHAT

の研究である。一方後者はそれをいかにして評価するか

という分析方法・分析手法の研究であり，いわば HOW の

研究である。本講義では両者それぞれについての考察を

行なう。

　前者に関しては従来の評価基準である収益性と成長性

に加えて，近年注目されている持続可能性（Sustainability）

をとりあげる。後者に関しては人工知能手法の企業評価

への適用，特にニューラルネットワーク（Artificial Neural 

Networks）を取り上げる。



　授業は参加者の報告と討論という形式で進めていく。な

お，続いて行なわれる経営学演習の時間も利用するので，

参加者は両方の授業に参加してもらいたい。

現代企業経営特論（組織と戦略に関する新制度派経済学の

理論研究）（春学期）

 教　授 菊 澤 研 宗

授業科目の内容：

　「新制度派経済学」と呼ばれている「取引コスト理論」，

「エージェンシー理論」，「所有権理論」等に関連する基本

文献を精読し，これらの理論がどのように企業組織，経

営戦略，コーポレート・ガバナンス問題に応用されうる

のかを議論する。

　議論する論文は，こちらから配布する。たとえば，O. 

Williamson の取引コスト理論の論文，M. Jensen のエージェ

ンシー理論論文，H. Demsetz や所有権理論，O. Hart の新

所有権理論論文等を読む予定である。（この授業を補完す

る形で，次の時間に経営学演習を行うので，参加者には

演習もぜひ参加してほしい）

現代企業経営特論（経営資源としての知的財産）（秋学期）

 教　授 清　水　啓　助

授業科目の内容：

　特許，ブランド，デザイン，ソフトウェア，コンテン

ツ等の知的財産は企業の新たな競争力の源泉として注目

されています。そして，これからの経済成長の原動力と

して知的財産を日本の産業の基盤とする「知的財産戦略」

が打ち出されました。

　そして，ベンチャー企業の設立や技術移転，M&A，企

業評価等において知的財産が重視されるとともに，知財

の価値評価，信託といった新たな動きが始まりました。

　本講座では，知的財産の構造，知財ビジネスの現状，

新たな知財の潮流について理解を深め，経営資源として

の知的財産について多面的に検討を行います。

現代企業経営特論（イノベーションのマネジメント）（春学

期）

 教　授 十　川　廣　國

授業科目の内容：

　グローバル化のうねりのもと，企業が維持・発展する

ためには現状を打破し，新製品・新事業の開発などにつ

ながるイノベーションに取り組む必要がある。しかし，

それは技術開発にかかわる問題だけではなく，広く組織

のあり方にかかわる問題である。

　以上のような問題を考えるために，本年度は，下記の

テキストを基本的な議論の材料として活用し，議論を進

めることにしたい。

現代企業経営特論（組織の経済学）（秋学期）

 教　授 渡　部　直　樹

授業科目の内容：

　当授業では，現代の組織経済学の２つのパースペクティ

ブである，契約論的観点とケーパビリティ的観点に焦点

を当て，それぞれがどのような議論に影響されて生成さ

れたものか，それらの方法論的相違は何か，またそれぞ

れが，組織における諸活動について，どのような仮定に

立って，説明を果たそうとしているのか，といった点を

具体的に探ってみる。特に，企業戦略とかコーポレート・

ガバナンスといった具体的な状況に対して，どのような

スタンスをとるのかを明らかにしたい。また，今日の組

織の経済学において重要問題になりつつある，組織の進

化の問題やゲーム理論とのかかわりについても検討して

いきたい。

　授業の進行は，以上の点に関わるテキストを幾つか選

び，授業の参加者がそれに対してそれぞれ報告をし，全

員でそれを討論するという形式をとる。成績は，レポー

ト提出ということも考えられるが，基本的には報告とそ

れに対する討論に対する評価を中心に，行っていきたい。

　なお授業で用いるテキストは，両者の学説研究を行っ

ている Rutherford や Hodgson の 2000 年以降の最新の論文

と，契約論では，Williamson, O. Hart等の論文をピック・アッ

プしていきたい。ケーパビリティ論の中では，Langlois や

Foss の論文を取り上げてみたい。

経営管理特論（組織のマネジメント）（春学期）

 教　授 今　口　忠　政

授業科目の内容：

　現代の企業は事業の選択と集中を通して，事業の再構

築を進めると同時に，新たな事業の創造に向けて，イノ

ベーティブな取り組みを増大させている。

　講義では，事業再生に伴う戦略，組織変革のマネジメ

ントに焦点をあて，関連する書物や論文を輪読しながら，

討議を通じて理解を深めるような授業にしたい。

経営管理特論（知識資本主義時代の競争優位と競争戦略） 

（春学期）（秋学期）

 講　師 林　　　倬　史

授業科目の内容：

　講義内容については，院生諸君の希望に沿うように配慮

するが，本年度は以下のような講義概要としたい。春学

期の講義内容は，いよいよ本格的に始動するインターネッ

ト資本主義時代の国際経営戦略論の再構成を中心とする。

とりわけ，春学期には以下の４点を中心的検討課題とし，

国際経営戦略に関する諸説を再検証していく。

（春学期）

IT 時代の競争優位



⑴　競争のグローバル化と IT 時代の国際経営戦略

⑵　競争戦略と国際競争優位の規定要因

⑶　技術体系のパラダイム・シフトと競争優位

⑷　競争戦略論の系譜

秋学期では，「知識資本主義時代の競争優位」を技術，研

究開発，および組織におけるイノベーションの視点から検

討していく。さらに企業の国際競争力の源泉ともいえる

技術開発力と知識創造の問題を，文化的多様性との関連，

および競争戦略論の再検討の視点から明らかにしていく。

　以上の諸点に留意しながら，秋学期の講義ならびに共

通の研究課題を以下の 5点とする。

⑴　知識資本主義時代の競争とその源泉

⑵　Virtual lntegration と Vertical Integration

⑶　 異文化マネジメントと Knowledge Management の重要性

⑷　知識創造と知的財産権の重要性

⑸　 知識資本主義時代の競争優位－イノベーションと組

織・文化

経営管理特論（日本の経営事情）（秋学期）

 名誉教授 藤　森　三　男

授業科目の内容：

　経営学を研究しようとするとき，理論的分析が重要に

なる。が，それよりも前に経営事象そのものを知らねば

ならない。経営の実態がどうであるかを知ることによっ

て，経営学研究の道程を間違えないように援助するのが

本講義である。

　アメリカの経営の上にアメリカ経営学があり，日本の

経営の上に日本経営学があるのか，世界の経営学は世界

中共通のものであるか，を考えるのは，面白い問題である。

日本式経営は存在しうるのかどうかである。この問題に

解答するには，まず日本の経営事情を知らねばならない。

　又，日本の経営の実態調査を重ねた清水龍瑩の考え方，

発掘した事実も紹介する。

講義は私の解説を中心に行う。

1. 江戸時代

　三井高利の革新的商法，商家と家訓，奉公人雇用制度，

商家の会計制度，住友の銅山経営と鉱夫管理など

2. 明治期

　商家の新時代への対応と盛衰，政府の殖産興業と官

業払下，渋沢栄一と明治期の実業界，岩崎弥太郎と三

菱の創業，高等教育の発展と専門経営者の登場など

3. 大正，昭和初期

　財閥間競争と 3 大財閥の覇権確立，財閥のコンツェ

ルン形式活動，「ドル買い」事件と財閥の「転向」，経

営者企業の登場とホワイトカラーの形式，呉服店から

百貨店へなど

4. 戦中・戦後初期

　軍需産業の展開，電力国家管理，企業整備，第 2 次

世界大戦期の遺産，金融業界の再編など

5. 戦後期

　鉄鋼業における競争，エネルギー革命，商社の大型化，

企業集団の形成，松下電器の発展など

比較経営特論（日本経営基本論）（春学期特定期間集中） 

Advanced Study of Comparative Management  

(Management in Japan: The Basic System)(Spring term)

 特別招聘教授 フルーイン，マーク

Guest Professor Mark　FRUIN

授業科目の内容：

講義内容は別途掲示する。

経営学演習（組織のマネジメント）（春学期）（秋学期）

 教　授 今　口　忠　政

授業科目の内容：

　演習科目であるので，組織のマネジメントを中心とし

ながら，修士論文のテーマと関係させて関連する論文の

輪読，発表，調査・分析を混ぜ合わせた授業を行う。

　2 年生にとっては受講生の修士論文を完成させるための

指導，1 年生に対しては修士論文の作成に向けての論題の

選定，体系化，調査・分析の指導を行う。

経営学演習（春学期）（秋学期）

 教　授 岡　本　大　輔

授業科目の内容：

　本演習では修士論文作成のための指導を行なう。具体

的な指導方法については参加者と相談のうえ，決定する

予定である。また，本演習は前の時間に行なわれる現代

企業経営特論（企業評価）の補完的な役割を果たすので，

参加者は両方の授業に参加してもらいたい。

経営学演習（組織と戦略に関する新制度派経済学の応用研究）

（春学期）（秋学期）

 教　授 菊 澤 研 宗

授業科目の内容：

　「組織の経済学」あるいは「新制度派経済学」と呼ばれ

ている理論を積極的に組織や戦略問題に応用した研究論

文の書き方について指導する。特に，「取引コスト理論」，

「エージェンシー理論」，「所有権理論」を用いて，どのよ

うにして組織，戦略，コーポレート・ガバナンス問題に関

する論文を展開するのかについて指導する。（この授業は，

前の時間の現代企業経営特論と補完的であるため，参加

者は前の時間の特論にもぜひ参加してほしい）



経営学演習（春学期）（秋学期）

 教　授 榊　原　研　互

授業科目の内容：

　学説分析の方法や経営学の方法論的諸問題について輪

読，討論を行う。詳細については履修者との相談の上決

定する。

経営学演習（経営戦略と組織（Ⅰ））（春学期）（秋学期）

 教　授 十　川　廣　國

授業科目の内容：

　本授業は修士論文作成のための指導を中心に進めてい

く予定であるが，履修者の問題意識の向上という目的も

兼ねて，履修者が共通の課題で討論を行うための機会を

も設けることを考えている。

経営学演習（組織と進化）（春学期）

 教　授 渡　部　直　樹

授業科目の内容：

　当授業では，組織を進化という観点から捉え，それが

組織行動を理解する上でいかなる意義があるのかを明ら

かにしたい。まずはダーウィニズムとラマルキズムに代

表される進化概念の明確化から始め，その後，より組織

に即した進化概念について検討を加えていきたい。

　なお授業の進め方は，以上の問題に関する報告と討論

を中心に行っていき，成績評価もそれに対する評価とい

う点から行いたい。

　また，演習という性格から，その内容の具体的な詳細は，

参加者と相談して決めて行きたい。

経営学演習（制度とゲーム理論）（秋学期）

 教　授 渡　部　直　樹

授業科目の内容：

　当授業は，組織を含めた制度が，如何に成立するのか，

なぜ安定性を保っているのかについて，ゲーム理論の観

点から検討する。この研究は 1980 年代 90 年代から盛ん

になったものだが，特に基本的な文献の理解から進めて

いきたい。なお，成績評価は，各自の報告と討論から行なっ

ていきたい。また，演習という性格から，その内容の具

体的な詳細は，参加者と相談して決めて行きたい。

経営学合同演習（秋学期）

 コーディネーター　教　授 十　川　廣　國

教　授 渡　部　直　樹

授業科目の内容：

　この演習は，基本的には修士課程在籍者の修士論文作

成指導をより適切なものにするために個々の指導教授や

他の教員が合同で論文発表の討論に参加する。また，学

生の論文発表の機会だけではなく，教員が各自の研究成

果を報告し，討論を行うことによって相互交流をはかる

機会としても利用されうる。

　なお単位付与は，平常の討論状況や論文発表による。

＜会計学分野＞

財務会計特論（資産会計論）（春学期）

 教　授 伊　藤　　　眞

授業科目の内容：

　下記テキストについて，輪読形式により，担当者はレ

ジメを作成し報告するとともに，これに基づいて参加者

は議論し，資産に関する会計の論理と実務の理解を深め

る。

　会計学演習と連続して行う予定です。登録前に担当教

員とコンタクトすること。

財務会計特論（金融商品会計論）（秋学期）

 教　授 伊　藤　　　眞

授業科目の内容：

　金融商品会計に関連するテキスト及び論文について，

輪読形式により，担当者はレジメを作成し報告するとと

もに，これに基づいて参加者は議論し，デリバティブを

含む金融商品会計の理論と実務の理解を深める。

財務会計特論（現行会計の再検討）（春学期）（秋学期）

 名誉教授 笠　井　昭　次

授業科目の内容：

　本年度は，時価主義会計学説を取り上げる。

　会計学の基礎知識を具えている学生を対象にしている。

なお，随時タスクを課し，それに関するグループディス

カッションを行なう。

　また春学期と秋学期とは連動しているので，受講者は，

共に受講することを希望している。

財務会計特論（会計情報の有用性と財務分析） 

（春学期）(秋学期）

 教　授 黒　川　行　治

授業科目の内容：

Ⅰ．①会計に関する基礎概念を検討する。

② ケーススタディにより，会計情報の分析手法を理

解する。

Ⅱ．テキストにそって，各章末の演習問題をディスカッ

ションする。

　ディスカッションの準備のため，予習が必要である。



管理会計特論（利益管理論Ⅰ）（春学期） 

管理会計特論（利益管理論Ⅱ）（秋学期）

 名誉教授 小　林　啓　孝

授業科目の内容：

　本講義では，管理会計の分野では研究に着手されたば

かりの新しいトピックスを取り上げる。1 つは，顧客関係

性の創造・強化・進化をコントロールするというアイディ

アに基づいた「固定収益マネジメント」である。固定収

益とは，「一定期間において取引の継続性の高い顧客から

得られる収益」を指す。その 2 は，リスクとリターンの

両方を考慮に入れた経営指標である RAPM（risk adjusted 

performance me asurement）に関連したトピックスである。

従来の管理会計は，リターンは考えるが，リスクについ

てはあまり考えてこなかった。この両方を考慮に入れた

マネジメント・システムについて考えていく。これはまた，

事業ポートフォリオのリストラクチャリングとも関係し

ている。

管理会計特論（活動基準管理）（春学期）

 教　授 園　田　智　昭

授業科目の内容：

　企業で行われている活動を管理するための手法である

活動基準管理（Activity Based Management）に関するさま

ざまな文献を検討する。管理会計特論（秋学期）とあわ

せて履修するのが望ましい。

管理会計特論（活動基準予算）（秋学期）

 教　授 園　田　智　昭

授業科目の内容：

　企業で行われている活動を管理するための手法である

活動基準予算（Activity Based Budgeting）に関するさまざ

まな文献を検討する。管理会計特論（春学期）とあわせ

て履修するのが望ましい。

管理会計特論（マネジメント・コントロール）（春学期）（秋

学期）

 教　授 横　田　絵　理

授業科目の内容：

　マネジメントコントロールは管理会計の 1 つの大きな

柱です。

　現在では組織論，人的資源論，組織行動など広い分野

との関係からの研究が広がっていることを受け，ここで

も広い視野から検討することにします。

　まず，理論的な基礎をテキストや論文から学習します。

その後具体的事例を通した実際の業績評価会計を題材に

考えていきます。したがって，授業では，テキスト，論

文の検討とともに，および事例の検討，ケースディスカッ

ションも予定しています。

会計史特論（会計の機能）（春学期）

 教　授 友　岡　　　賛

授業科目の内容：

　会計の機能にかかわる理論，主としていわゆる「基礎

理論」を吟味する。

　会計史，とタイトルされてはいるが，歴史それ自体を

対象とするというよりは，いわゆる理論研究にさいして，

ときとして歴史的な視座をもちいようとするものである。

あるいはまた，歴史的な視座などというものはもちいな

いまでも，すくなくもその問題の歴史的な背景を念頭に

置くことによって，理論研究に「厚み」をもたせようと

するものである。

　形式としては，ひとつの問題について参加者全員がと

つおいつする，そんな「ブレインストーミングの場」を

提供したい。

会計史特論（会計の構造）（秋学期）

 教　授 友　岡　　　賛

授業科目の内容：

　会計の構造にかかわる理論，主としていわゆる「基礎

理論」を吟味する。

　会計史，とタイトルされてはいるが，歴史それ自体を

対象とするというよりは，いわゆる理論研究にさいして，

ときとして歴史的な視座をもちいようとするものである。

あるいはまた，歴史的な視座などというものはもちいな

いまでも，すくなくもその問題の歴史的な背景を念頭に

置くことによって，理論研究に「厚み」をもたせようと

するものである。

　形式としては，ひとつの問題について参加者全員がと

つおいつする，そんな「ブレインストーミングの場」を

提供したい。

会計学演習（会計の理論と実務）（春学期）（秋学期）

 教　授 伊　藤　　　眞

授業科目の内容：

　修士論文の指導を行う。

　毎回，一人から論文の中間報告をしてもらい，参加者

で議論し，相互に理解を深める。

　財務会計特論と連続して行う予定ですので，登録前に

担当教員とコンタクトすること。

会計学演習（会計研究論文の検討）（春学期）（秋学期）

 教　授 黒　川　行　治

授業科目の内容：

Ⅰ .　修士論文の指導を行なう。

Ⅱ .　 会計情報の有用性に関する文献を議論する。



会計学演習（管理会計論）（春学期）（秋学期）

 教　授 園 田 智 昭

授業科目の内容：

修士論文を作成するための指導をします。 

会計学演習（会計ないし監査の基礎理論ないし歴史） 

（春学期）（秋学期）

 教　授 友　岡　　　賛

授業科目の内容：

　論文の作成を目的として，研究報告にもとづくディス

カッションをおこなう。

会計学演習（管理会計）（春学期）（秋学期）

 教　授 横　田　絵　理

授業科目の内容：

　演習では，受講生の修士論文テーマに沿い，研究課題

の発見，基礎・関連研究の文選サーベイと質疑応答を経

ながら論文作成を指導する。

会計学合同演習

休　講

＜産業関係論分野＞

労働経済特論（労働市場研究）（秋学期）

 教　授 清　家　　　篤

授業科目の内容：

　この特論では労働市場の個別問題について講義と討論

を行う。具体的には，賃金決定，人的資本投資，労働移動，

失業などの諸問題についてあつかう。

産業関係特論（春学期）

 講　師 菊　野　一　雄

授業科目の内容：

　近代以降の産業（工業化）社会を，我々は「インダス

トリアル・ソサエティー」ないし「ビジネス・ソサエティー」

と呼び，豊かな生活を約束された素晴らしい社会と思い込

んできた。しかし，インダストリーは「勤勉」，ビジネス

は「忙しい」（ビジー）であり，「物的豊かさ」を求めて「物

の加工」に忙しい時代であった。「忙しい」とは「心を亡

ぼす」ことである。事実，我々は物的に豊かになればな

る程，心を亡ぼしてきたように思う。だが，それは何故か？

何故，物的豊かさを求めて工業を興し，労働の細分化（分

業）と機械化を推進すればする程，雇用をめぐる諸関係（産

業関係）に様々な副作用（矛盾）が生じてきたのか。商（ビ

ジネス）学研究科において産業（インダストリー）関係

論を研究する意義はまさにこの点にある。

　テキストは諸君と相談して決めたい。

産業関係特論（秋学期）

 講　師 菊　野　一　雄

授業科目の内容：

　「産業関係」（Industrial Relations=IR）という用語は 1910

年頃から英米において使われ始めたが，いまだ研究者の

間で共有できる統一的なコンセプトや理論体系を有して

いない。産業関係（IR）は広義には，「雇用関係から派生

する全ての行動，ないし雇用過程に関連する全ての行動」

（D. ヨーダー）であるが，ここでは労働市場と雇用管理に

焦点をあてて進めて行きたい。

　テキストは諸君と相談して決めたい。

産業社会特論（経済法・国際経済法に関する事例研究） 

（春学期集中）

 法学部　教　授 田　村　次　朗

授業科目の内容：

　経済法，国際経済法に関する最新の重要な判例および

事件を素材とした研究報告を行う。なお，経済法につい

ては，競争法および競争政策に関する日本，アメリカお

よび欧州競争法の事例を取り扱い，国際経済法について

は，WTOにおける小委員会，上級委員会報告を取り上げる。

授業は，報告者による判例・事例研究報告発表およびそ

れに引き続く質疑および討議によって構成される。

産業社会特論（産業社会学Ｉ（理論編））（春学期）

 教　授 三　浦　雄　二

授業科目の内容：

　産業・経営・労働の社会学的研究の理論的検討を行なう。

社会学の文献を取り上げるが，それは当該領域の問題性

に社会的側面が色濃く附着しているからである。そうし

た問題性を素直に追求していくと，自然に社会学という

学問に行き着く。最初の関心はそうしたものでよい。

産業社会特論（産業社会学Ⅱ（実態編））（秋学期）

 教　授 三　浦　雄　二

授業科目の内容：

　日本の産業・経営・労働に関する社会学的研究を取り

上げ，その成果を検討する。社会学という学問的方法は

武器であり，その有効性は，これと接する当人の問題意

識ともからんでくる。当該領域の問題性の社会的側面を

深めていくことを目的としている。



社会保障特論（社会保障論）（春学期）

 教　授 権　丈　善　一

授業科目の内容：

論文の作成に向けて履修者の研究報告を行う。

産業関係論演習（社会保障論）（春学期）

 教　授 権　丈　善　一

授業科目の内容：

修士論文の作成に向けて履修者の研究報告を行う。

産業関係論演習（労働市場研究）（春学期）（秋学期）

 教　授 清　家　　　篤

授業科目の内容：

　労働市場分析の研究指導を行います。この演習で指導

する研究範囲は，

⑴　労働供給，労働需要にかんする理論および実証分析

⑵　 労働市場の調整（失業，雇用調整，雇用情報，雇用

のフローなど）にかんする理論および実証分析

⑶　雇用制度，慣行にかんする経済分析

⑷　 労働市場の構造変化にかんする実証分析などです。

ただし履修者の研究興味によっては上にあげた以外

の項目についてとりあげることもあります。具体的

には，演習参加者の研究報告，およびそれに対する

討論を中心に進めていきたいと思っています。

産業関係論演習（産業社会学）（春学期）（秋学期）

 教　授 三　浦　雄　二

授業科目の内容：

　産業関係分野における私の演習は，「批判的社会学」と

「産業社会研究」という私自身の二つの専門研究から組み

立てられる。分野としての産業関係は，それ自体として

は特定の学問的立場を予定していないが，領域的にはほ

ぼ産業労働問題に相当し，労働者存在を念頭に現代産業

社会の構造的仕組みの究明を志す私の産業社会研究と重

なり合うところがある。私はこの産業社会研究を社会学

の立場から行っている。そこで，演習でも社会学が学問

的基盤としての中心になってくるのだが，批判的社会学

というのは社会学における学派的立場であって，たまた

ま私がその支持者であるところから社会学的思考の錬磨

のたたき台として用いられるものであり，演習の参加者

までむりやりこれに同調させる積もりは毛頭ない。つづ

めて言えば，私の演習は産業関係ないし産業社会の在り

方に対する社会学的接近一般に関心を持つ人々に益する

ところがあろう。

産業関係論演習（人的資源管理）（春学期）（秋学期）

 教　授 八　代　充　史

授業科目の内容：

修士論文の執筆を行うための必要な指導を行う。

産業関係論合同演習（春学期）（秋学期）

 コーディネーター　教　授 清　家　　　篤

授業科目の内容：

　研究科及び学部のスタッフ，学内外の研究者，実務家，

並びに大学院生による研究報告と討議を行う。



博士課程設置科目

商 学 専 攻

商業学特殊研究（マーケティング経済学）（春学期）（秋学期）

 教　授 樫　原　正　勝

授業科目の内容：

1)　講義のテーマ

　経済学的接近によるマーケティング研究をめざして，

今年はオーストリア派経済学及び新制度派経済学を取り

上げる。

2)　授業項目の概要

　マーケティング研究にとって無視出来ない制度研究を

リヴューすべく，オーストリア派経済学及び新制度派経

済学の制度研究の主要論文を網羅した下記論文集をテキ

ストにし，レジメ発表，討論形式で輪読する予定である。

3)　主に対象とする学生

　経済学の立場からマーケティング現象を理論的に分析

することに興味を持つ者。

4)　授業の進め方

討論中心（担当個所を各自全訳し，事前に配布）。

商業学特殊研究（流通分析）（秋学期）

 名誉教授 清　水　　　猛

授業科目の内容：

　本講はマクロ視点から流通問題の解明を目指す諸君を

対象として講義，報告，議論を行う。日本の流通分析を

具体的な研究素材とするため，多変量解析の知識と実行

力が必要であるが，流通分析の具体的内容については，

受講生の研究テーマと関心に応じて考慮する。

　秋学期に 2回のレポートを課す。

商業学特殊研究（消費者行動とマーケティングへの実証的

アプローチ）（秋学期）

 教　授 高　橋　郁　夫

授業科目の内容：

　消費者行動およびマーケティングへの実証的方法に関

する文献を講読し，議論することを通じて，その意義と

限界について考える。あらかじめ，多変量解析に関する

基礎知識を要する。クラスにおける報告に加え，学期末

にはまとめとしてのレポート提出が要求される。ただし，

人数によっては，個別指導や修士課程の演習との連携に

よって履修者の学習効果の向上を図る予定である。

商業学特殊研究（マーケティング・サイエンス）（春学期）

 教　授 濱　岡　　　豊

授業科目の内容：

　この授業では，マーケティング・サイエンスで開発さ

れてきたモデルについて基本的な文献を講読しつつ，デー

タを用いた演習も行う。トピックについては受講生の興

味や研究テーマに応じて選択する。

商業学特殊研究（マーケティング学説とメタ理論） 

（春学期）（秋学期）

 名誉教授 堀　田　一　善

授業科目の内容：

　本年度は Shelby D. Hunt のマーケティング研究方法論を

めぐる文献を講読し，関連問題を中心に検討する予定で

ある。

　受講を予定する者は春・秋両学期を連続して登録しな

ければならない。

商業学特殊演習（マーケティング経済学の方法論） 

（春学期）（秋学期）

 教　授 樫　原　正　勝

授業科目の内容：

　マーケティング経済学の理論構築をはじめ，科学的知

識形成にとって必要とされる方法論的諸問題を専門的に

研究する。加えて，受講者の博士論文作成の指導を行なう。

なお，授業は，ディスカッションの実り豊かさを考慮し，

堀田一善名誉教授担当の「商業学特殊研究及び同演習」

と合体して行なう。

商業学特殊演習（マーケティングの理論と実証） 

（春学期）（秋学期）

 教　授 高　橋　郁　夫

授業科目の内容：

　商業学を専攻する受講者の研究課題に即し，クラスお

よび個別の機会を通じて論文作成上の指導を行う。そこ

では，あらかじめ多変量解析およびその計算作業に関す

る基礎知識が必要とされる。また，研究テーマによっては，

大学院高度化推進研究プロジェクト等の各種研究プログ

ラムへの積極的な参画を促す。さらに，修士課程の演習

との連携によって履修者の学習効果の向上を図ることも

計画している。

商業学特殊演習（マーケティングにおけるイノベーション

とコミュニケーション）（春学期）（秋学期）

 教　授 濱　岡　　　豊

授業科目の内容：

　イノベーションとコミュニケーションはマーケティン

グのみならず経営学，経済学などとも関連する重要な問



題である。この課題に関心を持つ受講者による報告を中

心として研究の指導を行う。少人数の場合，個人指導お

よび他のクラスとの合同での演習も行う。

商業学特殊合同演習

休　講

金融論特殊研究（金融構造論Ⅰ／金融構造論Ⅱ） 

（春学期）（秋学期）

 名誉教授 赤　川　元　章

授業科目の内容：

　経済社会において資金の経済・仲介機能を果たす銀行

は，預金と貸付を通じて資金の配分を行い，結果的には，

社会的資源の配分に寄与する。また，資金の受入れとそ

の運用の仕方によって各種の金融業務が発生し，これら

を制度的に特殊化することによって専門的金融機関が成

立する。期間対応の原則に応じた銀行の専門化および証

券と銀行の両業務の分離の問題である。

　本年度の春・秋セメスターを通しての授業は，伝統的に，

すべての金融業務を遂行しているユニバーサル・バンキ

ングシステムに基づくドイツ銀行業の経営について多面

的に検討したい。履修者は，両セメスターを継続して参

加することが望ましい。授業の形式は，テキストを用い，

輪読によって研究・討論する。

　なお，テキストとして，昨年度にひきつづき Thomas 

Hartmann-Wendels ･ Andreas Pfingsten ･ Martin Weber, 

“Bankbetriebslehre”, Springer, 1998を用いる予定である。

金融論特殊研究（企業金融論）（春学期）（秋学期）

 教　授 金　子　　　隆

授業科目の内容：

　企業金融論を専攻している博士課程の大学院生を対象

に，文献の講読と研究発表を行う。受講生は，各自の研

究テーマに密接に関連した文献を探してきて内容を紹介

し，批判的に検討する。あわせて，現在取り掛かってい

る論文の進捗状況を定期的に報告する。

金融論特殊研究（春学期）

 教　授 辻　　　幸　民

授業科目の内容：

　この授業では，asset pricing（資産の価値評価）に関す

る専門的な文献を輪読したい。特に今回は mean-variance 

efficiency と multifactor model との理論的関連およびその実

証的な応用可能性について考えたい。テキストとしては，

この問題を考察する際の第一歩となるような文献を以下

で指定しておくが，実際にはそこであげられている参考

文献の論文などを読むことになるであろう。具体的に何

を読むかは履修者と相談した上で，この授業の文献リス

トを作成したい。なお履修者は通年で履修されることが

望ましい。

金融論特殊研究（秋学期）

 教　授 辻　　　幸　民

授業科目の内容：

　この授業では，asset pricing（資産の価値評価）に関す

る専門的な文献を輪読したい。特に今回は mean-variance 

efficiency と multifactor model との理論的関連およびその実

証的な応用可能性について考えたい。テキストとしては，

この問題を考察する際の第一歩となるような文献を以下

で指定しておくが，実際にはそこであげられている参考

文献の論文などを読むことになるであろう。具体的に何

を読むかは履修者と相談した上で，この授業の文献リス

トを作成したい。なお履修者は通年で履修されることが

望ましい。

金融論特殊研究（春学期）（秋学期）

 教　授 深　尾　光　洋

授業科目の内容：

　受講者の博士論文執筆に必要な文献を指示し，その内

容についての報告を行わせる。

財政論特殊研究（春学期）

 教　授 跡　田　直　澄

授業科目の内容：

歳出に関するテーマの論文を輪読する。

財政論特殊研究（秋学期）

 教　授 跡　田　直　澄

授業科目の内容：

歳入に関するテーマの論文を輪読する。

財政論特殊研究（春学期） 

Specialized Study on Public Finance (Spring term)

 特別研究教授 北　村　行　伸

Professor Yukinobu　KITAMURA

授業科目の内容：

Objective: To provide a basic framework of public finance at 

macroeconomic level, starting from fiscal and monetary policy 

in a standard macroeconomics, tax and debt in a growing 

economy, cost-benefit analysis, public goods, international 

debt and international tax issues.

Teaching Method: Lecture is given and then discuss on the 

topic.

Covered topic: 

Monetary and Fiscal Policy 

Public Debt 



Budget

Revenue Forecasting

Cost-Benefit Analysis 

Public Goods and Bads 

Local Public Finance

Finance and Development 

International Issues in public finance

財政論特殊研究（秋学期） 

Specialized Study on Public Finance (Autumn term)

 特別研究教授 北　村　行　伸

Professor Yukinobu　KITAMURA

授業科目の内容：

Objective: To provide a basic framework of public finance, 

at microeconomic level, starting from a general theory of 

taxation on commodity, income and corporate profits and 

then extending issues of tax evasion, and compliance, and tax 

reform.

Teaching Method: Lecture is given and then discuss on 

the topic. Sometimes，exercise is given for clarifying your 

understanding.

Covered Topic: 

A Framework of Taxation

Consumption Taxation

Individual Income Taxation

Corporate Taxation

Capital Income Taxation

Inheritance and Gift Taxation

Tax Compliance and Evasion

Tax Reform

財政論特殊研究（応用ミクロ経済学）（春学期）（秋学期）

 教　授 鞍 谷 雅 敏

授業科目の内容：

　ミクロ経済学は広い応用分野をもち，法制・税制・年金・

資本市場等を分析するツールとしても有効である。また，

今日の我が国では長寿化や知識経済化等が進展している

が，そうした趨勢下におけるライフサイクル・家族・組織・

都市等の変貌を理解するうえでも，ミクロ経済学は様々

な洞察をもたらす。

　本特殊研究では，ミクロ経済学のロジックを応用しつ

つ研究に取り組む大学院生にとり有益な文献を取りあげ

ながら，多様なトピックスについて議論を行う。

金融論特殊演習（春学期）（秋学期）

 教　授 金　子　　　隆

教　授 辻　　　幸　民

授業科目の内容：

　金融・証券に関するテーマに取り組んでいる大学院生

と研究者を対象とした金融ワークショップを共同で開催

する。履修者には現在手掛けている論文の中間報告をし

てもらう。報告すべき段階に至っていない人は，研究テー

マに関連した文献の紹介・検討でもよい。教員やゲスト・

スピーカーによる報告も適宜取り入れる。

　こういう趣旨で行うので，毎週定期的に開催されると

は限らない。初回に履修者と相談して大体のスケジュー

ルを決定する。

財政論特殊演習（春学期）

 教　授 跡　田　直　澄

授業科目の内容：

歳出に関するテーマについて，実証研究を行なう。

財政論特殊演習（秋学期）

 教　授 跡　田　直　澄

授業科目の内容：

歳入に関するテーマについて，実証研究を行なう。

財政論特殊演習（法と経済学）（春学期）（秋学期）

 教　授 鞍　谷　雅　敏

授業科目の内容：

　本特殊演習では博士論文作成の指導を行うが，その対

象者は，財政金融制度等の公共政策のあり方や，その基

盤として考慮すべき経済社会環境の変化をテーマとし，

主として「法と経済学」のアプローチを用いて研究に取

り組む大学院生である。

　演習の運営方式及びスケジュールは，履修者の研究計

画に則して決める。

金融論特殊合同演習（春学期）

 コーディネーター　教　授 深　尾　光　洋

授業科目の内容：

　国際経済学，金融論，交通論，計量経済学各分野の合

同演習として設置する。この演習に参加することにより，

自分の専攻分野はもちろんのこと，他の分野でも現在，何

が問題になっており，これに対してどのような分析手法

がとられているかを理解できるよう努める。報告は授業

担当者を含め，授業参加者，および塾内外のゲスト・スピー

カーにより行う。テーマは経済分野であれば，一切問わ

ない。

　成績評価は，発表者は発表内容，発表者でないものは

学期末のレポートによる。



金融論特殊合同演習（経商連携ＣＯＥ科目）（秋学期）

 コーディネーター　教　授 深　尾　光　洋

授業科目の内容：

　国際経済学，金融論，交通論，計量経済学各分野の合

同演習として設置する。この演習に参加することにより，

自分の専攻分野はもちろんのこと，他の分野でも現在，何

が問題になっており，これに対してどのような分析手法

がとられているかを理解できるよう努める。報告は授業

担当者を含め，授業参加者，および塾内外のゲスト・スピー

カーにより行う。テーマは経済分野であれば，一切問わ

ない。

　成績評価は，発表者は発表内容，発表者でないものは

学期末のレポートによる。

リスク・保険論特殊研究（Ⅰ）（春学期）

 教　授 堀　田　一　吉

授業科目の内容：

　経済発展に伴い，現代社会においては，リスクの多様化

および巨大化が著しい。それに応じて，保険商品の開発は，

様々な分野に及んでいる。そこでは，リスクの性質との

関わりにおいて保険の限界を探ることが必要であり，こ

れは保険学研究の中心的課題の一つである。本講義では，

地震リスクやＰＬリスクなど現代保険の主要な問題を取

り上げて，関連するいくつかの文献を通じて，保険制度

の可能性を論ずることにしたい。特別に受講者に対して

事前に要求することはないが，レポートや討論などにお

いて，積極的な参加を期待している。ただし，講義は基

礎的な保険理論を習得していることを前提に進めること

にしたい。具体的内容は，最初の授業の時に説明する。

リスク・保険論特殊研究（Ⅱ）（秋学期）

 教　授 堀　田　一　吉

授業科目の内容：

　経済発展に伴い，現代社会においては，リスクの多様化

および巨大化が著しい。それに応じて，保険商品の開発は，

様々な分野に及んでいる。そこでは，リスクの性質との

関わりにおいて保険の限界を探ることが必要であり，こ

れは保険学研究の中心的課題の一つである。本講義では，

地震リスクやＰＬリスクなど現代保険の主要な問題を取

り上げて，関連するいくつかの文献を通じて，保険制度

の可能性を論ずることにしたい。特別に受講者に対して

事前に要求することはないが，レポートや討論などにお

いて，積極的な参加を期待している。ただし，講義は基

礎的な保険理論を習得していることを前提に進めること

にしたい。具体的内容は，最初の授業の時に説明する。

リスク・保険論特殊演習（少子高齢社会における危険と保険）

（春学期）

 講　師 真 屋 尚 生

授業科目の内容：

　In societies oriented towards growth and stability, insurance 

is closely linked to economics in the sense that it fulfils the 

need for economic security and stability. As a result of the 

development of insurance systems and increased levels of 

funding from all sectors of society, insurance today at least 

from the management perspective is at the stage where 

financial functions and financial activities are considered 

more important than the provision of economic security 

and stability. Investment by insurance companies has taken 

on increasing socio-economic importance, and now has a 

significant influence on economic growth and development.

　Modern insurance systems, while fulfilling the traditional 

role of providing economic security and stability, also engage 

in financial activities that are closely tied to the economy. 

Today, this derivative function is comparable in significance 

to the traditional function of providing economic security and 

stability. Furthermore, both of these functions of modern 

insurance are, in their own way, closely related to the rising 

emphasis on economic planning.

　Over a period of many years, insurance, a socio-economic 

system developed on the basis of accumulated human 

knowledge and experience, has changed in response to its 

environment. Discussion will focus on the relationship between 

risk and insurance, a subject of considerable debate in recent 

years in connection with the ongoing ageing of the population.

リスク・保険論特殊合同演習（保険原理と保険経営）（秋学期）

 講　師 真 屋 尚 生

授業科目の内容：

　How should we evaluate insurance principles and techniques 

including those in the public insurance domain, and in turn 

the very essence of insurance itself? Insurance principles and 

techniques must be seen as relative concepts. Insurance has 

developed during the age of liberalism in a capitalist world. In 

other words, it has developed in the context of a civil society 

in which systems, transactions and contracts are essentially 

voluntary in form, where contracts are based on agreement 

between two parties through free interaction of ideas. This has 

been a major tenet of the capitalist economy.

　The creation and operation of insurance systems or indeed 

any socio-economic system generally involves value judgments 

in some form or other. The no risk, no insurance" adage has 

been around for considerable time, but the risks with which 

insurance is concerned are different from simple, ordinary 



risks. Although risks might be viewed in many different ways, it 

is most important to understand that insurable risks are socio-

economic ones. Only when a given phenomenon is perceived 

as a risk in socio-economic terms, does it have significance in 

terms of insurance. Thus, in a given society at a given point in 

time, a phenomenon that is objectively considered to be a risk 

might not in fact be considered a risk or might be considered 

only a minor risk, in which case it would not be covered by 

insurance; indeed, the society in question would not even 

consider it an issue.

　Discussion will focus on the relationship between insurance 

principles and insurance management.

交通・公共政策特殊研究（市場規制論）（秋学期）

 教　授 中　条　　　潮

授業科目の内容：

履修者と相談の上決定する。

交通・公共政策特殊演習（規制の経済学・交通経済学） 

（春学期）

 教　授 中　条　　　潮

授業科目の内容：

受講生と相談の上，決定する。

産業組織論特殊研究（春学期）

 教　授 井　手　秀　樹

授業科目の内容：

産業組織に関する内外の適切な論文を輪読し，議論する。

産業組織論特殊研究（中小・ベンチャー企業と産業組織） 

（春学期）

 教　授 高　橋　美　樹

授業科目の内容：

　産業組織論と中小・ベンチャー企業論との接点にあた

る分野の文献を輪読し，議論する。具体的な文献は以下

のような候補の中から，履修者の研究テーマ等にしたがっ

て，適宜，取捨選択する。

中小企業総合研究機構『日本の中小企業研究 1990 －

1999』同友館　2003

中小企業事業団中小企業研究所編『日本の中小企業研

究：1980－ 1989』同友館　1992

中小企業事業団中小企業研究所編『日本の中小企業研

究』有斐閣　1985

Zoltan J. Acs and David B. Audretsch (ed.) Handbook of 

entrepreneurship research,  Boston: Kluwer Academic, 

2003

（注）履修予定者は，申告前に，必ず授業担当者と，

メールにてコンタクトをとること（メール・アドレス：

takamiki@fbc.keio.ac.jp）。

産業組織論特殊演習（秋学期）

 教　授 高　橋　美　樹

授業科目の内容：

　博士論文執筆を進めている学生による報告と授業参加

者を交えた討議を中心に授業を進める。

　なお，できるかぎり授業外でも研究発表の機会を設け，

研究の進展に役立ててもらう予定である。

（注）履修予定者は，申告前に，必ず授業担当者と，

メールにてコンタクトをとること（メール・アドレス：

takamiki@fbc.keio.ac.jp）。

交通・公共政策・産業組織論特殊合同演習（春学期）

 コーディネーター　教　授 井　手　秀　樹

授業科目の内容：

　運輸，エネルギー等ネットワーク産業の競争政策のあ

り方について議論する。

計量経済学特殊研究（経済指数論）（秋学期）

 教　授 桜　本　　　光

授業科目の内容：

　経済指数理論をめぐる最近の理論的成果を展望し，応

用例として主な官庁の経済統計の価格指数（C.P.I. 等）あ

るいは数量指数（I.I.P. 等）の作成方法及びその特性（作

成目的，作成方法，採用品目等）を講義し，集計理論の

応用として，小分類あるいは中分類のレベルから大分類

への集計を様々な集計方法による差を比較検討する演習

を受講者にもしてもらう予定である。

Ⅰ .　概説

Ⅱ .　指数理論の系譜

Ⅲ .　指数理論の基礎と応用

Ⅳ .　現代指数理論の展望

Ⅴ .　指数理論の応用

　5.1　卸売物価指数（W.P.I．）（日本銀行）

　5.2　消費者物価指数（C.P.I.）（総務省）

　5.3　鉱工業生産指数（I.I.P.）（経済産業省）

　5.4　景気動向指数（DI，CI）（内閣府）等

Ⅵ .　経済指数と今後の課題

計量経済学特殊研究（秋学期）

 教　授 牧　　　厚　志

授業科目の内容：

消費者行動の基礎理論を研究します。



計量経済学特殊演習（生産関数論・消費関数論）（春学期） 

（秋学期）

 教　授 桜　本　　　光

授業科目の内容：

受講者による研究発表を予定している。

計量経済学特殊演習（市場の質に関する理論形成と実証分析）

（経商連携ＣＯＥ科目）（春学期）（秋学期）

 教　授 樋　口　美　雄

授業科目の内容：

　毎週，外部から計量経済学，経済政策等に関連する研

究者を招聘し，報告してもらうことにより，国内外の最

先端の分析について，研究していく。

計量経済学特殊合同演習（経済関連分野における数量分析

の手法と課題）（春学期）（秋学期）

 コーディネーター　教　授 早　見　　　均

授業科目の内容：

　この演習では主に計量経済学の応用分野での研究報告

をおこない，実証分析の手法・政策的課題について議論

する。商学部・経済学部と産業研究所に在籍し経済分野

の実証研究を中心におこなっている専任教員・共同研究

員も参加する。

　今年度もできるかぎり広い分野からの報告を募り，研

究活動の最前線を体験できる演習の時間としたいと考え

ている。春学期・秋学期ともに最初の講義の時間にだい

たいの報告予定を決めることにしている。はじめの数回

はスタッフによる研究報告をおこなうので見学するだけ

ではく，なるべく発言するつもりで参加して欲しい。計

量経済学特殊合同演習と併設科目。

　各年度の報告者とタイトルは産業研究所の Website で見

られる。

http://www.sanken.keio.ac.jp/keo/seminar/index.html

計量経済学特殊合同演習（春学期）

 コーディネーター　教　授 樋　口　美　雄

授業科目の内容：

　国際経済学，金融論，交通論，計量経済学各分野の合

同演習として設置する。この演習に参加することにより，

自分の専攻分野はもちろんのこと，他の分野でも現在，

何が問題となっており，これに対しどのような分析手法

がとられているかを理解できるよう努める。報告は授業

担当者を含め，授業参加者，および塾内外のゲスト・スピー

カーにより行う。テーマは経済分析であれば，一切問わ

ない。

計量経済学特殊合同演習（経商連携ＣＯＥ科目）（秋学期）

 コーディネーター　教　授 樋　口　美　雄

授業科目の内容：

　国際経済学，金融論，交通論，計量経済学各分野の合

同演習として設置する。この演習に参加することにより，

自分の専攻分野はもちろんのこと，他の分野でも現在，

何が問題となっており，これに対しどのような分析手法

がとられているかを理解できるよう努める。報告は授業

担当者を含め，授業参加者，および塾内外のゲスト・スピー

カーにより行う。テーマは経済分析であれば，一切問わ

ない。

統計学特殊研究（統計的手法の最近の話題）（春学期）

 教　授 早　見　　　均

授業科目の内容：

　研究を進めていくうえで必要になる統計的手法は基本

は変わらないものの時代とともに変化している。しかも

各自の研究テーマに即してベストの統計的手法を利用す

ることがのぞましい。この講義では受講生の研究対象に

応じて必要となる統計学の最近の話題をピックアップし

て検討していきたい。

　これまでに扱った文献テキストは B.L.S. Prakasa 

Rao [1999] Statistical inference for diffusion type process, 

Kendall's Library of Statistics 8,  Anrold, H. Goldstein [1995] 

Multilevel statistical models, Kendall's Library of Statistics 

3,  Anrold, G. Grimmett and D. Stirzaker [2001] Probability 

and random processes,  3rd ed., Oxford University Press, D. 

Williams [2001] Weighing the Odds,  Cambridge University 

Press である。

　最初の講義でいくつかの参考文献を持参しながら，ど

のように講義を進めて行くかを決めることにする。修士

課程設置の数理統計学特論と併設である。

統計学特殊演習

休　講

国際経済学特殊研究（国際経済政策）（秋学期）

* 教　授 和　気　洋　子

授業科目の内容：

⒈　現代社会において，財・サービスの国際貿易の拡大

と金融・資本市場の国際化の進展，そして企業経営の

一層のグローバル化を通じて，各国間の国際的な相互

依存関係はこれまで以上に高まっている。こうしたな

かでわれわれの眼前には，各国経済間のボーダー分析，

経済政策運営，ビジネスの競争と協調のロジック，そ

して地球環境問題など多くのグローバルイッシュウが，

問われるべき課題として次から次へと現れている。本

講は，これらの今日的な問題意識を基礎にして，とく



に「貿易・直接投資・地球環境問題」をめぐる論点を

さまざまな視点から整理し，いわば新しい国際経済政

策論の枠組みのなかでより自由で活発な議論が行われ

ることが目的である。

⒉　授業内容および方法については，受講者の専門レベ

ルなどに応じて，具体的に決めるつもりであるが，と

くに地球環境問題に関連する資料など，とりあえず議

論をすすめる上で必要と思われる基礎的な参考資料・

文献については，その都度，講義のなかで紹介する予

定である。

　これに並行して，受講者による自主的な論文解題を

積極的に取り入れて行きたいと考えている。

国際経済学特殊演習

休　講

国際経済学特殊合同演習（春学期）

* コーディネーター　教　授 和　気　洋　子

授業科目の内容：

　国際経済学，金融論，交通論，計量経済学各分野の合

同演習として設置する。この演習に参加することにより，

自分の専攻分野はもちろんのこと，他の分野でも現在，

何が問題となっており，これに対しどのような分析手法

がとられているかを理解できるよう努める。報告は授業

担当者を含め，授業参加者，および塾内外のゲスト・スピー

カーにより行う。テーマは経済分析であれば，一切問わ

ない。

国際経済学特殊合同演習（経商連携ＣＯＥ科目）（秋学期）

* コーディネーター　教　授 和　気　洋　子

授業科目の内容：

　国際経済学，金融論，交通論，計量経済学各分野の合

同演習として設置する。この演習に参加することにより，

自分の専攻分野はもちろんのこと，他の分野でも現在，

何が問題となっており，これに対しどのような分析手法

がとられているかを理解できるよう努める。報告は授業

担当者を含め，授業参加者，および塾内外のゲスト・スピー

カーにより行う。テーマは経済分析であれば，一切問わ

ない。

産業史・経営史特殊研究（比較小売業史）（春学期）

 教　授 平 野 　 隆

授業科目の内容：

　18 世紀後半から 20 世紀後半までの時期を対象として，

欧米および日本における小売業の発展と消費社会の変容

の関係について比較史の視点から検討する。授業は，関

連文献の輪読および履修者の調査報告によってすすめる。

産業史・経営史特殊演習（産業史関連博士論文作成指導） 

（春学期）（秋学期）

 教　授 工　藤　教　和

授業科目の内容：

　博士論文作成に向けての個人指導と，履修者と相談し

て選んだ関連文献の批判的な検討を行なう。分野は 18 世

紀以降の産業史・経済史が中心となる。

産業史・経営史特殊演習（春学期）

 教　授 平 野 　 隆

授業科目の内容：

　産業史・経営史を専攻する学生を対象として，博士論

文作成の個別指導および関連文献・資料の検討を行う。

産業史・経営史特殊合同演習

休　講

経 営 学 ・ 会 計 学 専 攻

経営学特殊研究（組織のマネジメント）（秋学期）

 教　授 今　口　忠　政

授業科目の内容：

　現代の企業は事業の選択と集中を通して，事業の再構

築を進めると同時に，新たな事業の創造に向けて，イノ

ベーティブな取り組みを増大させている。

　講義では，事業再生に伴う戦略，組織変革のマネジメ

ントに焦点をあて，関連する書物や論文を輪読しながら，

討議を通じて理解を深めるような授業にしたい。

　修士の講義の後を受けて，関連する文献，資料を輪読

する。

経営学特殊研究（企業環境の変化と経営組織原理の転換） 

（春学期）

 名誉教授 植　竹　晃　久

授業科目の内容：

　今日の企業環境の変化にともなって生じてきている企

業経営上の課題について，内外の基本文献や論文を取り

上げ，輪読と討論形式で検討していく。

経営学特殊研究（企業評価）（春学期）

 教　授 岡　本　大　輔

授業科目の内容：

　近年，脳の働きをコンピュータ上で実現するニューラ

ルネットワークの研究がマネジメントの世界でも注目さ

れ始めている。企業評価の分野でもさまざまな研究が進

められている。本講義では企業評価におけるニューラル



ネットワークの適用問題を検討する。授業は関連文献の

輪読を予定している。

経営学特殊研究（組織と戦略に関する新制度派と経済心理

学の統合研究）（春学期）

 教　授 菊 澤 研 宗

授業科目の内容：

　O.Williamson の取引コスト理論，M.Jensen のエージェン

シー理論，H.Demsetz や O.Hart の所有権理論など新制度

派経済学と D.Kahneman，A.Tversky，R.Thaler によって展

開された行動経済学，心理経済学，心理会計論の理論的

統合可能性について，より進んだ理論研究を行う。（詳細

については，参加者と相談の上，決定する。）

経営学特殊研究（現代科学理論と経営経済学）（秋学期）

 教　授 榊　原　研　互

授業科目の内容：

　経営学の方法論的諸問題について考察する。詳細につ

いては初回の授業で説明する。

経営学特殊研究（企業戦略と戦略的提携）（春学期）

 教　授 十　川　廣　國

　企業の競争優位構築についての課題を，理論的・実証

的に検討する。とくに，競争優位構築のためには組織能

力が問題とされるようになっている。そこで，改めて組

織能力とコア・ケイパビリティーの問題を念頭におきな

がら，戦略的組織変革という視点を中心に競争優位構築

のための条件とは何かについて議論することとしたい。

　そのため，実証研究のデータを参照しながら，現代企

業が抱える課題と変革のための重要要因と考えられる諸

要因について議論し，次いで理論的な側面から戦略的組

織変革について議論を試みることになる。

経営学特殊研究（新制度派経済学の系譜）（春学期）

 教　授 渡　部　直　樹

授業科目の内容：

　当授業では，組織に対する経済学的分析の中心になって

いる新制度派経済学において，企業の進化や補完性とい

う概念がいかなる役割を占めているかを検討する。特に

Nelson や Winter による Evolutionary Economics や Langlois

等の Capability 論，ならびに Milgrom and Roberts 等のスー

パーモジュラーゲームの進展がいかなる影響を与えてい

るかを解明する。

　授業の進め方は，授業の参加者による報告と討論が中

心になる。成績評価もこの点を勘案して行いたい。

経営学特殊演習（組織のマネジメント）（春学期）（秋学期）

 教　授 今　口　忠　政

授業科目の内容：

　演習科目であるので，組織のマネジメントを中心とし

ながら，博士論文のテーマと関係させて関連する論文の

輪読，発表，調査･分析を混ぜ合わせた授業を行う。

　最終的に博士論文を完成させるために必要とされる理

論枠組みの研究，実証研究を行う。

経営学特殊演習（春学期）（秋学期）

 教　授 岡　本　大　輔

授業科目の内容：

　本演習では参加者の論文作成のための発表と討論を行

なう。具体的な指導方法については参加者と相談のうえ，

決定する予定である。

経営学特殊演習（組織と戦略に関する新制度派と経済心理

学の応用研究）（春学期）（秋学期）

 教　授 菊 澤 研 宗

授業科目の内容：

　限定合理性にもとづく多様なアプローチ，例えば

O.Williamson の取引コスト理論，M.Jensen のエージェン

シー理論，H.Demsetz や O.Hart の所有権理論などの新制

度派経済学，D.Kreps のゲーム論，Polinsky の法と経済学，

D.Kahneman，A.Tversky，R.Thaler によって展開された行

動経済学，経済心理学，心理会計を用いて，どのように

して組織，戦略，コーポレート・ガバナンス問題に応用

した論文が展開できるのか，それについて指導する。（詳

細については，参加者と相談の上，決定する。）

経営学特殊演習（春学期）（秋学期）

 教　授 榊　原　研　互

授業科目の内容：

　経営学の方法論的諸問題について輪読，討論を行う。

詳細については履修者との相談の上決定する。

経営学特殊演習（経営戦略と組織（Ⅱ））（春学期）（秋学期）

 教　授 十　川　廣　國

授業科目の内容：

　基本的には，論文作成の個別指導を行うことが主たる

目的であるが，同時にこの演習を利用して「成熟企業の

再活性化」問題についての実証研究の継続的分析とその

深化，さらに国際比較を目的とした実証研究を進めてい

く予定である。



経営学特殊演習（新制度派経済学の基礎）（春学期）

 教　授 渡　部　直　樹

授業科目の内容：

　当授業では，新制度派経済学の基礎概念について，吟

味を加えたい。特にこのアプローチにおける限られた合

理性 (Bounded Rationality) の概念の役割に焦点を当ててみ

る。

　授業は各自の報告と全員での討論が中心になる。成績

評価もこれに関してなされる。

　また，演習という性格から，その内容の具体的な詳細は，

参加者と相談して決めて行きたい。

経営学特殊演習（新制度派経済学の基礎）（秋学期）

 教　授 渡　部　直　樹

授業科目の内容：

　当授業では，新制度派経済学の基礎概念について，吟

味を加えたい。特にこのアプローチにおける制度概念に

ついて焦点を当ててみる ｡ 制度とはなにか，組織と市場

は対立するような概念なのか，といった点を中心に討論

を加えてみたい。

　授業は演習形式のため，各人の報告が中心になる。

　また，演習という性格から，その内容の具体的な詳細は，

参加者と相談して決めて行きたい。

経営学特殊合同演習（秋学期）

 コーディネーター　教　授 十　川　廣　國

教　授 渡　部　直　樹

授業科目の内容：

　この演習は，基本的には，博士課程在籍者の論文作成

指導をより適切なものにするためのものであり，個々の

指導教授のみならず，多くの教員も参加して合同で論文

発表の討論に参加する形式をとる。また，ここでは，学

生の論文発表のみならず，教員，時には外部からの講師

も参加して，それぞれの研究成果を報告し，学生ととも

に討論を行う機会を提供するものである。

　なお単位付与は，平常の討論状況や論文発表による。

会計学特殊研究（資産会計論）（春学期）

 教　授 伊　藤　　　眞

授業科目の内容：

　下記テキストについて，輪読形式により，担当者はレ

ジメを作成し報告するとともに，これに基づいて参加者

は議論し，資産に関する会計の論理と実務の理解を深め

る。

　登録前に担当教員とコンタクトすること。

会計学特殊研究（金融商品会計論）（秋学期）

 教　授 伊　藤　　　眞

授業科目の内容：

　金融商品会計に関連するテキスト及び論文について，

輪読形式により，担当者はレジメを作成し報告するとと

もに，これに基づいて参加者は議論し，デリバティブを

含む金融商品会計の理論と実務の理解を深める。

会計学特殊研究（会計理論）（春学期）（秋学期）

 名誉教授 笠　井　昭　次

授業科目の内容：

　本年度は，収益費用観および資本負債観について検討

する。

財務会計論の専門的知識を一通り具えている学生を対象

にして，輪読を行なう予定である。

会計学特殊研究（会計思考の拡張）（春学期）(秋学期）

 教　授 黒　川　行　治

授業科目の内容：

Ⅰ．①会計・監査に関する基礎概念を検討する。

② 会計と法，経済との関連にも着目し，会計学の思

考範囲の拡張を試みる。

Ⅱ．テキストにそって，輪読を行う。毎回１～ 2章の予定。

報告者は，担当章の準備のため，予習が必要である。

会計学特殊研究（活動基準管理）（春学期）

 教　授 園 田 智 昭

授業科目の内容：

　企業で行われている活動を管理するための手法である

活動基準管理（Activity Based Management）に関するさま

ざまな文献を検討する。会計学特殊研究（秋学期）とあ

わせて履修するのが望ましい。

会計学特殊研究（活動基準予算）（秋学期）

 教　授 園　田　智　昭

授業科目の内容：

　企業で行われている活動を管理するための手法である

活動基準予算（Activity Based Budgeting）に関するさまざ

まな文献を検討する。会計学特殊研究（春学期）とあわ

せて履修するのが望ましい。

会計学特殊研究（会計ないし監査の基礎理論ないし歴史） 

（春学期）（秋学期）

 教　授 友　岡　　　賛

授業科目の内容：

　会計ないし監査にかかわる基本的な論点について参加

者全員でもってとつおいつしたい。



会計学特殊研究（管理会計）（春学期）（秋学期）

 教　授 横　田　絵　理

授業科目の内容：

　マネジメント・コントロールに焦点をあて，理論的，

実証的な研究を行う。

　基本的なテキスト・論文の精読を通じ，理論的基盤を

形成する。また，事例から，マネジメントコントロール

の実証的意義を検討する。

会計学特殊演習（会計の理論と実務）（春学期）（秋学期）

 教　授 伊　藤　　　眞

授業科目の内容：

　博士論文の指導を行う。

　毎回，一人から論文の中間報告をしてもらい，参加者

で議論し，相互に理解を深める。登録前に担当教員とコ

ンタクトすること。

会計学特殊演習（春学期）（秋学期）

 名誉教授 笠　井　昭　次

授業科目の内容：

　本年度は，主として，時価評価に関する学説研究を行

なう予定である。

会計学特殊演習（非営利組織体の会計）（春学期）（秋学期）

 教　授 黒　川　行　治

授業科目の内容：

Ⅰ．①非営利会計に関する基礎概念を検討する。

②非営利組織体の業績評価手法について検討する。

Ⅱ．テキストにそって，輪読を行う。毎回１～ 2章の予定。

報告者は，担当章の準備のため，予習が必要である。

会計学特殊演習（管理会計論）（春学期）（秋学期）

 教　授 園 田 智 昭

授業科目の内容：

論文を作成するための指導をします。

会計学特殊演習（会計ないし監査の基礎理論ないし歴史） 

（春学期）（秋学期）

 教　授 友　岡　　　賛

授業科目の内容：

　論文の作成を目的として，研究報告にもとづくディス

カッションをおこなう。

会計学特殊演習（管理会計）（春学期）（秋学期）

 教　授 横　田　絵　理

授業科目の内容：

　博士論文に向けた指導を基本とする。各学生の研究上

の関心，これまでの研究成果の理論的意義を再確認しな

がら，理論研究，実証研究，分析などの報告とそれに基

づいた議論を行う。

会計学特殊合同演習

休　講

産業関係論特殊研究（社会保障論）（春学期）

 教　授 権　丈　善　一

授業科目の内容：

博士論文の作成に向けて履修者の研究報告を行う。

産業関係論特殊研究（産業社会研究Ⅰ（理論編））（春学期）

 教　授 三　浦　雄　二

授業科目の内容：

　「産業社会特論」（産業社会学Ⅰ（理論編））の延長線上

に置かれる。理論的考察を行なうが，受講生が当該領域

にそれなりに踏み込んでいることを前提にしている。

産業関係論特殊研究（産業社会研究Ⅱ（実態編））（秋学期）

 教　授 三　浦　雄　二

授業科目の内容：

　「産業社会特論」（産業社会学Ⅱ（実態編））の延長線上

に置かれる。受講生は，ある程度，当該領域についての

具体的テーマを持っていることが望まれる。

産業関係論特殊研究（人的資源管理）（春学期）（秋学期）

 教　授 八　代　充　史

授業科目の内容：

詳細は，履修希望者と相談の上決定する。

産業関係論特殊演習（社会保障論）（春学期）

 教　授 権　丈　善　一

授業科目の内容：

論文の作成に向けて履修者の研究報告を行う。

産業関係論特殊演習（春学期）（秋学期）

 教　授 清　家　　　篤

授業科目の内容：

　労働市場分析の論文指導を行います。具体的には研究

報告およびそれに対する討論のかたちで授業を進めます。

産業関係論特殊演習（産業社会学）（春学期）（秋学期）

 教　授 三　浦　雄　二

授業科目の内容：

　「産業関係論演習」（産業社会学）の延長線上に置かれ

る。既にある程度まで専門化していることを前提に進め

る。可能な限り，そうした専門的関心が延びていけるよ

う対応したい。



産業関係論特殊演習（人的資源管理）（春学期）（秋学期）

 教　授 八　代　充　史

授業科目の内容：

博士論文を執筆するために必要な指導を行う。

産業関係論特殊合同演習（春学期）（秋学期）

 コーディネーター　教　授 清　家　　　篤

授業科目の内容：

　研究科及び学部のスタッフ，学内外の研究者，実務家，

並びに大学院生による研究報告と討議を行う。



慶應義塾大学国際センター　在外研修プログラム

全学部および研究科に在籍している学生を対象に，夏季および春季休業中に海外で在外研修プログラムを開講しています。

これは，外国語による講義およびディスカッションのほか，大学内の寮生活などを初めとする多彩な諸活動を通して，さまざまな異

文化交流を体験することで，国際性豊かな学生を育成することを目的としています。

短期間に質の高い充実した内容が盛り込まれていますので，海外生活体験をしたい方，外国語によるコミュニケーション能力向上を

期待する方，将来長期の留学を考えている方などにとって，ふさわしい講座といえるでしょう。

形態は原則として，往復とも大学手配の航空便による団体旅行形式で，本学の教職員が同行する講座もあります。

また，現地への出発前には事前研修を実施します。（事後研修を実施する場合もあります。）

なお，プログラムは，自然災害，戦争，航空機等交通機関にかかわる事故並びに前記以外の人為的，不慮不可抗力による事故などの

ために中止する場合があることをあらかじめご了承ください。

問合せ先 三田国際センター

���� ������������������������������������� 詳細や変更は，随時ホームページ等で発表します。

ガイダンス 4月 4日（火）藤沢　Ω12教室 16：10～17：40 4月 6日（木）矢上　14�201教室 13：00～14：30

4月 5日（水）三田　519教室 13：00～14：30 4月 6日（木）日吉　�11教室 17：00～18：30

夏季講座募集期間：4月 12日（水），13日（木） 一次合格発表：4月 20日（木）

面接審査：4月 22日（土） 夏季講座選考結果発表：4月 28日（金）（予定）

①　慶應義塾大学 ― ケンブリッジ大学ダウニングコレッジ夏季講座
ケンブリッジ大学は，オックスフォード大学と並ぶ英国の名門校で，美しいキャンパスは勉学に最適な環境にあります。

授業は英語による講義，ケンブリッジ大学在籍生を交えてのディスカッション，エッセイの作成・提出を中心としており，ケンブ

リッジ大学の教員が指導にあたります。

〔現地研修期間〕

2006年 8月 7日（月）～ 9月 6日（水）（予定） 5月～ 7月に三田キャンパスにて事前研修を 2回程度行います。

〔開講予定科目〕※６科目の中から３科目を選択して履修。

������� ����������� ������ �� ���� ������� ������ ��� ������� ������������� ���������� ��������� ��� ��������� ��� ������� �� ������

���������������������������������

〔研修内容〕

講義（午前），ケンブリッジ大生（��� �������� ���������）を交えてのディスカッション（午後）。エッセイ作成・提出（週末）。

〔単位数〕

４単位 ※本講座の科目は，卒業に必要な単位として認められることがあります。その扱いは各学部・研究科によって異なります

ので各自確認をしてください。

〔募集人数〕60名

②　慶應義塾大学 ― ウィリアム・アンド・メアリー大学夏季講座

ウィリアム・アンド・メアリー大学は，米国東海岸ヴァージニア州ウィリアムズバーグにあり，教育・研究で高い評価を得ている州

立大学です。創立は 1693年で，アメリカではハーバード大学についで古い歴史を誇っています。

本講座は，毎年定められるテーマに沿った英語による講義，グループワーク，フィールドワーク，プレゼンテーション等で構成され

ています。また，大学内での寮生活や，講演会，ワシントン ��近郊の家庭でのホームステイ等を通じ，さまざまな異文化交流を体験

することができます。

〔現地研修期間〕

2006年 7月 28日（金）～ 8月15日（火）（予定） 4月下旬より事前研修（6回程度），帰国後には事後研修（2回程度）を行います。

〔研修内容〕

ウィリアム・アンド・メアリー大学の教員による講義および質疑応答，ダイアローグクラス，ウィリアム・アンド・メアリー大生を

まじえてのグループワーク，フィールドワーク，プレゼンテーション，ワシントン ��近郊の家庭でのホームステイなど。

〔単位数〕

４単位 ※本講座の科目は，卒業に必要な単位として認められることがあります。その扱いは各学部・研究科によって異なります

ので各自確認をしてください。

〔募集人数〕40名

�



③　慶應義塾大学 ― ワシントン大学夏季講座
ワシントン大学はアメリカ北西部ワシントン州シアトルにある 1861年に創立した歴史のある学校で，ワシントン州最大の大学で

す。豊かな自然に恵まれたキャンパスはとても広大で美しく，緑が多い環境の中で落ちついて学業に専念することができます。

「環境」を多面的な視点から学ぶ講義・ワークショップとディスカッションのほか，フィールドトリップ，ワシントン大学の学外施

設を利用した実地自然体験宿泊旅行などをバランスよく配置しています。

なお，この講座には ����（�����������������������������������������環太平洋大学協会）加盟大学から数名が参加する予定です。

〔現地研修期間〕

2006年 8月19日～ 9月 9日（予定） 5月～ 7月に事前研修を 2回程度行います。

〔研修内容〕

講義／ワークショップ，ディスカッション，フィールドワーク，プレゼンテーション

体験宿泊旅行：レーニア山，エコロジーウォーク（森林学），フライデー・ハーバー・ラボ（海洋学）

〔開講科目例（2005年度実績）〕

����� ������ ��� ������������� ��������� ������ ������������� ���������� ������������ ������������ ��� ��� ����� ��������

〔単位数〕

4単位 ※本講座の科目は，卒業に必要な単位として認められることがあります。その扱いは各学部・研究科によって異なります

ので各自確認をしてください。

〔募集人数〕30名

④ 慶應義塾大学 ― パリ政治学院春季講座

パリ政治学院は，フランスのエリート養成機関『グランゼコール』の 1つで，フランス現大統領のシラク氏をはじめ，歴代の政界・

財界の著名人の母校として大変有名です。

本講座は，加盟国の増大により拡大する ��の政治・社会・財政・文化の問題のみならず，��対アジアや ��対米国の関係など，

様々なテーマを取り扱う非常に中身の濃いプログラムになっています。

プログラム期間中に，各自が決めた研究テーマに沿ってエッセイを書き，プログラム修了時には，パリ政治学院からディプロマが授

与されます。また，最終週にはベルギーの首都ブリュッセルにある ��の諸機関を実際に訪問し，��の組織に対する理解を深める機

会が設けられています。

講義はすべて英語で行われますが，午後にはフランス語の授業もありますので，2カ国語を同時にマスターできるのもこの講座の魅

力となっています。

プログラムの詳細は，11月ごろ国際センターホームページで発表します。

〔現地研修　2005年度参考〕 2006年 2月 19日（パリ）～ 2006年 3月 18日

〔講義内容　2005年度参考〕

1� ���� ������� �� ������� ���� ���� � ��������

2� ��� ������������ �� �������� ��������������

3� ��������� ������ ����� ��� �����������

4� ��������� ��������� ������� ��� ������� ��� ���� �������� ��

5� ���� ������ �� ��� ������������

6� ���� ������ �� ������������ ���������� ��������� ��� ��������� �� ��� ���������� �� �������� ��������� ����������

7� ���� ���������� �� � ������ ����������� ��������

8� �������� ��� ��� �� ������ �������� ��

9� ��������� ������� �������

10� ��� ����� � �������� ���������� ��

11� ���� ������ ������������ �� �������� ����������

12� ��������� ���������� �� �������

13� ������� ���������� �� �������

14� ������� �������� �� �������

15� ������ ��������� �� ������ ������ ��������� �� ����������

16� ���� ���������� �� � �������� �������� ��������

17� ������� ��� ��� ������ ���� ����������

18� ������� ��� ������������ �������� �� �������

単位取得：４単位（卒業に必要な単位として認められることがあります。ただし，次年度春学期設置科目として認定の為，参加時に

最終学年の場合は対象外となります。）

定　　員： 30名（うち 10名は上智大学生）

�



国際研究講座ならびに日本研究講座受講希望者へ

国際センターでは，外国および日本の文化や社会，国際関係を理解するための英語による講座を開講しています。
本年度国際研究講座で取り扱う国／地域は，米国，カナダ，オーストラリア，アジア，ラテンアメリカにおよび，
��関係の講座も開講します。一方日本研究講座では，政治，経済，産業，文学，芸術，思想など幅広い側面から日
本を探求します。
海外からの外国人留学生と共に英語で学ぶ授業としてユニークなものであり，学問を通しての国際交流の場として
日本人学生の積極的な参加を歓迎します。
なお，本講座の履修単位の取り扱いは各学部・研究科により異なりますので，所属する学部・研究科の履修案内に
従ってください。

1� 対象 大学学部生，大学院生，ならびに別科生（原則として新入生を除く）

2� 単位 各科目 2単位
（なお，医学部・医学研究科および法務研究科ではすべての授業科目が履修の対象となりません）

3� 手続方法
履修申告をしてください。国際センターに出向く必要はありません。
学部・大学院が設置主体の科目については，学部・大学院の登録番号を使用してください。

所属する学部・研究科で履修対象とならない場合は，三田，日吉の国際センターで相談してください。

4� 受講料 無料

5� 掲示 休講などの連絡事項は，三田の国際センター掲示板に掲示されます。

国際センター設置講座

�



国際研究講座（������������� �������）

東南アジア世界の諸相 （春学期）（������）
����� �� ��������� ����
野村亨 総合政策学部教授

���� ������ ���������� ������� �� ������ ����������

��� ������

������������� ������������ � ���������� �������

������ ������������

�� ���� ������ �������� ��� ������� �� ������������ �� ���� �� ���������� ������ �� ��������� ����� ��� ����������� �������� �� ���� �������

���� ������ �� ����� ������ ��� ����� ��� ���� �� �� ������� �� ������� �� ���� ��������������� �������

���� ������

����� �������� ���� �� ����� ���� ���� �� �����

��������� ������

������� ����� ���� �� ��������� ������ ��� ������

����� �������� ��� �����

1� �����������

2� ���� �� ��� �

3� ��� � �����

4� ��� � �������� �����

5� ������ ��� ������� �� ���

6� ��������� �� ���

7� ����� �� ���

8� �������� �� ���

9� ����� ������� �� ���

������ ���� ���� ����� ����� ��� ������ ���� ����� ������� ��� ������� ������������ ������ ��� ��� ��������� ���������

������� �� ����� ������ ���� �������

�������� ��� ����������� �� ����� ����� � ��� �� ���� ��� � �� ��������� ���� �� ����� ��������

��������� ����� ���� �� ��������� �� ��� ���� ��������

������� ��������

�� ����� ������ ����������� �������������

���������� ���������

������ �� ��������� �� � ���������������������

�� �������� �� ������ ���� �� �����������

異文化と自己理解 （春学期）（������）
������� ��� ��� �����������
ショールズ，ジョセフ 国際センター講師（立教大学助教授）

������ ������� ��������� ������������� ������ ���������� ���������� ������ �����������
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������� ��� ��� ������ � ������� ���� � ����� ��������� ������������ � ��� � ������ ���� �� ����������� �������� ������ ��� ������������ ��

���� ������ �� ���� ����� ��� ����� �� ��� ��������� �� ������ �������� �� ���� ������� ��������� ����������� �������� ���� ��� ��� ��� ���

������ �������� ���������� ������� ������� �� ������������� ��� �������������� ���� ���� ������� �������� ������ �������� �� �������� ����������

������� �� ������ ����� ����� �������� ������ ������������ ������������� ��������� ��������� �������� �������� ���� ������� ����� �������������

������������ ����� ����� �������� ��� ���� �������������� ��� �������� ���� �� ���� ������ �� � ������ �������������������

���� ������

�������� �� �� �������� �� ��� ��������

��������� ������

1� ��������� ��������� � ���������� �� ������������� �������������� �� ������� � ���� ��������� �� ����������

2� ������ ��� ����� �� �������� �� ����������� ��� ��������������� ��������� �� ������ ����

����� �������� ��� �����

1� ����� ������������

2� ��� ��������� �� ������ ������� ������ ����� � ������ ����
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3� � ����� �� ������ ������� � ��� ����� ������

4� ������� �������������

5� �������� �� ����� ��������� � ������������ ��� �����������

6� �������� ������� ��� ��������������� � ��� �� ���� ��������

7� ������� ��� ������ ���� �� ��������� ��� ��� �

8� ������� �������������

9� ������� ��� ������ � ������ �������� ��� ������ �������

10� ��������� ����� �� ���� � ����������� ��� �����������

11� ������� �������������

12� ����� �����

������� �� ����� ������ ���� �������

���� ������ �� �������� ��� �������� ��� ���� �� �������� �� ������������� ������� �� ��������� ���� �� ��� �������� ��� ������ ����� ����

��� �� ���� ������ � �� ����������� ��� ������ ������ ��� ����������� �� ��� �������� �� ���������� ���� ������ ���� �� ���������� �� ����

������� ��� ���� �������� ����������� ��� ��� ��� ������������ ����� ���� �� ��������� ����������� ��� �������� ��������������

��������

������ ���� �� ����� �� ����������� �������� ������������� ��� � ����� ���� �����

オーストラリア政治の今日的問題 （春学期）（������）
������� ������ �� ���������� ��������

テリー，レス 国際センター講師（ビクトリア工科大学文学部助教授）

������ ����� �������� ������������� ������ ������� ��������� ������� �� ����� ������ �� ������ ���������
�������� ���������� �� �����������

������ ������������

���� �������� ���� ������� ��� �������� ���� �� ���������� �� ������������ ���������� �������� ���� �� ���������� �� ��� ����� ���������� ���

�������� �� ���� ��������� ��������� �������� ��� ������ �� ��� ��������� ������� ��� ����� ������� �� ���� �� ��� ��� ������� �� ������� ����������
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���������� �������� ������� ��� ����� �� � ���� ��� ���� ��������� ����� ������ �� ����� �������� ������ ������� ��������� ���������

�������� ���������� ������� ������������������� �������������� ������� ������ ��� ������ �� ��������� ����

�5� �������� ������� ���� �� �������� � ������� ������������� ��� �������� �������� ��������� ��� �������� �� ����������

��� ��������� �����

����� ����������� ���� ������������ ��� ����� ������� ������������� ����� ������� ���� ������ ��� ������� �3�� ��� 2001� ��� ����������

�������� ������������� ����� ������ ����������� ��� ������������ ��� �������� �� ������������� ����� ������ ���

������������

����������� ��� ������ ����� �� �� ���� ����� ��������

���� 12� ������� ��� ������� 1� ������������ �� ������������� ����� ������ ��� ��� �������� ����� ������ ��������

���� 19� ������� 4� ����������� ��� �������������� �� ��������� ��� �������� �� ��������� ������� ��� �������� ������

���� 26� ������� 5� ����� ��������� ����� ������������� ����� ������ ��������� �������� ����������

��� 10� ������� 6� ���� ���� ������������� ���������� ��� ��������� ��� ��������� �� ����� ������ �

��� 17� ������� 7� ������������ ������������

��� 24� ������� 8� ��� ����� ������ ��������� �� ���� ����������� �� ����� �������� ��� ������������ ���� ������� ������� ���� ���

������ ������� ����� �����������

��� 31� ������� 9� ������������� ����� ������ ������������

������������ ���� ����� �� ����� ������� �� �� ���������

���� 7� ������� 10� ��� ��� ��� ���������� �������� ������� ��� ����� ������ �� ����� ��������� �

���� 14� ������� 11� �������������� ����� ������ ������� ��� ������������ �� ������� �����

���� 21� ������� 12� �������� ����� ������ ������

���� 28� ������� 13� �������� �������� ��� ����� ������ ����������� ��������� ������������� ����� ������ �� ������� �������

����������� ��� ��������������

���� 5� ������� 15� ������� ��� ������ ���� ������������� �� ����� ������� �������� ����������

����12� ��������� � ������� ��� ��������� ��� ����

������� �� ��� ������

��� ����� ���������� �������� �� ������� ���� ��������� ��� �� �������� ��� ���� ��������� ������� �� ������� ����� ������ �����������

������� �� ��� �������� ������ �� ��� ���� ��� ������ �� ���� ����� �������� ��� ����������� �� ����������� ��� ��������������

������� �������

�������� ���� ������� ����� ����� ��� ��� ������ ����� �� �1� ����� ���������� �10��� �2� ���������� ������������ �� ����� ���������� �10��� �3�

�� ����� �30��� ��� �4� � ���� ���� �50���

����� ������

���������� 1�3 ���� �� �� �����������

アフリカンイシューズ：アフリカにおける近代と危機の意味 （春学期）（������）
������� ������

近藤英俊 国際センター講師（関西外国語大学助教授）

��������� ����� ��������� ������������� ������ ���������� ���������� ������ ������ �����������

��� ������

��� ��������� �� ����������� � ������ ������������ ���������
������ ������������

��������� ��� ��� ��������� ���� ���������� ������� ��� ������������ ������ ��� ������ ��� ����� �� ������ ������� ���������� �� ����� ��������

����� ��� ����� ���� � �������� ����� �� ��������� ���������� ���� ������� ���� ������� ������� ��� ��� ������ �� ���� ����� ���� ��� �����

���������������� �� �� ������� ��������� ��� ����� �� ���� ������ �� ��� ��������� �� ����������� ���� ��� ������� ��������� ����� ������ ���� �����

������� �������� ����� ���� ���� ����� �� ���� ��� ����������� ������ ���� ������ �� � ������������ ������� ���� �� ����� ��� ����� ���������� ���������

���� ���� ������ ��������� ������ ���� ���� �������� ������ �� �� ��������

���� ������ �� �������� �� ������� ���� �� ��� ����� �������� ���� ������ �� ��������� ������� ���� ���� �� ���� ����� �� �������� ���

������������� ���������� ���� ����������� �� ������������ ������� ���� ��������� ��������� �� ����������� ��������� ���� �� ������ ������ ���� ��

���� ������������ ���� ��������� ������ ����������� �� ������ ���� ��� ���� ��� �������� ��� �������� �� ����������� ����� �� ���� ���� ��

�� ���� �� ������ ������������ ��������� �� ����� ��� ������� �� ����� ����� ��� ����������� �� ��� ���������� �� ������� �������� ���� ��� �����

������ ������� ���� �� ������ �������� ��� ����������� ��� ����������� ���� ���� ��� ����������� ��������� �� ��� ������������ ���� �� ������

������ ������� ���� ������� ������������� ��������� ���� ��� ������ ��������� ��� ���������� ����� ������ ��� ���������� ����������� ���

�



��������� ���� ���������

����� ���� ����� �� �������� ������������ �� ���� �������� �1� ����������� ������ �� ������������ �2� ��� �������� �� ����������� ��� �����

������� �� ��� ����� �� ������������ ��������� �� ������� �3� ������������� ������� ��������� ��� ������������ ��� �4� ������������� �������

����������� ��� ������������ ��� ������ �������� �� ��������� ��� ���� ������� ��� ���� ���� ���� ������� ����������� ��������

���� ������

����� ���� �� ����������� �� ��� �������

��������� ������

���������� ���� �� ��������� �� ��� ������� ������� ��� ��������� ���� �� ���������

1� ������� �� 2001 ������ ���������� ����� �������

2� 野元美佐 2005『アフリカ都市の民族誌』明石書店

3� 松田素二 1996『都市を飼い慣らす』河出書房新社

4� ������ �� 2003� �������� �� ��������� �������� ������ �� �������� ������������ �

����� ���������

�� ������������� ����������� �� ������������ ������ �1 ��������

��� ��� ������ ��� �������� �� ����������� �4 ���������

1� ����������� ������� ��������

2� ��������� �� �������

3� ������ ��� �������� ����������

���� ���������� �������� �������� ��� ����������� �4 ���������

1� ������������ ��������� �� �������� ���������

2� �������� ���� �����������

3� ��������� �������������� ��� ��� �����

4� ������ �� ����� ��� ����������

��� ����������� ��� ����������� �4 ���������

1� ��������� ��� ������ ������������

2� ����� ��� ����� �����������

3� ������������� �������������� ����� ��� ����������� �� ��� ����� �� �����������

������� �� ����� ������ ���� �������

��� ������ ��������� �������� ��� ����� ������ ��� ����� ������ �������� ��� �������� �� ���� ��� ��������� � ���� �� ����� �� ��������

�������� 30 ����� ��� ����� ������ ��������� ��� ������ �� ��� ������ �������� ���� ������� ����� �������� �� � ����� ����� ��� ���� ������� �� ��

����� �� ��� ��� ����� ���� �� �� �� ����� �� ���� �������

������� ��������

���������� �� ����� �� ������ ������������� �� ����� ����� ��� �� ����� �3000 ������ ��������� �� ��� ��� �� ��� �����

グローバルビジネスにおける革新と戦略 （春学期）（������）
���������� ��� �������� �� ������ ��������

トビン，ロバート　�� 商学部教授

������ �� ����� ���������� ������� �� �������� ��� ��������

������ ������������

���� ������ �������� ���������� ����������� �� ������ ����������������������� ��������������� ��������� ��������� ���������� ��

���������� ��� ����� ������� ������� ���������� ��� ������� ������������ ��� ��� ��������� ������������ ��� ��������� �� ��������

��������� ������ ���������� ����������� ����������� �������� ��� ������ ��� ��� ���� �� ��� ��� ���� ��������� �������� ��� ����� ��������

������������ ���� �� �������� �� ���� �������

�������� ���� ������� ��� ������ ��� ����� ���� ��� �������� ��� ��������� ��� ��������� ��� �������� ��������� ������������ ��� ����� ���

������ ���������� ���� �� ����� ������

��� ������ ���� �� ��������� ������� ������ ���� �������������������� ������� ����� �������������� ���� �������� ����� ���������

������������ ����� ����������� ��� �������� ������������

���� ������

������� ��� ���������� �� ���� �����

������������� ������� ��������� ��� ���� �������

���������� ���� �� �� ��������

��������� ������

�������� ��� ���������� �� ���� ������� ��������� �� ��� ����� ���� ������ �������� �������� ����� ��� ���� ������� ��� �� �����

������� �������� ���������� �����������

����� �������� ��� �����

���� �� �������

� ������������� ���� �� ������ � ����������

�



� ������ �� ������������� �������� ���������� ���� ��������

� ����������� ����� � ����������

� ���� �� �� ����� �������� ��������

� ��� �� ������ � ������ ���������

� ��� ������ ��������� ��� �����

� ���� ������� ��������� �����

� ������ �������������� ������������

� � ���� �� ������ �������

� ������ ����������������� ��������

� ������ ��� ������� �� ������������������ ������

� ���������� �� ����������

� ������ �� ������������� ��������

���������� ����������� ����� ���� ������ ��������� �� �����������������

������� �� ����� ������ ���� �������

� ������������ ���������� ������ �������� �� ��������� ��� �� ����� �� ���� ���������� ����� �� �������� ��� � ������������ ��������

������� ���� ������ �������� � ����� ������ �� ������ ��� �������� ���� ����� ������� ��� �������� �������� ���� ������ ��� ������ ��

�������� ���������� �� ���������� ����� �� ����������� ����������� ��� ������� ����������� ��� ��������������

���� �������� ���� ���������� ���� ��� ������� ��� ���������� ������ �� ����� ������

��������

���������� ����� �� ���������� ���������� �� ����������� ��� ��������� ������������� ��� ������� ����������� ��� �� ������������ �� ���

����� �� ����������� �������� ������ ������� ������� ������� ��� ����������� ��� �� �������� ��� ��� ���� ������ ��� ����������� ���� ��

����� ��� �� ���� ������ ��� ���������

���������� ���������

���� �������� ���� ���������� ���� ��� ������� ��� ���������� ������ �� ����� ������

���� �� �������� ������������� ��������������������� �����

現代ロシア研究 （春学期）（������）
������������� ������

ナコルチェフスキー，アンドリィ 文学部助教授

������ ������������� ��������� ���������� ������� �� �������

������ ������������

��� ���� ������� �� ���� ������ �� �� ������� �� ���������� ������������ ������� �� ���������� ������ ��� ���� �� ���� ����� �������� ���������

���� �� ��� ������� �� ��� ��� ������� �� �������� ���� ����� �������� ���� ������ ���� ��� �� � �������� ������ �� ������� ��� �������� �� ���� ����

���� ����� ������ ����� ������� ������ ������ �� �������� ������ � ����� ��� ������� �������� ����� ���� ���� ���� ��� �������� ���� ���� �����

��� ���� ���� ����� �� ���� ��� �� ���������� � ��������� ���������� ����� �� ��������� �� ����� ������ ����� ����� ��� ���� �� �� ���� ������� ��

���� ���� ������� ������� �������� �� ������ ������� ������������ ��������� �������������� ��� ���������� ������� ���� �������� �� ���� ��� ��

���������� ������ �������� ��� ����������� �� ���� �� ���� ����� � ��� �� ����� ��������� �� ������������� ��� ��������� �� � ���� ��� �����������

���� ���� �� ���� �� �� � ������� � ���� ���� �� ��� ���� �������� �� ����� �� ���� ��� �� ��� �� ������ ������ ����� ��������

����� ���������

1� ������������

2� ��� �������� ����� �� ������� �������� ��� ������� �� ������ ��� ��������

3� �������� ������������� ��� ������ ��� ���� �� ������� �������

4� ����������� �������� ��� �������� ������� ������� �� ��������� ������ ��� ����� ��� �����

5� ������ ��� ������� ������������ ��� ������������

6� �������� ��� ����������� ����� �� �����������

7� ������� ��������� ����������� ���� �������� ��� �����

8� ������� ����� ������ �� ���������������

9� 19�� ������� ������ ������������� ��� 1917 ����������

10� ��� ������� ��� ��������� ����������

11� ������������ ��� ������������� �� �������� �

12� ������ �� ������ �� � ������������ �����������

������� ��������

������������ ��� �������������

��



アメリカ研究：アメリカの歴史・文化と外交政策 （春学期）� �������
�������� �������

ウィリアムス，ムケーシュ 国際センター講師

������ �� �������� �������� ������������� ������

��� ������

�������� �������� ������� ��� ������� ������
������ ������������
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���� ���� ������� ��� ����� ������ ������

1� ��� ������� �� ������ ������� �� ����� �����

2� ������ ��� ������������

3� �������� �������� �� �����������

���� �� ��������

���� �� ��� ������ �� ����� ����������

1� �������� ������������� ��� ����� �������

2� ��� ����������� �� ����� �������

3� ��� ������� �� ������ �������

���� �� ��� �������� ����� ����� ���������

1� ��� �������� ���������� ��� ��� ������ ��������

���� ��� ����� �� ����������� �����

1� ����� ��� ����� �������������� ������

2� ����� �� ����� �����������

���� ��� ������ �������� ��� ��� ����� ������

���� ��� ��� �������� ������� �������

���� ��� ������������� ��� ����������������

������� ��������

1� ����� ��� �������� ���� 25� ��� ��� ����� ���� 25�

2� �������� ��� 10����� �������� ����� �� ��� �������� ����� ���� ������� �� ��� ������� 25�

3� ����� ������������� ��25�

ドイツ文化と社会 （秋学期）（����）
������ ������� ��� �������

ワニェク�ヤクリーン 国際センター講師

���������� ������ �������� ������������� ������

��� ������

������������ �� ������ �������� ����������� ��� ��������� ������� ��� ���������� ����������

������ ������������

��� ��������� �� ���� ������ �� �� ������������ �� ��� �������� ������� ��������� ��� ����������� ������� �� �������� �������� ���� �� ������ ��

��



������������ ������ ������ ���� �� ��� ������ �������������� ��������� ���� �� ��� ������������� ��������� ��� ��������� ����� �������� ��

����� �� ������������ ��������� �������� ������� ��� ����� �������������� �������� ���� ������� ��� ������ �������� ��������� ���� ���� ��

������������ ���������

���� ������

�������������� �� �2004�� ������� ����� 1945 �������� �� ������������ ��������� ��� ����� �������� ����������

����������������������������������

��������� ������

������� �� �2002�� ���� �� �������� �� �� ��� ������� ��� �����������

����� �������� ��� �����

1� ������������

2� ����������� ����� ���������� �������

3� ������� �� �������

4� ���������� ������� ������ �������������

5� ������� ��� ������

6� ������ ���������

7� ����������� �������

8� ��������� ������

9� ����������� ������

10� ������� ��� ����������

11� ������� ��� ���������� 1

12� ������� ��� ���������� 2

����� �����

������� �� ����� ������ ���� �������

�������� ��� �������� ���������� �� ���������� �� ��� ����� �� ������ ������������� �� ����� ����� ��� ������������

������� ��������

1� ����（����� ���� 30�）

2� �������（����）

3� ����������� �������������（������� ���������� 50�）

4� �����（����� ������� ������������ 20�）

比較映画論�映画における歴史の表象 （秋学期）（����）
������� �� ��� ����� ������������ ������� �� ����

エインジ，マイケル　�� 経済学部助教授

������� �� ����� ��������� ���������� ������� �� ���������

������ ������������

����� ����� ��� ���� ��� ����� ��������� �� ���������� �� �������� �� ���� ������� �� ���� �������� ��� ����������� �� ������� ������ ��

������������ ������� �� ����� ��������� �������� ����� ���� �� ��������� ���������� ����� ��� ������������ �� ���� �� ����� ������ ����

����� ���������� ����� �������� �� ���������� ����� ��� �� ��� ������ �������� �� ����� ������ ���� ������� � ������ ���� ��� ��������� ���

����������� �� ���� ������ �� ���� �������� ������� ������������ ��� ���������� ���� �� ���� ������������ ��������������� ���������� ������

������������� �� ��� ����� � ��� ����� ��� ���� �� ������������� ��������� ���������� �� �������� ���� �� �������� ��������� � ��� ���� ���� ������

������� ���� ���������� ��� �������� � ����� ��� ����� ��������� ���� ���������� ��� ���� �� ��� ������������

���� ������

�������� �� ��� ������� ������ �������� �������� �� ��� ������ �� ���� �� �� ��� ���������� ����� ������ ���� �� ����������� �� �����

����� �������� ��� �����

���� � ����� ������������ ����� ��������
1� �����25 ������������� ������������ ������� �� ���� ��� �� ����

2� ����2�16 ��������� ������ �� ��� ����������� ������ � ����� �ハーツ・アンド・マインズ������ 1975�

3� ����23�30 ��������� ������ ��� ��� ���������� ����� ��� ���� ������� �ラスト･サムライ������ 2003�

4� ����6�13 ������������� ������ �� ����������� �������� �キロンボ��������� 1984�

5� ����27�����4 ������������� ������ ��� ����� ����� �チェド���������� 1978�

6� ����11�18 �������������� ������ �� �������������� ������ �ウォーカー����� 1987�

7� ����8�15 �������������� ������ ��� �������� ����� ���� ������ �サン・ソレイユ��������� 1982�

������� ��������

1� �������（����� ������� ���� ����� ����� ���）

2� ����������� �������������（���）

��



グローバルヴィレッジ構築に向けて：日本とサブ―サハラン　アフリカ地域 （春学期）（������）
�������� ��� ������ �������

フリードマン　デビッド 環境情報学部教授

����� �������� ���������� ������� �� ������������� �����������

������ ������������

������� �������������������������������

�� �� ������������ ��������� ������ ����� ��� �� ��������� ������ ����������� ���� � ������� ������ ������� ����������� ���� �������� ���

�������������� ������� �� ��� ����� ����� �������� ����� 2001� ��� ���� �������������� ��� ������ �� ������ ��� ������� ������������

����������� ���� �� ������� �� ����� �� ����� � ������ ����� ����� ���� �� ������ ���� �� �� ������������ ��� �������� ���������� �� ������ ���������

������ ���������� ��� ������� ������� � ������ �� �������� ������� �� ����������� ��� ������� ��������� ���� ��� �������� ������

������������������������������������ �������� ���� ������� ��� ������� �� ����� ����������� ������������ �������� ��� �������� ���� ��� ����� ��

������������ �������

��� ������ ���� ����� ��� ������������� ���� �� �������� ������� ��� ��� ������ ���� ���� ������� ���� �� ���� ���� ���� �� ��������� ����� �����

��������� ��� �� ������� �� ��� ������� ��������� �������� ���� ��� ������� ��������� �� ��� �������� ����� ���� �� ������� �� ����� �� ���

����� �� ������ �������� ������� ��� ������ ��� ��� ������ �� �������� �������� ������ ��� �������

�� ��� ��������� �� ����������� ������ ������� �� ��������� �������� �� ����� ���� �� ��� ���� ��� ���������� ����������� ������������

�������� ���������� ��� ��� ������ �� ���� ���������� ����� �������� ������� ���� ������� �������� ��� ������ ������ ��� ������ ����� ��� ����

��� ��� ������� ������� ��� ������� ��� ��� ��� ����������� ��� �������� ����������� � ����� ���� �� ��� ������������� ������� ��� ����� ��� ��

��� ����� ����� ������������� ���������� �� ������� ����������� �������� ����� �������� ��������� ������� ������� �1 ������� ��� ���������

��� ������ ���� �� ������ ������ ����� ��� �� ��� ����� ��� ������ ��� ������� ���� ���������� �������� ��� ��� �� � ������� �� ������� �� ���� ���

����������� ������� �������� ������ ��� ����� ���� ������������������ ��� ������� ���� ����������� ��� ����� ����� ����������� ������� ���

����������� ����������� ��� ������ ���������� � ����������������������������������������������� �

���� ������� ���� �� �������� �� ���� � ����� ����� ���� ���� ����� ��� �� ��� ������� ��������� ����������� �� ��� ��������� ��� ������ ����

�������� ��� ������� �� ��� ���� ��� �������� ������� ����� ����� ������� ��� ������ �� � ����� �������� ���� ����� ���� ������� � ��������� ����

�� ������� ������� ��� ����������� ������� ����� ��� ����� �������� ��������

����� �������� ��� �����

����� 1� ������������ ��� ������������ ���� �������� �������� �� �������� ���� ������ � ����� ����� �� ���� �����

����� 2� � ����� ������� �� ������ � ���� ������� �������� ������

����� 3� ��� �������� ������������ �� ����������� �� ������

����� 4� ����� � �������� ��� ��� ����������� ���������� �������� � ����� ����� ��� ������ �� ��������

����� 5� ������ ������ ������� ��� ��� ����������� � �������� ��� �������� ������

����� 6� ��������� ������� �����

����� 7� ����������� ������ �� ����������� ���������� ������� ��� ������� �� ������ ������

����� 8� ������� � ��������� ��� ����� ���������� �������� �� ���������� �� ����� � ������ �������� ����

����� 9� ��������� ����

����� 10� ���������� �� ��� ��������� ��� ���� �������� ��� ��� ������

����� 11�13 ������� ������������� ��� ����� �����

��������

�� ���� �� � ������� ����� ���������� ���� �� �� ��������� ���� �� ��� ������ �� � ������� �� ������ ��� 3 ������� ������� �� �������� ������

������� ����� ���� �� ������� ��� ������ �� ���� ���� 4 ����� ��� ������� ��� ������� ������ ���� ��� ������ ����� ���� ��� ����� ���� ���

������������� ���� ������� ���� �� �������� �� ���� �� � 3�4 ���� ����� ������� ������ 12�� ���� �������� ������������� �� ��� ���� ��� �� ������

��� ����� ���� ����� �� ��� ������ �� ������������ ��������� ������� �� ��� �������

����������

�������� ����� �� �� ����� ��� ��������� ����� ��� �������� ��������� ��� ��� ��������

�����������������������

����������������������������

���������������������

���������������������������������� � ���� ���� �� �������� ������� ������ ��� ������ ��������

������� ������ ���������

���������������������������������������������������������

�����������������������������������

���������������������������������

���� ��������� 2005

��������������������������������

��



�����

��� ����� �������� �� �������� ��� ������������� ��������� ���� �� ��������� �� ��� ����� ������

カナダという国とカナダの国際的な役割 （秋学期）（����）
������ ��� ��� ������������� ����

イエローリーズ，ジェームズ 国際センター講師（カナダ日本連盟日本代表）

����� ���������� ��������� ������������� ������ ���������������� �������� ��������� ���������

��� ������

�������� ���� ���������

������ ������������

�� ���� ����� ����� ��� ������� ��� ������� �� ������ �� � ������� ��������� ��� �������� �������� ������� ��� ������������� ���� �� ������� ��

�� �� ����������� ����� �� ������������ ���� �� �������� �� ���������� ���� ������

���� ������

����� ���� �� ����� ��������

��������� ������

����� ���� �� ����� ��������

����� �������� ��� �����

1� ������������ �� ����������� ��� ���� ����������� �� ������ �

2� �������� ������������� ���������� ��� ����

3� �������� ��������

4� ������������� ������

5� �������� �������

6� ������������ ������

7� ��� �������� �������

8� �������� ��������

9� �������� �������

10� ������������ ������� ������� ����� ��� �������

11� ����� ����� ������������� ������

12� ����� �������� �������� �����������������

13� ������

14� ������� ��� �������

������� �� ����� ������ ���� �������

������ �� � ���� ����������� ������ ���� ��� � ��� �� ���������� �� ��� ��� ���������� �� �������� ���� ����� ������� ������ �������� ������ ����

�������

������� ��������

1� ������� �� ���� ���� ������� ������ �� ��� ������ �� �������� ��������� �������� ������� �� ���������

2� ����������� �������������

文化・文化適応とアイデンティティ （秋学期）（����）
�������� �������� ����������� ��� ��������

横川真理子 国際センター講師

������ ���� �������� ��������� ������������� ������

��� ������

文化がコミュニケーションと相互理解に与える影響

��� ������������� ��� ������������� ��� �������� �� �������

������ ������������

���� ������ �������� ��� ������ �� �������� ������ ��� �������� ��� ������� �� �������� ����������� ��� ��������� �� �������� ��������� ��� ���

������������ ������� �������� ��� �������� ����� ������� ���� ������� ������� ��� ��������� ���� �� ������� ����� ���� ����� ������ ������� ��

�������� �������� ����������� ��� ������������� ������ ���������

�� �������� �� ��� ��������� �������� ���� �� ����� ������������� �� ������� �������� ��������� �� ��������� �� �������� ����������������� �� ����

������ �� ���� �� �� ������������� �� ������������ ������� �� ����� ������� ��� ���������� ���� ������� ����� ���������� �� ��� �� �������

������������ ��������������� ���������

���� ������

���� �� �� ��������� � ����� ��������� �� �� ������ ��� �� ������

��



��������� ������
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・���� ����� ������� ��� ��� ������������ ������� ������� ��� ���������� ��� ��� ������ ���������� ������� �� ����������� �����������

���������� 2000�

・後藤一美・大野泉・渡辺利夫（編著）『日本の国際開発協力』＜シリーズ国際開発：第 4巻＞日本評論社，2005年。

・後藤一美（監修）『国際協力用語集』＜第 3版＞，国際開発ジャーナル社，2004年。
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第 7回～第 9回： ����� ������ ����� 2� ���������

第10回～第12回： ����� ������ ����� 3� ������

第13回： ��������� �� ������������� ����������� �����������
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現代インド事情 （秋学期）（����）
����� �����

西村祐子 国際センター講師（駒澤大学教授）

���� ��������� ��������� ������������� ������ ����������� �������� �����������
セット�アフターブ 慶應義塾大学グローバルセキュリティ研究所教授
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�� � ����� �������� ��������� （秋学期）（����）
嘉治　佐保子 経済学部教授

����� ������ ���������� ������� �� ���������
林　秀毅 経済学部非常勤講師
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産業史各論（科学技術政策史） （春学期）（������）
������� �� ������� ��� ���������� ������

ルイス，ジョナサン 商学部非常勤講師（一橋大学助教授）
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加藤弘一　著『電脳社会の日本語』文春新書，2000
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1� オリエンテーション

2� 技術政策の概要

3� イノベーションと技術普及論

4� 宇宙ロケットの開発史

5� プロジェクト・オライオン（原子力ロケット）

6� 国際宇宙ステーション

7� 海洋研究

8� 規格の役割。文字コードを例に

9� 著作権制度

10� オープン・ソース・ソフトウェア

11� コンピュータセキュリティ

12� 科学技術政策と大学

13� まとめ

�����������

授業内試験の結果による評価 ��������� ������������

���������
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���������� ��� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ������Spring�
SEMINAR: LECTURE OF ETHICS 1 

��� ��� � � � � � � � �����

Masayoshi� Tarui          Professor, Faculty of Letters 
������������� ������

Ertl, Wolfgang             Associate Professor, Faculty of Letters 

Sub Title: 
Virtue ethics

Course Description: 
The Movement of virtue ethics was initiated in the 1950s to correct the shortcomings of the then dominant strands of ethics, namely (what was 

taken to be) Kantian deontology and Utilitarian consequentialism. As an alternative, the virtue ethicists, inspired by the works of ancient 
philosophers, claimed to offer different accounts of morality, putting the emphasis on notions such as character and emotions. 
This turned out to be very productive in that it led to a reconsideration of the standard classification of ethical theories and to a reinterpretation of 
the philosophers at issue. As far as Kant’s moral philosophy was concerned, this led to a far more nuanced reading. 
Moreover, the followers of virtue ethics triggered investigations on topics which have for a long time been neglected in moral philosophy. 
We will closely follow Rosalind Hursthouse’s book, which gives a very reliable overview of the relevant debates connected to virtue ethics, but 
we will also look into primary sources (such as Kant’s Grundlegung and Aristotle’s Nicomachean Ethics).
In addition to this, the seminar is meant to provide the opportunity to graduate students for presenting their own work in the field of ethics. 

Text: 
Rosalind Hursthouse: On Virtue Ethics. Oxford et al.: OUP 1999�

�������������� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ������Fall�
GRADUATE SEMINAR ON EUROPEAN INTEGRATION 

����

Toshiro Tanaka 
����

Yuichi Hosoya 

������� �����

Professor, Jean Monnet Chair 
������

Associate Professor, Faculty of Law 

Course Description: 
 The European Union strives to establish a new order in Europe. While the EU attempts to deepen its construction through the 
Maastricht Treaty, the Amsterdam Treaty, the Nice Treaty and the Treaty establishing a Constitution for Europe, it has 
enlarged its scope to South and East, from 15 to 25 member states on May 1 2004. 
 This year, the seminar will focus on the enlargement and the deepening of the EU, trying to shed more lights on the historical
development, to analyze its problems and outline future perspectives on the subject. 
Course Schedule (Subject to Change): 
 1. Official Language: English 
 2. Presentation by students and discussion to follow. 
 3. Special guests will be invited from the European Commission, Embassies of the member states and acceding countries in 

Japan, and researchers including professor from “Science Po” in Paris will be invited. 
Evaluation: 
 Each student will be expected to give oral presentations and join in discussion during the semester.  Each student is also 
expected to submit a term paper by the end of the semester (Length: 15 double-spaced typewritten pages including footnotes.) 
Inquiries:
 Call Extension 23462 for appointment. 

��� ������Spring�
Accounting 

��� �

Makoto Ito 
�����

Professor, Faculty of Business and Commerce 

Course Description: 
International Accounting Standard and International Financial Reporting Standard
International Accounting Standards (IASs) issued by the International Accounting Standards Committee (IASC), and 

International Financial Reporting Standards (IFRSs) issued by International Accounting Standards Board (IASB), which is 



restructured from IASC, have been making their presence felt around the world recent years. IASB has been and is continuing 
to study accounting issues and prepare new IFRSs and improve IASs. 
Some multinational enterprises, whose headquarters are located in Europe, have been preparing their consolidated financial 

statements in compliance with IFRSs (including IASs) for purpose of cross-boarder security offerings and listings on foreign 
securities offering. 
All enterprises, which are domiciled and listed in the European Union, are required to report in accordance with IFRSs from 

year 2005. Many countries introduces IFRSs for their listed enterprises on are taking steps to harmonize their national 
accounting standards with IFRSs with some modifications to allow for local environment. 
In this course, we will study the brief history of IASs, IASC and IASB, Framework for the Preparation and Presentation of 

Financial Statements, and some significant accounting standards, such as IAS2 “Inventory”, IAS11 “Construction contracts” 
and IAS39 “Financial Instruments: Recognition and Measurement”, which will be compared with the US Generally Accepted 
Accounting Principles (US GAAP) and Japanese GAAP, when necessary. 
 After the first session of introduction to IFRSs, each student will be assigned in advance to report on a Standard, followed by
discussion, case studies and my supplementary explanation or comments. 
Text: 
International Financial Reporting Standards 2005, IASB 

���� ������Fall�
ADVANCED STUDY OF FINANCE 

����

Mitsuhiro Fukao 
�����

Professor, Faculty of Business and Commerce 

Sub Title: 
Corporate Governance and Financial System 

Course Description: 
The governance structure of limited liability companies that stipulates the relationship among the management, 

stockholders, creditors, employees, suppliers and customers is important in determining the performance of the economy. 
Although the OECD countries are generally characterized as market economies, there are considerable differences among these 
countries in the organizational structure of the economy. 

One of the major aims of this course is to understand the institutional differences in corporate-governance structures of 
companies in major industrial countries including the United States, Japan, Germany, France and the United Kingdom. The 
differences in the corporate-governance structure have a number of implications for the performance of companies. For example, 
the cost of capital and the effective use of human resources would be affected by this structure. 

In recent years, the deepening international integration of economic activities has heightened awareness of cross-country 
differences in corporate-governance structure and putting strong pressures for convergence in some aspects of corporate 
governance systems. The course will also survey these trends. 

1. General Concept 
Fukao, Mitsuhiro, Financial Integration, Corporate Governance, and the Performance of Multinational Companies,
Brookings, 1995. 

2. Hostile Takeovers 
Scheifer, Andrei, and Lawrence H. Summers, “ Breach of Trust in Hostile Takeovers”, in Corporate Takeovers: Causes 
and Consequences, edited by Alan J. Auerbach, University of Chicago Press, 1988. 
Roe, Mark J. “Takeover Politics”, in Dear Decade, edited by M. Blair, 1993. 

3. Elements of Governance 
Kaplan, Steven N., “Top Executive Rewards and Firm Performance: A Comparison of Japan and the United States,” 
JPE, Vol. 102, No.3, June 1994 
Christine Pochet,” Corporate Governance and Bankruptcy: a Comparative Study”, IAE de Toulouse working paper 
2002-152, June 2002.  
Bank of Japan, “The Japanese Employment System,” Bank of Japan Quarterly Bulletin, May 1994. 
Black, Bernard, “Creating Strong Stock Market by Protecting Outside Shareholders,” remarks at OECD/KDI 
conference on Corporate Governance in Asia: A Comparative Perspective, Seoul, March 3-5, 1999. 
Newbury, Robert W., Rachel Leahey, Annick Siegl and Stacey Burke, Board Pracices 2000, IRRC, 2000. 
William C. Powers, Jr., Raymond S. Troubh, and Herbert S. Winokur, Jr., “Report of Investigation by the special 
investigative committee of the board of directors of Enron corp.,” February, 2002. 

4. Financial System 
Fukao, Mitsuhiro, “Japanese Financial Instability and Weaknesses in the Corporate Governance Structure,” Seoul 



Journal of Economics, Vol.11, No.4, 1998. 
Fukao, Mitsuhiro, “Barriers to Financial Restructuring: Japanese Banking and Life-Insurance Industries,” paper for a 
NBER conference on “Structural Impediments to Growth in Japan” on March 18-19, 2002. 

Evaluation: 
Grading will be based on the term paper and class participation. The topic of the term paper has to be related to the content of

the class. For example: Comparison of governance structures among some countries, Governance structure of government 
owned companies and private companies, Issues related to bankruptcy procedures, Security exchange law and governance 
system, Incentive mechanism for directors, Banking problems and deposit insurance system. 
Text: 
Fukao, Mitsuhiro, Financial Integration, Corporate Governance, and the Performance of Multinational Companies, Brookings, 

1995. 
Reference Books: 
See above. 

���� ������Fall�
International Economy 

���

Akira Kojima 
�������

Professor, Graduate School of Business and Commerce 

Course Description: 
The class covers various international economic policy issues including trade, Investment (foreign direct investment), foreign 

exchange policy, WTO process, FTAs (Free Trade Agreements), regional integration, competitiveness issue, economic 
development strategy and so on. 
Students will be put in the very front line of policy debate of international economy. Real voices of policy makers, business 

leaders and scholars will often be given to the students through recorded tapes and videos. As I have good many chances to 
participate in many important international policy debates, the student can be given the chance of sharing such experiences of 
mine. Practical, as well as theoretical approach will be introduced. 
Texts: 

“Globalization and its Discontent”, Joseph E. Stiglitz, Norton, 2002 
METI “White Paper on International Trade” 2004, 2005 (This document can be accessed through METI web site, both in 
Japanese and English.) 

Recommended Readings: 
Various analytical reports and document of IMF, World Bank and other institutions are recommended as required. 



日本研究講座　（�������� �������）

異文化コミュニケーション 1 ―日本的コミュニケーションパターンから見た場合― （春学期）（������）
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ECONOMY OF JAPAN                                                                    ������Fall�
��� �� ������

Naoyuki Yoshino� � � � Professor, Faculty of Economics 
��� ��� ������

Sahoko Kaji           Professor, Faculty of Economics 

Course Outline: 
This course is offered to undergraduate students participating in the PCP programme, as well as to Master’s level graduate 

students. The aim is to train the students to apply economic theory, econometric techniques and economic institution to the 
analysis of real world economic problems. We put particular emphasis on the Japanese economy. Students must have solid 
backgrounds in macroeconomics, theories of money and banking and public finance.  
Topics to be covered: 

1. Historical trends in Japanese monetary policy and economic fluctuations 
2. Flow of Funds Table of the Japanese economy (Government Sector, Financial Sector, Firm Sector, Household Sector) 
3. Japanese monetary policy, asset-price inflation and subsequent recession 
4. Japanese fiscal policy, budget deficit and public debt  
5. Japanese Industrial policy, tax policy and fiscal investment policy 
6. Japanese capital markets (bond and equity markets) 
7. Failures and restructuring of Japanese banks 
8. The aging population and its impact on the Japanese economy 
9. Privatization of Postal Savings and the Japanese financial market 
10. The Asian financial crisis: cause and consequences  
11. Exchange rate regimes and the optimal exchange rate system in Asia 
12. Effectiveness of public works in Japan and Revenue Bonds 
13. Central and Local Governments in Japan 
14. Policy-making and the incentive mechanism in Japan 

References: 
1. Yoshiro, Naoyuki and Seiritsu Ogura (1988) ‘The Tax System and the Fiscal Investment and Loan Programme’, Chapter 

6 in Komiya, Okuno and Suzumura eds. Industrial Policy of Japan, Academic Press 
2. Yoshino, Naoyuki et. al. (2000) ‘Eigo de Yomu Nihon no Kinyu’ (Economic Issues of Contemporary Japan), Yuhikaku 

publishing 
3. Yoshino, Naoyuki and Eisuke Sakakibara (2002) ‘The Current State of the Japanese Economy and Remedies’, Asian 

Economic Papers, vol.1, No.2, pp.110-26 
4. Yoshino, Naoyuki and Thomas Cargill (2003) Postal Saving and Fiscal Investment in Japan, Oxford University Press 
5. Takatoshi Ito (1992) The Japanese Economy, MIT press 
6. For lighter reading on Japan, student may turn to Kaji, Hama, and Rice (1999) The Xenophobe’s Guide to the Japanese,

Oval Books, 3.99 pounds. 
More references will be given during the lecture.  

Grade: 
Final examination 70%, Class participation 30% 

�������� ������Fall�
SCIENCE,TECHNOLOGY AND CULTURE 

�����������

Charles De Wolf 
������

Professor, Faculty of Science and Technology 

Sub Title: 
Science in Cross-Cultural Perspective 

Course Description: 
The leitmotif of this course is the question of how our perceptions of and approaches to science are influenced both by the 

Zeitgeist and by the particular culture in which we have grown up. How, for example, is the "evolution controversy" in America 
a peculiarly "American" phenomenon? How is it that Japanese scientists and engineers appear to be (on the whole) remarkably 
indifferent to ideological issues? Other topics include :( 1) what is a proper or possible subject of scientific inquiry. To what
extent, for example, can the study of language be considered "scientific"? (2) What is the appropriate role of scientists in 



matters political and social? In addition to the primary goals discussed above, it is hoped that this course will enable 
non-Japanese students to have a better understanding of Japanese history and culture through a cross-cultural approach to the 
philosophy of science. Students are strongly encouraged to participate actively, discussion being preferred to "lecturing." 
Textbook: 
Materials to be distributed by instructor 

Reference Material: 
To be announced 

Lesson Plan: 
1.Words for science: the concept of science in historical and cultural perspective 
2."Hard sciences" vs. "Soft sciences" 
3.Linguistic science I: an historical overview 
4.Linguistic science II: How "scientific" is linguistics? 
5.Science and culture 
6.Science and ideology 
7.Science vs. scientism 
8.The evolution debate in cross-cultural perspective 
9.Science in Japan: an historical overview 
10.Science and technology; science vs. technology 
11.The role of the scientist in society: a cross-cultural persepctive 
12.Loose ends 



知的資産センター設置講座（平成18年度開講）

１．知的資産センター設置講座にあたり

慶應義塾大学では、研究成果の社会への還元を、教育・研究と並ぶ大学の使命と考えています。そして、「慶

應義塾で生れた研究成果は義塾にとって貴重な知的資産であり、大学はこれら知的資産の保護と活用を積極的

に促進･支援する」という理念を公表しています。

こうした方針に基づき、知的資産センターは慶應義塾で生れた研究成果を社会へ還元するために、慶應義塾

大学の技術移転機関として 1998年 11月に設立されました。技術に関するものだけでなく、電子メディアを始

めとし広汎な研究成果を対象とするとともに、新しい事業の創出に資するという意味をこめて「知的資産セン

ター」と名付けられました。

知的資産センターの事業は、研究成果に対する特許保護から始め、技術の移転、起業の支援と段階的に拡充

していく計画です。そして、教職員の熱意と高いポテンシャルをもった研究成果に支えられ、既に数多くの慶

應義塾の特許出願が生まれ、技術移転も活発化してきました。

また、知的資産センターは技術移転に密接に関係する知的財産に関する教育・研究も任務としています。

情報技術の劇的な革新に伴い電子メディア、ビジネスモデル特許に代表されるように、知的財産は社会のあ

らゆる分野に密接に関係してきました。こうした時代の変化に対応していくためには、専攻分野に係わらず知

的財産に関する幅広い知識と理解が求められています。

そこで、知的財産に関する教育の一環として、全学部の学生を対象として知的財産全般について基本的な事

項の理解を図るため、設置講座を開設しました。

２．設置科目、履修上の取扱いについて

今年度は「知的資産概論」の1科目を、春学期三田キャンパスで開講します。

授業時間は水曜日 18： 10～ 19： 40、単位は 2単位です。その他授業に関する情報は、三田掲示板、

�������������������������でお知らせします。

受講を希望する場合は、履修の取扱いについて各学部、研究科の履修案内で確認の上、履修申告をしてくだ

さい。

３．講義要綱

知的資産概論―知的財産の保護と活用をめぐる課題―（ナテグリニド特別講座）（春学期）

コーディネーター　知的資産センター所長（商学部教授） 清 水 啓 助

授業科目の内容：

研究活動や創造活動の成果を知的財産として、戦略的に保護・活用し、我が国産業の国際競争力を強化する

という国家戦略が策定され、知的財産に対する関心は高まっています。知的財産には、技術（特許）、デザイ

ン（意匠）、ブランド（商標）、音楽・映画のコンテンツ（著作権）といったものがあり、権利の内容や活用法

はそれぞれ固有な特色があります。

本講義では、代表的な知的財産の権利保護・活用における現状と課題についての理解を深め、知的財産に関

する幅広い知識を得ることを目標とします。

教科書：

講義資料を配布します。

参考書：

「知的創造時代の知的財産」清水啓助他著，慶應義塾大学出版会

「特許がわかる12章」竹田著，ダイヤモンド社

「著作権の考え方」岡本著，岩波新書

�



授業計画の内容：

1� 知的財産の新たな時代

2� 特許の仕組み

3� 著作権の仕組み

4� 商標ブランドの価値

5� マルチメディアに関する知的財産

6� キャラクタービジネス

7� 音楽に関する著作権問題

8� 企業における知的財産戦略

9� 知的財産に関する世界の動向

10� 知的財産の紛争処理

11� ベンチャー・起業の仕組み

12� 知的財産ビジネス

13� 技術の移転

なお、講義は外部講師を含め、オムニバス形式で行います。

担当教員から履修者へのコメント：

積極的に学ぶ意欲を持つ学生を歓迎します。

単位の取扱については、学部により異なりますので注意してください。

成績評価方法：

平常点およびレポートによる評価

質問・相談：

授業の最後に質問の時間を設けます。

�



デジタルメディア・コンテンツ（DMC）統合研究機構設置講座

デジタルメディア・コンテンツ統合研究機構（ＤＭＣ機構）は，2004 年７月に文部科学省科学技術振興

調整費の戦略的研究拠点育成プログラムに採択され，設立された組織です。デジタルコンテンツの創造と

流通を通して環境の整備と大学のシステム改革・制度改革を行い，社会の流れを変えることを目的として

います。

設立後の 1 年間でＤＭＣ機構は，（１）研究員の年俸を 50％増減まで変動可能とする年俸制の制定，（２）

海外在住の研究員の任用，（３）高度な技術を持つ技術専門職を登用するための専門員制度の導入など，い

くつかの制度改革を行いました。教育環境においては，学生が動画を使ったレポートを提出する時代を想

定し，コンテンツと表現力が重視される時代を慶應義塾が先導できるよう，メディア環境を対応させてい

くことを目指しています。そして来たるべき " コンテンツの時代 " において，シナリオを持ったコンテン

ツの創造と流通ができるように，各キャンパスにデジタルコンテンツ工房と呼ばれる拠点を設置しました。

またＤＭＣ機構は，北米・欧州・アジアにもいくつかの拠点を整備しています。世界中の多くの連携機関

との共同研究を行なうことで，国際的研究活動も展開します。海外拠点においては，国際的な人材育成を

目指した国際インターンシップ制度の導入も検討中です。デジタルコンテンツは分野・領域を問わず必要

とされる異分野が融合されたものであります。総合大学として，国際的人材が育成できる教育プログラム

の検討も進めていきます。

各キャンパスの工房では，コンテンツ作成を可能にする設備とサービスが展開されています。一人一人が

快適にデジタルコンテンツを作成し，安心して利用できるようなメディア環境を整備することで，デジタ

ルコンテンツがより身近な存在になることを願っています。そしてコンテンツの利用が，また別の新しい

コンテンツの創造につながるようなサイクルを生み出すシステムへ成長させていきたいと思います。

ネットワーク環境，デジタル環境がめまぐるしく進歩していく中で，デジタルコンテンツの世界には無限

の可能性があります。しかし，デジタルコンテンツに関する著作権の問題やセキュリティ（安全性）の確

保など，まだまだ課題もたくさんあります。それらの課題に取り組み，実験的試みを繰り返しながら，社

会に貢献できる研究成果を生み出すための体制を築きたいと考えています。

ＤＭＣ機構は研究体制の再編や制度改革を繰り返しながら５年間のプロジェクトを通して大きな研究成

果をあげるとともに，科学技術振興調整費による支援終了後の組織の財政的自立を視野にいれ，知の創造

と流通を通じた社会貢献と国際社会への人材の創出を目指します。

本年度は次ページ以降の３講座を開設いたします。



「DMC 産業論」（金　正勲）

2006 年度　春学期　木３限

２単位

カテゴリ :　（大学院）

開講場所：三田キャンパス

授業形態：講義と討論

1. 主題と目標 /授業の手法など

知識社会の深化や創造社会への移行に伴い，デジタルメディア・コンテンツ (DMC) 産業への関心が近年

急速に高まっている。コンテンツのデジタル化，ネットワークの IP 化・ブロードバンド化の急速な進展は，

既存のコンテンツとメディアの垂直統合構造を崩壊させ，同一コンテンツのメディアを跨ぐシームレスな

流通を可能にした。中でも，iTunes などに見られる音楽・映像コンテンツのネット配信，放送番組コンテ

ンツのネット配信，デジタルシネマ，オンライン広告，オンラインジャーナリズム，モバイルコンテンツ

流通，といったようないわゆるデジタルコンテンツのネットワーク流通が次世代の日本経済を担う中核部

門として注目されている。しかし，デジタルコンテンツのネットワーク流通を巡っては，解決を要する様々

な技術的･商業的･社会的・政策的問題が山積しており，これらの問題を議論･分析するための知識・人的基

盤は十分に構築されてはいない現状にある。上記の問題意識の下に，本講座では日本のデジタルメディア・

コンテンツ産業の現状と今後の行方を，学際的な立場に立ち，研究･実務の両面から検討することを目的と

する。本講義は，講義，ゲストレクチャー，そして討論によって構成される。

2 . 教材・参考文献 

毎回の授業においてハンドアウトを配布する。 とくに教科書のような教材は用いないが，この授業の参考

になる文献やリソースについては，第 1回目に紹介する。それ以外にも必要があれば，適宜紹介する。

3 . 授業計画 

第 1 回　オリエンテーション

・概要説明（全体の構成，達成目標と運営方針，成績評価の基準） 

第 2 回　メディア融合時代のコンテンツ産業 -　価値連鎖の変容を中心に

・講師によるレクチャー

第 3 回　音楽産業 -　音楽のネット配信を中心に

・ゲスト（株式会社に・よん・なな・みゅーじっく）によるレクチャーと討論

第 4 回　放送産業 -　放送番組のネット配信を中心に

・ゲスト（TBS）によるレクチャーと討論

第 5 回　映画産業 -　デジタルシネマを中心に

・ゲスト（慶應 DMC）によるレクチャーと討論

第 6 回　出版産業 -　電子出版とオンラインジャーナリズム，ブログを中心に

・ゲスト（日経メディアラボ）によるレクチャーと討論

第 7 回　検索エンジン産業 -　次世代検索エンジンのビジネスモデルを中心に　

・ゲスト（Google Japan）によるレクチャーと討論

第 8 回　キャラクタ産業 -　キャラクタの多メディア展開を中心に



・ゲスト（小学館）によるレクチャーと討論

第 9 回　レンタル産業 -　ネット時代の連絡産業の在り方を中心に

・ゲスト（CCC）によるレクチャーと討論

第 10回　アートマネジメント産業 -　ネット時代のアートマネジメントを中心に

・ゲスト（慶應 DMC）によるレクチャーと討論

第 11回　コンテンツ政策 -　デジタルコンテンツ産業振興策を中心に

・ゲスト（内閣官房知的財産戦略推進事務局）によるレクチャーと討論

第 12回　創造立国に向けて -　ポップカルチャーと創造立国を中心に

・ゲスト（スタンフォード日本センター）によるレクチャーと討論

第 13回　全体のまとめ

4. 提出課題・試験・成績評価の方法など 

出席（30%）

レポート（70%）

5. 履修上の注意・その他 

諸事情によりゲストの変更可能性有り

6. 前提となる知識（科目名等） 

なし

7. 履修者数制限（予定人数および制限方法） 

履修人数を制限しない。

8. 授業 URL 

なし

9. 学生が準備するソフト・機材 

なし

10. 授業に関する連絡先 

kim@dmc.keio.ac.jp



「DMC 創造経済演習」（金　正勲）

2006 年度　秋学期　木５限

２単位

カテゴリ : 　( 大学院 )

開講場所：三田キャンパス

授業形態：ディスカッション

1 . 目的・内容

本演習は，知識情報社会の次の社会経済ステージとして最近注目される創造経済（Creative Economy）に

ついて，その歴史的な文脈を踏まえ，学際的な観点から考察を行うことを目的とする。授業はその週の

Readings を事前に読むことを前提に，ディスカッション形式で進める。受講者は，Readings に関し３回にわ

たる synthesis papers を作成することで創造経済に関する自分独自の視点を構築する。

2 . 授業形式・形態

輪読とディスカッション

3 . 授業スケジュール

下記の文献を輪読し，Synthesis Papers を作成することによって，創造経済の多元的な側面について理解

を深める。

第１回　オリエンテーション

概要説明（全体の構成，達成目標と運営方針，成績評価の基準） 

第２回　システムとコントロール

Required Reading:

- James Beniger(1986) - Control Revolution 

Optional Readings:

- Lewis Mumford(1963) - Technics and Civilization

- Michel Foucault(1977) - Discipline and Punish

第３回　市場，企業組織，ネットワーク

Required Reading:

- Walter Powell(1989) - Neither Market nor Hierarchy: Network Forms of Organization

Optional Readings:

- Henry Mintzberg(1979) - The Essence of Structure

- Ronald Coase(1937) - The Nature of the Firm

第４回　情報化社会

Required Reading:

- Daniel Bell(1973) - The Coming of Post-Industrial Society

Optional Readings:

- Fritz Machlup (1962) - The Production and Distribution of Knowledge in the United States

- Peter Drucker(1995) - Post-Capitalist Society

第５回　創造経済Ⅰ

Required Reading:

- John Howkins(2001) - The Creative Economy

Optional Readings:



- Joseph Pine Ⅲ & James Gilmore(1998) - The Experience Economy

- Daniel Pink(2005) - A Whole New Mind: Moving from the Information Age to the Conceptual Age

第６回　創造産業Ⅰ

Required Reading:

- Richard Caves(2000) - Creative Industries

Optional Readings:

- Tom Peters(2005) - Design(Tom Peters Essentials)

- DCMS(2001) - Creative Industries Mapping Document

第７回　創造産業Ⅱ

Required Reading:

- John Hartley(2005) - Creative Industries

Optional Readings:

- Carl Shapiro and Hal Varian(1998) - Information Rules

- Terry Flew(2002) - Beyond Ad Hockery: Defining Creative Industries

第８回　創造性

Required Reading:

- Mihaly Csikszentmihalyi(2000) - Creativity

Optional Readings:

- Robert Sternberg(1999) - Handbook of Creativity

- Paul Romer(1993) - Ideas and Things

第９回　創造階層Ⅰ

Required Reading:

- Richard Florida(2002) - The Rise of Creative Class

Optional Readings:

- Thomas Friedman(2005) - The World Is Flat

- David Brooks(2000) - Bobos in Paradise

第 10回　創造産業政策

Required Reading:

- John Howkins(2002) - The Mayor`s Commission on Creative Industries

Optional Readings:

- Shalini Venturelli(2002) - From the Information Economy to the Creative Economy

- Stuart Cunningham(2004) - The Creative Industries After Cultural Policy

第 11回　研究発表Ⅰ

第 12回　研究発表Ⅱ

第 13回　全体のまとめ

4. 評価方法 

① Class Discussion への貢献度（25%）

② Synthesis Paper Ⅰ（20%）

③ Synthesis Paper Ⅱ（20%）

④ Mega-Synthesis Paper と研究発表（35%）



5. 履修条件 

英語の文献がある程度のスピードで読めること。

6. 受入予定人数 

15人程度

7. 最低受入人数を超えた場合の選考方法 

履修希望者が上限を大きく上回る場合には面接を行う。

8. 参考文献 

３を参照

9. 関連プロジェクト 

なし

10. 課題 

Readings に関する Synthesis Papers と研究発表

11. 連絡先 

kim@dmc.keio.ac.jp

12. 研究室ホームページ 

なし

13. 来期の研究プロジェクトのテーマ予定

なし

「DMC エンタテイメント・コンテンツ・プロデュース論」（稲蔭　正彦 ・ 岸　博幸）

2006 年度　春学期　木６限

２単位

カテゴリ : 　( 大学院 )

開講場所：ＳＦＣ・三田キャンパス

授業形態：講義

1 . 主題と目標 /授業の手法など 

我が国は，知的財産立国を目指しており，コンテンツはその中で重要な役割を期待されている。しかし，

20 世紀型のコンテンツジャンル及びそのビジネスモデルは，国際競争力において優位な立場にない。この

ような状況の中で，メディアデザインプログラムでは，21 世紀型コンテンツジャンルの開拓とそのビジネ

スモデルの提言を行なう研究活動を行なっている。本授業は，大学院科目として設置し，ユビキタス社会

における新しいコンテンツジャンルの可能性を探り，プロデュースをしていくために必要な要素を学ぶ。

プロジェクトマネージメント，法務，財務，マーケティングをはじめ，最先端デジタル技術やネットワー

ク技術を活用したコンテンツビジネスについて考えていく。

本授業では，エンタテイメント・コンテンツ・ビジネスの理解に不可欠な基礎知識，日米欧におけるこれ

らビジネスの実体と問題点，デジタル技術等の最新の技術動向等を理解した上で，既存のビジネスの改善

や新しいビジネスモデルの構築に関する実践的な提案を出来る能力を養成する。 



本年度の授業は，１学期を通してコンテンツ企画を行っていき，そのプロセスにおいて数回のプレゼン

テーションとディスカッションを実施する。

2 . 教材・参考文献 

Entertainment Industry Economics : A Guide for Financial Analysis, Harold L. Vogel Cambridge Univ Press ISBN: 

0-521-79264-9 

コンテンツプロデュース機能の基盤強化に関する調査研究

http://www.meti.go.jp/policy/media_contents/

3 . 授業計画

第 1 回 プロデューサー論

本授業のオーバービューとして，授業の概要説明を行う。その後，政策，表現，技術の重要性を説明し

た上で，エンタテイメント・コンテンツのプロデューサーに不可欠な資質や，商品開発，リクープ等の基

礎的な知識についての整理を行う。 

第 2 回 エンタテイメント・コンテンツの広がり

アニメや音楽等の現代文化以外のエンタテイメント・コンテンツの中でも，特に今後重要性が高まると

予想される伝統文化や地方の文化等について，現状及び将来展望を概観するとともに，プロデュースのあ

り方を論じる。さらに，21 世紀における新しいエンタテイメントコンテンツ領域の可能性をライフスタ

イルの観点から考察する。

第 3 回 プロジェクト・ケーススタディ

この授業でのケース・スタディの対象となる４つのエンタテイメント・コンテンツのプロジェクト案を

紹介し，学生のグループ分けを行うとともに，担当のプロジェクトを決める。 

第 4 回 コンテンツ・プロデュースの基礎

コンテンツのプロデュースに必要な最低限の知識，例えば，法務・財務，マーケッティング等について，

オーバービューを行う。 

第 5 回 企画プレゼンテーション

提示された課題に対するプロデュースの企画案のプレゼンテーションを行うとともに，それに基づく

ディスカッションを行い，更なる論点を掘り下げていく。 

第 6 回 コンテンツの発掘，見極め方

プロデューサーにとって，コンテンツの原石を発掘しその可能性を見極めることは重要である。

プロデューサーのコンテンツに対する目利きのポイントを紹介する。

第 7 回 （６月２日）プロジェクトプレゼン（グループ単位）

提示された課題に対するプロデュースの企画案のプレゼンテーションを行うとともに，それに基づく

ディスカッションを行う。

第 8 回 （６月９日）ＩＴ政策，コンテンツ政策の方向性

政府のＩＴ政策，コンテンツ政策の現状と問題点を分析し，通信と放送の融合の方向性や，21 世紀の

日本におけるコンテンツの重要性等についての理解を深める。 

第 9 回 ( ６月 16日）コンテンツネットワーク流通

提示された課題に対するプロデュースの企画案のプレゼンテーションを行うとともに，それに基づく

ディスカッションを行う。



第 10回 ( ６月 23日）プロジェクトプレゼン ( グループ単位）

提示された課題に対するプロデュースの企画案の改訂版のプレゼンテーションを行うとともに，それに

基づくディスカッションを行い，企画の完成に向けた詰めを行う。

第 11回 （６月 30日）プロジェクトマネジメント

提示された課題に対するプロデュースの企画案のプレゼンテーションを行うとともに，それに基づく

ディスカッションを行う。

第 12回 ゲストスピーカー

著名なコンテンツ・プロデューサーを招き，新たなコンテンツの潮流や，コンテンツ・プロデュースの

実際等についての議論を行う。 

第 13回 最終プレゼンテーション

提示された課題に対するプロデュースの最終提案をプレゼンテーションする。

4 . 提出課題・試験・成績評価の方法など

コンテンツ企画の課題発表と企画書による成績評価

5 . 履修上の注意・その他

履修制限を行わないが，政策・メディア研究科設置デジタルエンタテイメントプロデュース論（今年度か

らはエンタテイメントストラテジー）の履修者または同等の知識を有するものが望ましい。

6 . 前提となる知識（科目名等）

なし

7 . 履修者数制限（予定人数および制限方法）

履修人数を制限しない。

8 . 授業 URL

なし

9 . 学生が準備するソフト・機材

なし

10. 授業に関する連絡先

inakage@sfc.keio.ac.jp
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